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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、昭和56年4月の設立以来、京都府内

の公共事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この問、当センターの業

務の遂行にあたりましては、皆様方のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

近年、公共事業の増大に伴い、発掘調査も単に件数の増加だけでなく、その内容もとみ

に大規模化の傾向にあります。当センターでは、こうした状況に対応するため、徐々にで

はありますが、組織や調査体制の強化を進め調査・研究の充実を図ってまいりました。発

掘調査については、『京都府遺跡調査報告書J. 『京都府遺跡調査概報J. 『京都府埋蔵

文化財情報jなどの各種刊行物によってその成果を公表するとともに、毎年、展覧会や埋

蔵文化財セミナーを開催し、各遺跡の調査内容や出土遺物などを広く府民に紹介し、普

及 ・啓発活動にも意を注いでいるところであります。

本書は、平成5年度に実施した発掘調査のうち、建設省近畿地方建設局、京都府道路公

社の各機関の依頼を受けて行った、国道478号バイパス関係遺跡の今林古墳、沢ノ谷遺跡、

八木城跡第2・3次、 京都縦貫道自動車関係遺跡の桑飼上遺跡、山根古墳、神宮谷4号墳、

ジンド古墳、池ノ谷遺跡、木坂古墓、七百石遺跡に関する発掘調査概要を収めたものであ

ります。本書が学術研究の資料として、また、地域の埋蔵文化財への関心と理解を深める

上で、何がしかのお役にたてば幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、京都府教育委員会、園部町教育委員

会、八木町教育委員会、綾部市教育委員会、舞鶴市教育委員会などの各関係諸機関、なら

びに調査に参加、協力いただきました多くの方々に厚く御礼申し上げます。

平成7年3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長 福山敏男
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凡 例

1. 本書に収めた概要は、下記のとおりである。

1.国道478号バイパス関係遺跡、 2.京都縦貫自動車道関係遺跡

2. 各遺跡の所在地、調査期間、経費負担者及び概要の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者

1. 国道478号バイパス関係遺跡 建設省近畿地

(1）今林古墳 船井郡園部町内林 平5.4.26～ 方建設局 柴晩彦

7.15 

(2）沢ノ谷遺跡 船井郡八木町玉ノ井沢ノ 平5.7. 19～ 柴暁彦

谷 9.10 

(3）八木減跡第2・3次 船井郡八木町本郷 平4.5. 18～ 引原茂治

平5.9.24

2. 京都縦貫自動車道関係遺跡 京都府道路公

(1）桑飼上遺跡 舞鶴市桑飼上 平5.6.16～ 社 三好博喜

6.28 

(2）山根古墳 舞鶴市地頭 平5.7.9～ 三好博喜

10. 22 

(3）神宮谷4号墳 綾部市別所町神宮谷 平5.4.19～ 野島永

5. 14 

(4）ジン ド古墳 綾部市内久井町、金河内 平5.5.12～ 野島永

町 10. 14 

(5）池ノ谷遺跡 綾部市七百石町池ノ谷 平5.12.21～ 尾崎昌之

平6.1. 21 

(6）木坂古墓 綾部市七百石町木坂 平6.1. 18～ 野島永

1. 21 

(7）七百石遺跡 綾部市七百石町東中野 平5.8.2～ 尾崎昌之

平6.3.4

3. 本書の編集は、調査第l課資料係が当たった。
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国道478号バイパス関係遺跡平成5年度発掘調査概要

1 .国道 478号バイパス関係遺跡
平成 5年度発掘調査概要

はじめに

国道478号バイパス（京都縦貫自動車道）建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、昭和50年

に京都府教育委員会によって着手された。以後、継続的に実施され、昭和56年以降は財団

法人京都府埋蔵文化財調査研究センターに調査業務が移管されて現在に至っている。平成

5年度末現在、路線内に存在する遺跡のうち、今回報告する今林古墳の調査中にその付近

で新たに確認された園部イ ンターチェンジ予定地内の古墳を除いて、そのほとんどの調査

業務を完了した。

今回、調査内容を報告するのは、今林古墳、沢ノ谷遺跡、八木城跡の3遺跡である。今

林古墳の調査は、平成5年4月26日から 7月15日まで、古墳l基を対象として実施した。

古墳に伴う主体部及び古墳の下層から土器棺墓などを検出した。沢ノ谷遺跡は、 当初、古

墳として調査を始めた。調査の結果、弥生時代中期の竪穴式住居跡や奈良時代の古墓など

を検出したため、名称を沢ノ谷遺跡と改めた。調査期間は、平成5年7月19日から 9月10

日である。八木城跡については、平成3年度に実施した試掘調査の結果をもとに平成4・

5年度に本調査を実施した。平成4年度に実施した第2次調査については、「国道478号バ

イパス関係遺跡平成2・4年度発掘調査概要」で略報したが、平成5年度実施した第3次

調査の成果とともに改めて報告する。第3次調査では、八木城に関連する遺構・遺物とと

もに、古墳時代後期の須恵器窯である堂山2号窯を検出した。また、 道路建設に伴い移転

した春日神社跡も調査した。調査期間は、 平成5年4月7日から9月24日までである。

平成5年度調査を担当したのは、 当調査研究センター調査第2課調査第2係長奥村清一

郎、同主任調査員引原茂治、同調査員八木政明、柴 暁彦である。

発掘調査は、建設省近畿地方建設局の依頼を受けて実施したもので、調査経費は全額同

省の負担による。調査実施にあたり、京都府教育委員会、園部町建設謀、園部町教育委員

会、八木町教育委員会、各地元自治会などの関係諸機関の協力を得た。また、地元有志の
（注I)

方々及び学生諸氏には現地調査及び整理報告業務に参加協力していただいた。感謝の意を

表したい。なお、この調査概要は、引原茂治 ・柴 暁彦が分担して執筆した。

（引原茂治）
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( 1 ）今林古墳

1.調査経過

今林古墳は、京都府船井郡園部町内林に所在し、 JR山陰線園部駅の北側約2.2kmに位

置している。調査地付近には古墳時代前期の前方後円墳である園部垣内古墳がii。また、
今林古墳の立地する正陵南東側の眼下の水団地帯には弥生時代終末から古墳時代前期にか

（註3)

けての集落跡である、曽我谷遺跡が所在している。今回の調査地周辺には古墳時代前期の

遺跡が比較的まとまっている場所でもある。調査は、平成5年4月26日に開始し、同7月

15日に終了した。調査面積は約600ばである。

第 l図調査地位置図（1/50,000) 

1.今林古墳 2.曽我谷遺跡 3.園部垣内古墳 4.中綴古墳

ηノ
μ
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2.調査概要
（桂川

今林古墳は、『京都府遺跡地図jにも登録された古墳であるが、当初は古墳かあるいは

古墳状隆起かを確認する目的で調査を開始した。現地形測量の後、墳頂部に設定したトレ

ンチでは、腐植土層を除去した段階で拳大の礁の集石が見られ、これに混じって古式土師

器の壷底部などの破片の出土があった。この時点で古墳の可能性が見られたため、試掘か

ら発掘調査へと移行した。作業は、表土及び墳丘流土を除去した後、主体部確認のため、

墳頂部に東西約5m・ 南北約4mのトレンチを設定し掘削した。掘削に伴って拳大の磯の

集石を確認し、この集石に伴って破砕された土器が出土した。集石の調査後、これを除去

し、主体部を検出した。確認した主体部は木棺直葬である。墓墳内には副葬品などの遺物

は何も見られなかった。墳丘及び主体部の調査後、墳正に断ち割りを入れたところ、墳丘

第2図地形測量図（上）及び墳丘浪lj量図（下）

（下図の矢印は、 第3図土層断面作成位置を示す。）

3 
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下層にも遺構の存在が確認されたため、引き続き下層遺構を調査した。これにより確認さ

れた遺構は、土坑墓3基及び土器棺墓l基などである。以下に古墳と墳正下層遺構を詳述

する。

①墳丘友ぴ主体部の調査

a ）績丘（第2図） 地形測量の結果、墳丘の規模は東西約12m ・南北約9m、墳裾と墳

頂部との比高差約lmを測る、きわめて整った墳形を呈する長方形墳である。墳Eは、地

山上面に約0.4mの盛り土を施した盛り土墳である。盛り土は、赤味を帯びた黄褐色砂質

土（地山土）である。調査の最終段階で墳正に断ち割りを入れたところ、地山直上には約5

cmの厚さで暗褐色の旧表土が堆積していることを確認した。墳丘の築造は、この旧表土面

から行われている。盛り土の厚さは墳頂部で約0.4mを測る。盛り土は、土層の変化から

数段階に分けて行われたことを確認したが、版築したような堅牢さはなかった。しかし、

墳正表面には盛り土の流失を防ぐ意味で粘性の強い士を使用したものと思われる。

b）集石（図版第2) 墳頂トレンチ腐植土直下で検出した。墳頂部では幅約0.5m・東西

約2mの範囲で、拳大の礁の集石を確認した。礁は、墓墳の周囲に限定して見られ、 墓墳内

埋土に含まれるものはなかった。アゼの断面観察による集石の堆積状況は、わずかに 「U」

字形に落ち込んでいた。集石の埋土は、砂質の締まりのない土であった。この集石の磯聞

には、古式土師器の査口縁、底部、高杯脚部などの破片が伴っており、おそらくこれらの

土器片は死者の葬送儀礼として破砕供献されたものと思われる。これらの土器の個体聞の

接合と復原は不可能であった。

L=153目Om

N 

L"152.0 

。

第3図墳丘土層断面図
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第4図 主体部実測図

c）主体部（第5図） 主体部はこの集石に沿って、ほほ墳正中央部で確認した。主体部

の規模は長さ約3.5m・幅約l.lm －深さ約0.15mを測る。主軸はN-95°-Wである。墓

境内の埋土は暗褐色粘質土であった。主体部内に副葬品は見られなかった。主体部は、木

棺直葬と思われるが、木棺の形状は不明で、ある。

e）遺物の出土状況 遺物の出土地点は、墳頂部集石内及び墳裾部分に限定される。器

種には、二重口縁の査形土器、菱、高杯などがある。査形土器は口縁部片、斐は体部片、

高杯は脚部片のみである。また、墳裾北側では童形土器の口縁部、費体部及び底部など個

体数にして6個体以上あるものと思われる。これらは、墳裾部に置かれた供献土器の可能

性が強u、。

②墳正下層遺構（第5～7図）

盛り土を除去した地山面では、 4基の主体部を確認した。そのうち3基は、長さ約1～

1. 2m ・幅約0.4～0.5m・深さ約0.3～0.4mの隅丸長方形を呈する。残りの1基は土器棺

墓で、径約0.8mの円形の掘形内に牽が南側に口縁を向けて横向きに埋め置かれたもので、

口縁部には器台の口縁（受け部）部を転用した蓋が口縁部を内面にして被せてあった。この

4基の土坑は主体部と思われるが、規模から見て、いずれも幼児用と思われる。以下、各

遺構の概要を述べる。

-5-
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措置丘主体部
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第5図 主体部及び下層遺構配置図
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墳丘下層遺構平面図第6図
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土坑実測図
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土坑SK01 長さ約1.3m ・幅約0.6m・深さ約0.4mを測る。平面形は、隅丸長方形で

ある。埋土は、上下2層に分層できた。上層は赤褐色砂質土、下層は暗赤褐色砂質土であ

る。この遺構からの出土遺物はなかった。

土坑SK02 長さ約1.2m ・幅約0.5m・深さ約0.3mを測る。平面形は隅丸長方形であ

る。土坑SK03を切っている。埋土は暗茶褐色砂質土である。SKOl同様、出土遺物は見

られなかった。

ξ ， I 
ト『『～～～J I 

---___, 

Y= 47..!盟主40

戸－、r”

器台。
50cm 。
高
副
司
島
l

品

第8図土器棺墓（SK05）実測図
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土坑SK03 この土坑の規模は、長さ約l.4m・幅約0.6m・深さ約0.3mを測る。平面

形は、同じく隅丸長方形を呈する。埋土は暗茶褐色砂質土である。出土遺物はなかった。

土坑SK 04 長軸約1.5m・短軸約1.2m・深さ約0.3mを測り、断面形が浅い皿状を呈

し、平面形が楕円形の土坑である。埋土は暗褐色砂質土である。埋土上面から土師器片が

出土した。

土器棺墓SK 05（第8図） 検出面での土坑掘形は、径約0.8m・深さ約0.3mを測る。土

坑の断面形状は皿状を呈する。土坑内では、聾が口縁部を南側に向けて横倒しになった状

態で検出された。聾の口縁には加飾器台の口縁（受け部）部を破砕して、蓋として転用して

いた。聾自体は、体部上面が潰れた状態で検出された。聾の中には器台の口縁（受け部）部

の一部と土が入り込んでいた。聾を検出した時点で、聾が地表に露出したことから、土坑

自体の本来の掘形はさらに上面から掘削されていたものと思われる。

③演丘周辺の遺情

土坑SK06 墳裾の北西側で単独で検出された土坑である。土坑の径は、約0.3m・深

さ約0.15mを測る。この土坑は、植林された槍の根元部分にあり、植林に伴い削平を受け

ていた。出土遺物には簡略化した二重口縁の査型土器がある。

3.出土遺物（第9・10図）

1～4は、墓墳上面の集石内埋土中から出土したものである。 lは、二重口縁査形土器

の口縁部片である。復原口径は約13.8cmを測る。斜め上方に聞き、口縁端部はわずかに外

反する。そして、端部は丸くおさめる。口縁部外面に施された櫛描き波状文は稚拙であり、

単位、条数とも不明である。胎土の色調は赤褐色を呈する。 2・3は、査形土器あるいは

聾の底部である。いずれも底径は約5cmを測る。2は、底部を叩いて上げ底となっている。

色調は、内面が黒褐色、外面が淡褐色を呈する。3は、いわゆるドーナツ底である。色調

は内面が黒灰色、外商が淡茶褐色である。4は、高杯の脚部片である。脚は中実であるが、

縦半分に割れている。外面の調整はヘラ ミガキの後ナデである。色調は明茶褐色を呈する。

5は、 二重口縁査形土器の口縁部から頚部にかけての破片である。口径は約14.9cmを測る。

胎土は精良で、色調は内外面とも赤褐色を呈する。6は、査あるいは聾の底部である。底

径は約6.6cmを測る。内面にはハケ目が密に施される。色調は、内面が黒灰色、外面が淡

黄褐色である。7は、 二重口縁査形土器の口縁部の加飾部分である。比較的大きなボタン

状の円形浮文が貼り付く。 色調は淡赤褐色を呈する。8は、鉢である。土坑SK04埋土上

面から出土した。 口径約10.2cm ・器高約6.45cm・底径約3.9cmを測る。底部から内湾気味

に立ち上がり、端部は尖り気味におさめる。色調は明黄褐色を呈する。10は、費上半部で

9 
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ある。復原口径約22cmを測る。肩部にヘラ状工具による右上がりの刺突が施される。色調

は淡褐色である。11は、査形土器である。二重口縁を意識したものであるが、かなり簡略

化されている。復原口径は約19.6cmを浪I]る。土坑SK06から出土した。l個体分であるが、

体部下半と底部との接合関係は不明である。底部は平底で、底径約5cmである。色調は明

褐色を呈する。12は、警である。口径約23.4cmを測る。13は、加飾器台である。口縁部口

＼よア1':, 0 
第9図出土土器実測図

1～4上面集石内 5・9.墳丘盛り土内 8. S K04 6・7・10・12.墳裾部 11. S K06 
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径約32.4cmを測る。口縁部に12条、また、垂下する端面に9条の繊細な櫛描き波状文が施

される。胎土は精良で、色調は明褐色を呈している。14は、聾である。口径約27.5cm ・器

高約44.3cm、底部は平底で、径約8.2cmを測る。口縁部は短く外反し、端部は方形におさ

。 20cm 

第10図 S K05土器棺実測図

-11一
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めている。調整は、外面がやや磨滅しているため不明瞭であるが、タタキを施しているも

のと思われる。内面は横方向のハケである。色調は黄灰褐色である。胎土に砂粒を含んで

いる。

4.小結

園部盆地における今林古墳の時期的位置付けについて 今回調査を行った今林古墳は、

古墳時代前期初頭に位置付けられる古墳であることが明確になった。以下、発掘調査によ

る事実関係にもとづいて若干の考察をする。墳形は、東西方向を長辺とした約12m×9m

の長方形墳である。主体部は、墳丘規模と比較すると、長辺約3.5m・幅約l.lmのやや小

規模なものである。主体部内は無遺物であった。この古墳に伴う出土遺物は、主体部墓境

上面の集石内と墳裾部分で出土した土師器がある。器種は、 二重口縁査形土器、費、 高杯

などがあり、個体数は6個体以上あるものと思われる。しかし、これらの土器は、ほとん

どが口縁部、胴部、底部などの部分的な破片となり、器形を復原できるものはない。こう

した出土状況は葬送儀礼に伴い破砕供献されたものと考えられる。この出土土器から、こ

の古墳の所属時期は、庄内式併行であると推察される。また、墳丘下層では、地山削り出

し整形されたマウンド上に平面形が隅丸長方形を呈する土墳墓や聾棺墓を検出した。土壌

墓は、 3基とも同様の規模を示している。長辺は1.2m前後、短辺は0.6m、深さは0.3m

で、いずれも小さなものである。土器棺墓も同一面で検出されている。これらの遺構は、

幼児用の墳墓群と考えられる。また、 明確で、はないが、墳正の断ち割りの状況から土壌墓

に伴って周溝がめぐっていた可能性も考えられる。遺構の時期については聾棺墓に使用さ

れた土器から、庄内式併行のものと して捉えたい。特に、土器棺の蓋に転用された加飾器
（桂5)

台は、畿内第V様式の影響が残るものである。類例は、大阪府の崇禅寺遺跡に見られる。

聾については、京都府綾部市の青野西遺跡竪穴式住居跡SH41出土土器に類例がi%。最
後に、この古墳と曽我谷遺跡との関連について触れたい。曽我谷遺跡は、古墳時代前期初

頭の環濠集落である。今林古墳との直線距離は約250mと近接しており、 位置関係では集

落と墳墓といった関連が考えられる。しかし、 一般的に集落内と墳墓とでは出土する土器

が異なると提唱されているが、 土器を見るかぎり、 今林古墳と曽我谷遺跡の土器は胎土、

色調とも共通点は見られない。近年の園部盆地内の調査では、 園部黒田古墳が庄内式併行
｛桂7)

期に所属することが判明している。今林古墳は、この盆地における古墳出現期の状況を知

る貴重な資料を追加することとなった。

（柴 暁彦）

12 
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( 2）沢ノ谷遺跡

1.調査経過

沢ノ谷遺跡は、船井郡八木町大字玉ノ井小字沢ノ谷に所在する。『京都府遺跡地図jに
（佳8)

は、大鳥羽池古墳の名称、で登録されている。調査は、平成5年7月19日に開始し、 9月10

日に終了した。調査面積は約200ばである。また、調査当初、この遺跡は沢ノ谷古墳とし

て発掘調査を開始したが、調査前半の試掘の段階で古墳の可能性はなくなり、新たにその

他の遺構が確認されたため、遺跡名称、は「沢ノ谷遺跡」と改称した。

2.調査概要

調査は、地形浪lj量の後、地形にあわせてトレンチを設定した（第12図）。 現地形では2か

所に古墳状の地形が確認されたが、断ち割りの結果、現地表下約30cmで岩盤にあたり、古

墳状隆起であることを確認した。また、その他の部分では地表下約lOcmで、暗褐色土の埋

第11図調査地位置図（ν50,000)
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＼＼ 

第12図 トレンチ及び遺構配置図
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土の入る遺構及び遺物を確認した。引き続き、トレンチの深掘りで、岩盤の著しい段差を

確認したため、トレンチを拡張して遺構か否かの確認を行った。その結果、岩盤の段差は、

弥生時代の竪穴式住居跡の周壁部分であることが判明し、この住居跡周辺でも奈良時代の

土壌墓、時期不明の礎石建物跡の礎石を検出した。その他の調査範囲も、トレンチを設け

て掘削したが、顕著な遺構及び遺物は確認されなかった。 以下、 遺構の概要を述べる。

3.検出遺構（第12図）

竪穴式住居跡SH04（第13図） トレンチ南端で確認した。直径約8mの円形の住居跡で、

ある。斜面上部にあたる南側半分は、床面を含めて遺存していた。南側は岩盤を削り出し

て、周壁としているが、北側半分は床面から流出しており、遺存していなかった。周壁の

高さは約0.5mを測る。また、南側の周壁沿いで、周壁溝の一部を確認した。幅は約0.15

m、深さは床面から約O.lm前後である。一方、床面で主柱穴となるピッ トは確認できな

かった。埋土の状況は、上面では周辺の黄褐色の機混じりの土層で区別がつかなかったが、

断面で確認すると、住居跡内に流入した炭化物混じりの暗褐色土層が帯状に見られた。出

土遺物には凹線の入る短頚査の口縁部破片、高杯、把手などの弥生土器がある。

土墳墓SK02（第14図） 長さ約2m・ 幅約0.5m・深さ約0.4mを測る。墓墳は、 岩盤の

節理面を利用して掘削されている。墓墳の主軸方向はN 18° -wである。墓壌南側の西

。

第13図 竪穴式住居跡（S H04）実測図
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側壁は、底部からの立ち上がり部分がわずかにオーバーハングしていた。墓墳南西隅には

撹乱のためかやや幅が広く、底部も一段深くなっていた。墓墳内面の状況は、墓壌底面に

約3cmの厚さに塊状の木炭を敷き詰め、上面には岩盤の砕石を混入させていた。また、墓

壌の長軸両側面には形を留めた木炭が並べられていた。埋土は、多量の炭化物を含む、小

磯混じり黄褐色土であった。出土遺物には底面の木炭上に鉄鉢形須恵器が見られた。出土

状況は、長辺両端部分に破砕され、内面を上にして埋納された状況を呈していた。しかし、

その他の遺物は見られなかった。現存する土壌の深さから見て、後世に削平を受けたもの

L=137,50m 

a a’ 

、二y
～令。

市m

ミミ
L=137,30m 

b 

移／
。

第14図土壌墓（S K02）実測図

po 

唱
E
A

1
 

・
H

．
an山
UuhB
W

と思われる。墓墳の規模

は木棺が入る大きさであ

ったが遺存しておらず、

埋葬方法は不明である。

礎石建物跡S805 人

頭大のチャートの川原礁

を礎石と して用いた礎石

建物跡である。柱問寸法

は約2.5mを測る。東西

方向のl間分を検出した

のみで、建物跡の規模は

不明である。礎石は表土

直下で検出しており、そ

の他の礎石は後世の削平

で失われたものと思われ

る。時期は不明である。

4.出土遺物

土器（第15図） lは、

回線の入る短頚査であ

る。軟質のため内外面と

も磨耗が激しい。胎土に

砂粒を含み、色調は黄褐

色を呈する。復原口径約

17.2cmを測る。2は、無
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第15図出土造物実測図

頚壷の口縁である。口縁端部は折り返している。復原口径約14.8cmを測る。胎土は精良で、、

色調は褐色を呈する。丹波地域では亀岡市千代川遺跡で出土して♂2。3は、高杯である。
杯部はわずかに漏斗状に開く。口縁部は尖り気味におさめている。杯部の口径は、脚底部

径より若干大きい程度である。脚底部は直線的にのび、端

部はやや内側に入り込む。胎土には砂粒を含み、；焼成はや

や軟質である。色調は淡褐色を呈する。4は、水差し形土

器の把手である。全体に黒化している。5は、査形土器の

体部である。外面に綾杉状の文様が見られる。胎土には砂

粒、金雲母を含み、色調は内外面とも暗黄褐色を呈する。

他の土器と胎土、色調とも異質であり、河内系の搬入土器

と思われる。6は、査形土器の底部である。底部がわずか

に欠失している。内面はハケ調整が見られるが、外面は磨

耗のため調整は不明で、ある。

石器（第16図） 8は、融石である。残存長約15.6cm・最

大幅約7.2cmを視ljる。頂部は、堅果類などの磨り潰しに使

用されたと思われ、数か所面を持っている。また、側面も

磨かれた平坦面を有するが、他の部分は敵打痕様の痘痕状

整形痕を残している。石質は砂岩である。

弓

i

10cm 

• 。

第16図石製品実測図
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5.小結

竪穴式住居跡について 当初調査地は地形から、古墳あるいは山城の可能性もあったが、

調査の結果、いずれも自然地形であることが判明した。しかし、この正陵上では、新たに

弥生時代中期（畿内第W様式）の住居跡が存在することが確認された。この時期の遺構及び

遺物は、亀岡市の千代川遺跡でも確認されているが、これは平地の集落跡であり、丘陵上

に立地する住居跡が確認されたのは今回がはじめてである。また、これより時期が下った

弥生時代後期（畿内第V様式）の住居跡は、園部町の川向北l号墳下層の川向北遺跡で確認

して♂弘八木、園部を含めた南丹波の盆地では、大堰川の氾濫による後背湿地の影響で、

集落跡が丘陵上に普遍的に存在する可能性も考えられる。この点については、南丹波での

調査事例が少ないため、今後資料の増加を待って再度触れたい。

土壌墓について この遺跡で検出した土壌墓は盛り土などの痕跡もなく、偶然発見した

ものである。ここでは、現在までに確認されている、近畿地方、特に京都府内の類例に触

れながら、若干の考察をしてみたい（付表1）。最近の研究では、黒崎 直氏が近畿地方を

中心にまとめられた論考が 出品。当遺跡の土墳墓は後世の削平を受けためか、土墳内出土

の遺物は鉄鉢形須恵器のみである。土墳の規模から見て、木棺を納めるのに可能な大きさ

であると思われるが、棺材や釘の出土はなく、木棺痕跡も確認できなかった。ただ、時期

的には出土土器から8世紀後半に比定できる資料である。しかし、奈良時代の墓には一般
h桂12)

的に盛り土が存在しないこともあり、確認される事例はきわめて少ない。こうした状況の

もとで、事実関係が比較的明確なものに限定してあげると、京都府内では現在までに、当

遺跡例を含めて7例が確認されている。 8・9世紀の墓の立地にも関係があるためか、E

陵状地形が発達する京都市内の東山丘陵や、岡市内の西京区、向日市のある西山丘陵に集

中しているように思われる。いずれも、造成中あるいは竹林の開墾中に偶然発見されてい

付表l 京都府内における木精墓出土地地名表

No. 遺跡、名 所在地 構造 共伴遺物 年代

I鳥取古墓 竹野郡弥栄町鳥取字中地岡 木炭敷上に棺を埋置 銅鏡、垂飾、石帯など 9世紀前

2 沢ノ谷遺跡 船井郡八木町玉ノ井小字沢 岩盤を墓墳に利用し、 鉄鉢形須恵器 8世紀後
ノ谷 木炭を充填

3 沓掛古墓 京都市西京区大枝沓掛町伊 木炭で棺を覆う 銅水瓶、銅小銃、丸玉 9世紀前

勢講山 など

4 長野古墓 向日市物集女町長野 木炭で棺を覆う 銅鏡、丸玉、算、瓶子 9世紀前

5 西野山古墓 京都市山科区梅ヶ谷町 木炭で棺を覆う 銅鏡、鉄板、太万、石 9世紀前

帯、硯など

6 安祥寺下寺 京都市山科区 木炭で棺を覆う 銅鏡、土師器椀 9世紀前か

跡推定地

7 郷ノ口古墓 綴喜郡宇治田原町郷ノ口 木炭の充填する墳あり 須恵器、和同開弥 8世紀後

。61よ
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ることからも明らかなように、この時期の墳墓は盛り土が伴わないようである。これらの

古墓の共通点は、墓境内に顕著に木炭を充填することである。ただ、伸展葬と見られる長

方形の墓墳を持つものは、近畿地方を概観してみても、奈良県内の2例3基にとどまり、

その大半は京都府に集中している。今回、当遺跡で検出した土壌墓は、墓壌上面を削平さ

れていたとしても、墓境内の共伴遺物が極端に乏しい。出土した鉄鉢形須恵器を蔵骨器と

推定し、火葬墓と考えると、火葬骨の出土がないこと、墓壌が大きすぎる点で矛盾をきた

す。それに蔵骨器として鉄鉢形須恵器を用いている例は見られない。また、 墓墳の規模か

ら木棺墓としても、墓嬢両短辺に意図的に破砕されたと思われる行為が埋葬時に伴うもの

か後世のものか不明であり、鉄鉢形須恵器だけが副葬されていた点も疑問である。次に、

時期の問題であるが、今回出土した須恵器は、ほほ器形全体を把握できる破片があり、 8

世紀後半に比定できるものである。これを近畿地方の類例と照合すると、京都市西京区の

京都沓掛古墓の年代に近いものと思われる。しかし、この古墓から副葬品の土器の出土は

なく、年代決定の基準は、銅製水瓶及び小銃によっているようで£＇i。時期及び類例の少
なさの問題は、 8・9世紀の古墓が古墳時代までの墓制のありかたとかなり異なり、集団

墓ではなく、単独墓であることからも、当該期の墓制の理解を一層むずかしくしている。

しかし、近年確実に類例は増え続けており、今後8世紀段階の古墓の類例の増加を待って

検討する必要がある。 （柴暁彦）

説明会風景（北東から）

nwu
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( 3）八木城跡第 2 ・3次

1.調査経過

八木城跡は、京都府船井郡八木町本郷に所在し、八木町と亀岡市の境の城山に位置する

山城跡である。室町時代の丹波守護代内藤氏の居城として、京都府の中世山城跡の中でも

著名な城跡、である。また、キリシタン武将内藤ジョアンゆかりの城跡としても知られてい

る。標高約330mの山頂に主郭を置き、派生する尾根に曲輪などを配して、全山を要塞化

した大規模な山城跡である。調査地は、城山の北東麓部分である。平成3年度に実施した

工事用道路部分の試掘調査（第1次調査）で八木城跡に関係すると考えられる遺構・遺物を

検出して刻、平成4年度に第2次調査として道路建設予定地全体にわたって試掘調査及

び本調査を実施した。平成5年度も第3次調査として引き続き本調査を実施した。

第2次調査は、平成4年5月18日から着手し、遺構・遺物が残存している可能性が高い

8地点について実施した。まず、調査範囲の南西部にあたる第8地点から試掘を始め、第

7 .第5.第3・第4・第6地点の順に試掘を行った。その結果をもとに順次拡張調査を

行った。また、第1次調査の結果から本調査 ・追加調査が必要と考えられた第1・第2地

点についても調査を行った。第1. 6地点からは、石垣で護岸された屋敷地跡を確認し、

石組土坑や石組井戸などを検出した。第7地点では、尾根の背や腹を削り出して造成した

段々状の平坦地やそれに伴う石垣や礎石の一部を確認した。第8地点では、狭い谷を埋め

て造成した段々状の平坦地を確認した。第2・4・5地点では、明確な遺構は残存してい

なかった。平成5年3月5日に第3地点以外の調査を終了した。調査面積は約4,OOOm＇で、

ある。この問、平成4年10月29日に現地説明会を開催した。

第3次調査は、平成5年4月7日から着手し、第3地点について実施した。なお、第

7・8地点の聞の山裾部に位置する春日神社は道路建設に伴って移転されたが、その跡地

についても、八木城関連の遺構がある可能性が考えられるので、調査を行った。第3地点

では、尾根の先端部を段々状に造成した平坦地とそれに伴う井戸や石垣の一部などを検出

した。また、古墳時代後期に須恵器を焼成していた窯跡を検出し、堂山2号窯と名付けた。

春日神社跡からは土師皿が多数出土したが、顕著な遺構はなかった。 9月24日に調査を終

了した。調査面積は約3,lOOm＇である。この問、 8月26日に現地説明会を開催した。

この概報では、第2・3次調査についてあわせて報告する。このうち、第2次調査の第

2・4・5地点については、前年度の概報に略報している広宅、今回は省略する。

-20-
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l第1・6地点 2.第3地点 3.第7地点 4第8地点 5.春日神社跡

6八木城跡 7.堂山窯跡群 8.古谷窯跡 9西所古墳群 10.小谷古墳群

11.内山窯跡 12.内山古境群 13.大法寺古墳群 14.坊回古墳群 15.森古墳群

16.八木嶋遺跡 17.柴山古墳 18.八木城出城跡 19.沢ノ谷遺跡 20.神田古墳

21.寺内西古墳群 22.寺内古墳群 23.寺内東古墳群 24.狐塚古墳群 25.上川関古墳群

26.拝回古墳群 27.千代川遺跡 28.北ノ庄古墳

-21一
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2.謂査概要

(1)第 1・6地点

この地点の調査は、工事の都合で第6地点から実施し、その終了後に工事用道路を付け

替えて第l地点の調査を行った。この地点は、絵図に「天神口」と記され一説では大手口

と言われている部分にあたり、平成3年度の試掘調査で石積遺構や地山削り出しの階段状

遺構などを検出した地点に隣接する。

溝状遺構SDOlは、調査地北側から検出した。南東から北西に向かつてのびる。幅約

80cm ・深さ約30cmを測り、その北西端部は、ほほ直角に南西側に屈曲する。埋土から、 16

世紀後半頃のものと考えられる土師器皿などが出土した。

土坑SK03は、調査地ほぼ中央で検出した。約4.3m×約3.4mの方形竪穴状土坑である。

北東と南西の辺にピットがある。

土坑SK02・5K07は、土坑SK03の東側から南北に並んだ状態で検出した。SK02は

約2.4m×lm・深さ約60cm、SK07は約2.5m×1.2m ・深さ約90cmの長方形土坑である。

埋土中には人頭大前後の石が多数含まれており、元は石組であった可能性もある。これら

の土坑はその形状などから、地下式貯蔵穴と考えられる。なお、これらの土坑の埋土中に

は焼土層がみとめられた。

石組井戸SE33は、調査地南西隅部から検出した。深さ約80cmで、石組はほとんど崩れ

ているが、円形の石組であったとみられる。底部には2本の丸太材が端部を重ねて直交し

て置かれており、その上に石を積み上げている。この丸太材は、 元は4本が「井jの字形

に置かれて、胴木になっていたものと考えられる。

方形石組土坑SK06は、 石組井戸SE33の東側で検出した。約2.4m×l.8m・深さ約l

mで、南側の石組がかなり崩れている。池もしくは水を溜める施設と考えられる。底部付

近から、自然木片などとともに木製品が出土した。

調査地南側から、南東から北西方向にのびる石垣を検出した。この石垣は、 数回造り替

えられている。最初に、石垣57が築かれる。この石垣は、角磯で裏込めされており、弧を

描いて南西側に曲がる。この時点では南西側に関口していたものと考えられる。次に、開

口部をふさ ぐように石垣54が築かれ、石垣51Bが石垣57の一部を残してその南東側前面に

築かれる。石垣54.石垣51B築造の時間差の有無は不明である。さらに、石垣51Aが石垣

51 Bに続けて石垣54の前に築かれる。その後、石垣50A・ 50 Bが石垣51の前に築かれる。

なお、 石垣51北西側の裏側にも石垣52が築かれ、 土塀の基礎のようになっている。

この調査地では、礎石状の石も検出しているが、建物として復原できるものはない。し

かし、以上のような状況から、この部分は屋敷地跡と考えられる。調査地北側の溝状遺構

23-
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: B 

L=114.5m 

L=113.5m 
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。
5m 

第21図第1・6地点SE33実測図

S DOIと調査地南側の石垣はほぼ並行しており、これが屋敷地の南北を限るものとも考え

られる。そのように考えると、この屋敷地の南北幅は約30mとなる。なお、この調査地か

らは、 16世紀頃の土師皿や瀬戸美濃系陶器・中国製磁器などが出土した。
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(2）第3地点

第1・6地点北西側に張り出す尾根の先端部に位置し、人工的に造成されたとみられる

段々状の平坦地形が見られる。これらの平坦地を高い方から順に l郭から 9郭と仮称する。

調査地外のさらに高い尾根続きにも数段の平坦地が認められるが、これは除外する。なお、

2郭の西側で古墳時代後期の窯跡を検出したが、これについては後で報告する。

ー＝コム斗一

第22図第3地点平面図
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l郭北西側斜面では、石列101を検出した。この石列は、ほとんど崩落しており、数石

が残るのみであった。残存している石のうち、 一石のみ高さ約70cm・幅約lmの大きい石

が含まれる。2郭 ・3郭では敷石状の遺構を検出したが、断片的であり用途は不明で、ある。

5郭ほほ中央で井戸SE501を検出した。掘形は、直径約2mの円形で、深さは約l.lmで、

パ
斗
十
！

113m 

SE501 

。 2m 

。 40cm 

石臼状石製品

第23図第3地点遺構実測図
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ある。埋土中に人頭大前後の石が多数含まれており、石組の可能性もある。井戸SE501 

北西側で、長さ約66cm・厚さ約15～ZOcmの二等辺直角三角形状の花両岩の石材を検出した。

この石材は、中央が直径約27cm・深さ約7cm窪んで、いる。石臼状石製品と仮称するが、用
（往161

途は不明である。亀岡市並河城跡から同様のものが検出されている。

6郭の東隅斜面から南東側にかけて拳大から人頭大の石を積んだ石列601がのびる。石

列状であるが、 一石のみ高さ約lm・ 幅約80cmの大きい石が残存しており、本来はその高

さ程度まで積まれていたものと考えられる。7郭は、礁を盛って造成された犬走り状の平

坦地で、 6郭及び石列601に沿う。

8郭南西側の斜面裾部には数基の円形土坑が並ぶ。 そのうちのl基は、石組井戸SE 

801である。掌大の比較的小さい石を積み上げている。直径約0.9m・深さ約l.lmで、ある。

この井戸に伴う出土遺物はなかった。8郭北西側で、「コ」の字状にめぐる溝状遺構SD 

807を検出した。小規模な建物に伴う雨落ち溝か。また、この郭では多数のピットを検出

したが、明確に建物としてまとまるものはなかった。8郭から 9郭にかけての斜面で、石

列808を検出した。人頭大の石を並べる。

9郭斜面裾部から石列901を検出した。掌大の小さい石材を並べる。石列の聞から16世

紀頃の丹波焼播鉢片が出土した。また、この郭からは「T」字状にのびる暗渠SD902を

検出した。暗渠内から18世紀頃の肥前磁器染付皿が出土しており、近世の遺構とみられる。

この地点の郭を比高差から見ると、 1・2郭、5・6郭、8・9郭に区分できる。その

聞に、 2郭と 6郭をつなぐような3郭・行き止まりの4郭・犬走り状の7郭を配し、複雑

な様相を見せる。反面、5郭から8郭にかけての平坦地及び斜面からの出土遺物は比較的

多く、遺構も何らかの生活が行われていた形跡を示す。防御機能と日常生活。この相反す

るような様相が、この地点からはうかがえる。

(3）第 7地点

第1・6地点の南東側に隣接する尾根の先端部に位置する。「天神口jを見下ろす位置

にある。ここでは、尾根の背や腹を岩盤まで削り出し、前面に盛り土して造成した段々状

の平坦地を検出した。仮に、 l郭から5郭とする。調査地外のさらに高い側にも数段の平

坦地があるが、除外する。

今回調査した最上部の平坦地の l郭では礎石状の石を検出しており、何らかの建物があ

ったと考えられるが、その規模や形態は不明である。また、 l郭から2郭にかけての斜面

部では石垣の一部を検出した。よく残っているところで3段の石積みが残る。大石の聞に

小石を配して小口穣みした野面積みで、角礁を用いた裏込めがなされている。ていねいに

積まれており、当初はかなり高く積まれていたものと思われる。位置的にみて、l郭に伴
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第24図第7地点平面図
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う隅櫓の基礎とも考えられる。

l郭の西側には3郭が位置する。l郭と 3郭の聞の斜面は、その中位で急激に切り落と

される。これは、 3郭

を広げると同時に、 3

郭から l郭への侵入を

妨ぐためとみられる。

斜面裾には排水溝があ

る。4郭には、 3郭裾

の排水溝の直下に岩盤

を掘り込んだ土坑SK 

401がある。この土坑

はi留め井戸と考えられ

る。

この地区の東側で

は、尾根の腹を上部幅

約18.5m ・下部幅約

14. 5mにわたって大規

模に削り出して造成し

た広い 5郭を検出し

た。削り出した高さは

最高3m以上に及ぶ。

斜面側には「コjの字

状に排水溝をめぐら

す。排水溝の平坦地側

には礁が散乱してお

り、石組があったと考

えられる。西隅部には

宝匿印塔の基礎を転用

した礎石が残存してい

る。ほかにも礎石とみ

られる石が認められる

ので、建物があったと

，ペ ，ペ

、ぷ参
＼ 

／ 

0 5m 

第26図第8地点平面図
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考えられるが、規模 ・形態は不明である。これらの礎石の位置から、削り出した平坦地い

っぱいに建物が建てられていたものと考えられる。排水溝は、雨落ち溝としても機能して

いたものと思われる。なお、この郭の東隅部には階段状の石列と道状の落ち込みが認めら

れることから、西側にある1～4郭とは関連しない郭とも考えられる。高度は4郭とほぼ

同じであるが、その聞が大きく削り取られているため、両郭の関係は不明である。

この地点からは、 16世紀頃の土師皿や中国製磁器などが出土したが、その出土数は第3

地点に比べると少ない。堅固に積まれた石垣や岩盤を削り出した急な斜面部など、防御拠

点としての様相を示す。位置的にも「天神口」に隣接しており、八木域全体からみても重

要な防御拠点のーっと考えられる。なお、この地点からは、「梅田杜」の刻銘がある鰐口

と考えられる銅製品の破片が出土した。

(4）第8地点

第7地点から南東側約lOOmに位置する。狭い谷部に段々状の地形がみられる。これは、

谷部に盛り土して造成されたものであることがわかった。建物跡などは確認できなかった。

土師皿が多数出土したが、そのほかには中国製白磁片や国産陶器片が少量出土したのみで

ある。3郭のようなやや広い平坦地もあり、何らかの建物があった可能性もあるが、日常

的に使用されたものではないと考えられる。あるいは、護岸施設の可能性もある。この地

点下方の調査地外となる平地部分に重要な施設があったことも考えられる。

(5）春日神社跡

本殿基壇部分の調査を行った。基壇の盛り土中から多量の近世の土師皿が出土した。土

師皿のほとんどは口縁部に煤が付着しており、燈明皿として使用されたことがわかる。こ

のほか、肥前染付磁器網目文椀などが出土しており、基壇は江戸時代に造られたものと考

えられる。明確な地鎮施設などはなかった。盛り土下は、岩盤及び青灰色粘質土層であり、

八木城に関連する遺構 ・遺物はなかった。なお、盛り土中から11世紀頃の土師皿が多数出

土したのが注目される。

3.出土遺物

( 1）土器・陶磁器

出土遺物の大部分を占めるのが土器 ・陶磁器である。土器では土師皿が最も多い。その

他、瓦質の製品がある。陶磁器では、青磁・白磁・青花などの中国製磁器、瀬戸美濃・丹

波 ・備前・ 信楽などの国産陶器がある。また、少量ではあるが、肥前陶器が含まれる。

なお、土師血には、平坦な底部から口縁部が斜め上方に立ち上がるものと、底部から丸

味をもって内湾気味に立ち上がるものがある。前者は、内面及び外面上半がナデ、外面下
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半には指押さえの痕が残る。後者は、内面はナデ、外面には指押さえの痕が残り、胎土は

やや粗い。仮に、前者をA類、後者をB類とする。

A.第1・第6地点（第27～30図）

溝状遺構S001 土師皿1～10は、 A類である。l～4のような16世紀後葉のものとみ

られるものと、 6のように、底部と口縁部の境に強い横ナデによる窪みがあり、やや時期

の下がるものがある。土師皿11～22は、 B類である。天目椀23は、瀬戸美濃焼で、高台内

に「廿三日jの朱漆書きがある。外面体部下方以下は露胎である。青磁皿24は、口縁部が

稜花になるもので、15世紀頃のものとみられる。

土坑SK02 図示できたものは、土師皿のみで25～34がそれにあたる。25は厚手で異相

を示すが、その他はA類である。26・27のような口縁端部を外反させる16世紀後葉頃のも

のと、 28～30・32のように底部と口縁部の境が明瞭に窪むやや時期が下がるものがある。

土坑SK03 土師皿35は、 A類である。土師器36は、台付皿の脚部とみられる。

土坑SK05 土師皿37・38は、 A類で、口縁端部が外反するものである。

土坑SK06 土師皿39は、 A類である。

土坑SKO? 土師皿40～44は、 A類である。42のように底部と口縁部の境が窪むものが

含まれる。指鉢45は、丹波焼で、 一本引きの揺目をもっ。土錘46も出土している。

土坑SK54 土師皿47・48は、 A類で、47は口縁端部が外反する。土師皿49は、口縁部

の形態や調整からB類とみられる。天目椀50は、瀬戸美濃焼である。

包含層 土師皿51～76は、 A類で、口縁端部を外反させるものと、底部と口縁部の境が

窪むものがある。土師皿77～83は、 B類である。土師器84は、台付皿の脚部である。香炉

85は、瓦質で、体部外面に印花文を施す。

灰粕皿86・87は、瀬戸美濃焼で、口縁端部を外反させる。天目椀88～92は、瀬戸美濃焼

で、 88～90は外面体部下方から高台にかけて鬼板化粧し、 91・92は露胎である。灰粕香炉

93は、瀬戸美濃焼である。皿94は、肥前陶器で、いわゆる「絵唐津Jである。16世紀末か

ら17世紀初頭頃のものとみられる。陶器95は、瓶もしくは査とみられる。産地は不明で、ある。

青磁椀96・97は、細線の蓮弁文椀とみられ、内面に花弁文をもっ。青磁椀98は、蓮弁文

椀である。青磁椀99は蓮弁文椀で、紬は青みがかかり、高台内にも施紬する。高台畳付は

褐色に発色している。青磁椀100は、内面見込みに印花文をもっ。これらの青磁椀は、 13

世紀頃～16世紀前葉頃にかけてのものとみられる。

白磁皿101～103は、いわゆる菊花皿である。16世紀中葉～後葉頃のものとみられる。高

台内に朱漆書きをもつものがある。白磁皿104・105は、口縁端部が外反するものである。

15世紀末～16世紀前業頃のものであろう。

34 
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青花磁器皿106～108・青花磁器椀109～111は、いずれも小片のため詳細は不明で、あるが、

15～16世紀頃のものとみられる。

揺鉢112～119は、丹波焼で、一本引きの揺目をもっ。播鉢120・121は、瓦質で、櫛引き

の播目をもっ。聾122・123・126は、備前焼である。聾124・127・128・129は、丹波焼か。

聾125は、常滑焼と考えられる。130～135は土錘である。

B.第3地点（第31～34図）

2郭 土師皿136は、 A類である。土師皿137は、 B類である。138は、瀬戸美濃焼天目

椀の底部である。白磁皿139は、口縁端部が外反する。皿140・141は、青花磁器である。

141は、 15世紀後葉から16世紀にかけての頃のものである。揺鉢142は、信楽焼で、措目は

摩滅している。揺鉢143・144は、丹波焼である。143は、 一本引きの揺目をもっ。144は、

17世紀に下る頃のものである。査145は、瓦質である。

3郭土師皿146は、 A類である。香炉147は、瓦質で、外面に印花文をもっ。椀148は、

白磁である。

4郭 土師皿157は、 A類である。椀158は、青磁である。聾159は、丹波焼で、ある。

5郭土師皿150・151・152はA類、土師皿153はB類である。播鉢154は、丹波焼で、

一本百｜きの揺目をもっ。天目椀155は、瀬戸美濃焼で、外面下方以下は露胎である。灰粕

皿156は、瀬戸美濃焼で、口縁部は丸く立ち上がる。白磁149は、蓋とみられる。

6郭土師皿163～176は、 A類である。口縁端部が外反するものが多い。土師皿177～

186は、 B類である。土師器台付皿187・188は、 B類の形態・調整であるが、 188の皿部内

面にはハケ目状の調整がみられる。脚付皿189は、調整からみてB類である。脚の数は不

明である。査190は、丹波焼とみられる。青磁椀191は、 雷文椀である。15世紀前後の頃の

ものである。青磁192は、香炉とみられる。播鉢193・194は、丹波焼で一本引きの播目を

もっ。播鉢195・196は、備前焼である。皿197～199は、肥前陶器で、西暦1600年を前後す

る頃のものであろう。200は、 土錘である。

7郭 土師皿160は、 A類である。白磁皿161は、口縁端部が外反するものであろう。播

鉢162は、備前焼である。

8郭 土師皿201～207は、 B類である。土師皿208～213は、 A類である。天目椀214～

216は、瀬戸美濃焼である。灰粕皿217～219は、瀬戸美濃焼である。217は折れ縁、218は

端反り、 219は見込みに印花文をもっ。 灰粕椀220は、瀬戸美濃焼で、細線蓮弁文をもっ。

瀬戸美濃焼皿221・222は、いわゆる志野で、222は菊皿である。白磁223は、器形は不明で

あるが、口縁端部が強く外反する。224は、白磁小椀である。青磁椀225は、内面の印花文

からみて雷文椀と考えられる。青磁椀226は無文である。青磁椀227は、 雷文椀である。青

円
同
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花磁器皿228は、見込みに十字花文 ・外面に唐草文が描かれる。15世紀後葉から16世紀に

かけての頃のものである。229～231は、青花磁器である。揺鉢232・233は、一本引きの播

目をもっ丹波焼である。措鉢234は、備前焼である。聾235は、産地不明である。236は、

外面に緑紬が施される。器形・産地ともに不明で、ある。

8郭と 9郭の聞の斜面 土師血237はA類、土師皿238・239はB類である。灰紬椀240は、

瀬戸美濃焼で、室町時代中期頃までさかのぼるものとみられる。査241は、丹波焼か。青

磁椀242は、見込みに印花文をもつもので、 15世紀頃のものであろう。青磁椀243は、見込

みの印花文から雷文椀とみられる。白磁小椀244は、高台に扶り込みがある。播鉢245は一

本引きの措目をもっ丹波焼、揺鉢246は信楽焼、播鉢247・248は備前焼である。
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9郭 249・250は青磁椀で、 250は細線蓮弁文をもっ。青花磁器皿251は、外面に唐草文

が描かれる。15世紀後葉から16世紀にかけてのものである。灰紬皿252・253は瀬戸美濃焼

で、 252は折れ縁・ 253は端反りである。播鉢255は備前焼、播鉢256は丹波焼である。皿

257は肥前磁器で、 18世紀後半頃のものとみられる。SD902から出土した。青磁椀254は、

猫掻きの施文がある。表採遺物である。

c.第7地点（第35図）

1郭 土師皿258～266は、 A類で、底部と口縁部の境が窪むものが含まれる。灰粕皿

267は、見込みに印花文をもっ。

2郭 土師皿268・269はA類、土師皿270はB類である。
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4郭 青花磁器皿283は、見込みに花文が描かれる。青花磁器皿284は、外面に唐草文が

描かれる。土師皿285～288は、 A類である。288は、土坑SK401から出土した。

5郭 土師皿271～282は、 A類である。底部と口縁部の境が窪むものが含まれる。

1郭斜面 青磁椀289は、細線蓮弁文をもっ。土師血290・291は、A類である。292は、

台付皿の脚部である。

D.第8地点（第36図）

2郭 土師皿293～306は、 A類である。289・300のように、底部と口縁部の境が窪むも

のがある。土師皿307は、 B類である。308は、白磁小椀である。

3郭 土師皿309～320は、 A類である。底部と口縁部の境が窪むものがある。土師皿

321～323は、 B類である。白磁皿324は、口縁端部が外反するもので、 白磁325も、同様の

皿とみられる。聾326は、備前焼とみられる。327は土錘、 328は、脚付皿の脚部であろう。

E.第5地点（第37図）

土師皿329～332は、 A類である。口縁端部が外反するものと、底部と口縁部の境が窪む

ものがある。土師皿333・334は、 B類である。灰紬皿335は、瀬戸美濃焼である。灰紬椀
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第37図 出土遺物実測図(11) 第5地点
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336は、瀬戸美濃焼で、細線蓮弁文をもっ。337は、土師器台付皿である。青花磁器皿338

は、見込みに花文を描き、口縁端部は外反する。青磁椀339は、口縁端部が玉縁状になる。

瓶340は、白灰色紬が施される。器胎は薄く、底部と体部の境は鋭い。中国製の陶器か。

措鉢341は、 一本引きの措目をもっ丹波焼である。瓦器椀342は、内面のミガキが粗く、外

面はミガキ調整しない。13世紀頃のものか。

F.春日神社跡（第40図）

土師皿372～379は2段ナデ調整を施す。土師皿380～382は、外面を強くナデ調整し、口

縁端部を外反させる。土師皿383～391は、「て」の字口縁のものである。以上の土師皿は、

11世紀頃のものとみられる。

土師皿392～416は、 A類である。底部から口縁部が明瞭に立ち上がる。17世紀頃のもの

か。土師皿417は、型当てで整形する。土師皿418～421は、ロクロ整形で底部糸切りであ

る。422～425は、台付皿の脚である。椀426・427は、肥前染付磁器で、 二重網目文を描く。

18世紀前～中葉頃のものか。

(2）石製品（第37～39図）

硯343は、第5地点出土で、小形のものである。石臼344・345は、第1・6地点の土坑

S K06と井戸SE33からそれぞれ出土した。口径から、 一対のものと思われる。石臼346

～348は、第3地点出土である。346は8郭から、 347・348は7郭から出土した。石仏

349・350は、第1. 6地点の石垣付近から出土した。石垣用材として用いられていたもの

か。349は、未製品か。宝僅印塔基礎351は、第7地点5郭の礎石として転用されていたも

ので、室町時代の様式を示す。碁石369～371は、第1・6地点から出土した。黒石である。

(3）木製品（第39図）

盆352は、第1・6地点土坑SK06出土で渦状の沈線がめぐり、底部に「上」と彫る。

(4）金属製品（第39図）

釘353～355は第1・6地点出土、釘357・358は春日神社跡出土である。長さは不明であ

る。不明鉄製品359は、第3地点出土で「U］字形である。火鍍金360は、第3地点出土で

ある。銅製品361～363は、形状が不明であるが、 362は算の一部か。第1・6地点出土で

ある。キセル364は、第7地点出土である。365は、小柄の一部か。第3地点出土である。

銅鋲366は、第1・6地点出土である。銅製品367は鰐口の一部とみられ、「梅田社」の刻

銘がある。第7地点出土。鍵368は、銅製で、春日神社跡出土。
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4.堂山2号窯

第3次調査において、第3地点の調査中に、調査地西側の2郭から3郭にかけての斜面

部で、古墳時代後期の須恵器窯を検出した。付近では、昭和39年頃に古墳時代後期の須恵

器窯である堂山窯跡が確認されている。今回検出した窯跡も時期的にそれに関係するもの

と考えられるので、あわせて堂山窯跡群とし、今回検出した窯を堂山 2号窯と名付けた。

なお、この窯の灰原の広がり及びこれ以外の窯跡の有無の確認のため、開発対象地内で範

囲を広げて掘削したが、このほかに窯跡はなく、灰原も八木城の郭造成で削り取られたた

めか残存していなかった。

堂山2号窯は、地山をくり抜いて構築された筈窯と考えられる。窯壁下半及び床面は岩

盤であるが、窯壁上半及び天井部は黄色粘質土層である。天井部は陥没しており残存して

いない。また、煙道も 2郭造成のために削り取られている。

窯体の残存長は約6.8m ・床面最大幅は約l.4mである。主軸方向はN-2°-Eで、ほ

ほ南北方向であり、北に向かつて閉口する。窯壁には部分的に粘土を貼った痕跡が残る。

(1)焚き口部友ぴ燃焼部

床面の焼土が途切れるあたりから上方約1.5mの床面傾斜が変わる部分までが、焚き口

部及び燃焼部にあたると考えられる。床面はほぼ水平である。

(2）焼成部

燃焼部との境となる床面傾斜角度変換点から上方約4.9mの、さ らに床面傾斜が急にな

る部分までが焼成部とみられる。上方では、窯壁や床面の還元焼土層が薄くなる。床面傾

斜角度は、約13～30°である。

(3）煙道部

焼成部との境の床面角度変換点以上が煙道部にあたるものと考えられる。床面には還元

焼土がほとんど見られず、薄く黒変している。床面傾斜角度は、約40°である。

(4）灰原

焚き口部前の前庭部状の平坦地にわずかに残存していたのみである。八木城の造成によ

って、ほとんど削り取られたものとみられる。

(5）出土遺物（第42図）

灰原がほとんど残っておらず、須恵器の出土数は少ない。製品としては、蓋杯（428～

441・450～454）・高杯（442～445）・播鉢形須恵器（448）・斐（457・458）などがある。その

他、台付長頚査の脚部と考えられるもの（446・447）や査蓋とみられるもの（455）などもある。

杯蓋は天井部が丸味をもっており、稜はない。杯身は、口縁部の立ち上がりが低く、口

径もやや小さくなる。陶邑議キのE期 T K209型式期に併行するものとみられ、 6世紀
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国道478号バイパス関係遺跡平成5年度発掘調査概要

末から7世紀にかけてのものとみられる。なお、 428～447までは窯体内から、それ以外は

灰原出土である。窯体内出土のもののなかには何度も火を受けた形跡があるものがあり、

焼台として使用されていたものかもしれない。
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5.小結

八木城の始まりについては諸説あるが、実情は不明としかいいようがない。ただ、この

城は、室町時代の丹波守護代内藤氏の居城であり、その意味では、丹波で最も重要な城と

言える。戦国期には、黒井城の荻野氏・八上城の波多野氏などの西丹波の在地勢力の台頭

により、内藤氏の勢力範囲は船井 ・桑田両郡周辺に限られていたとしても、丹波における

重要拠点の一つであることには変わりない。戦国期後半には織田信長が台頭し、その配下

の明智光秀が丹波に侵攻してくる。このような状況の中で八木城は落城し、内藤氏は城主

の地位を追われる。この落城の時期についても諸説あるが、ほほ天正7(1579）年前後とみ

てよい。このように、重要な城であるにもかかわらず不明な点が多い。これは、内藤氏一

族がキリスト教と係わりがあったため、後のきびしい禁教令の中で後難を避けるため、故

意に記録が書き換えられたり抹殺されたりしていることにもよる。このような状況ではあ

るが、発掘調査を通しての若干の留意点を列記して小結としたい。

八木城に係わる調査地点のうち、出土遺物が多い地点は、第1・6地点、第3地点であ

る。第1・6地点では、井戸や地下式貯蔵穴と考えられる土坑などの生活関連遺構も検出

している。この地点に隣接する第5地点でも、顕著な遺構はなかったものの、遺物は比較

的多くまた種類も多い。第3次調査中に、これらの地点付近のさらに低い場所で、八木町

教育委員会によって第4次調査が行われた。この調査でも井戸とみられる遺構が検出され、
（注18)

一本号｜きの播目をもっ丹波焼の播鉢などが出土している。この付近一帯が日常生活の場で

あったことがうかがえる。

第3地点では、郭ごとに出土遺物の多少がある。多いのは2郭 ・6郭 .8郭である。こ

れらは、比較的広い平坦地部分である。ことに8郭では石組井戸などを検出している。8

郭から9郭の聞の斜面部からの出土遺物も 8郭から流出したものと考えられる。このよう

に、第3地点でも、ある程度の防御施設を兼ねた中で生活がおこなわれていたことがうか

がえる。

第7地点 ・第8地点では、遺物出土数が少なく、内容としては土師皿がそのほとんどで

ある。第7地点については、位置的にみて「天神口Jを守る防御拠点と考えられる。ここ

は、非常時に使用される場であり、機密保持のため出入りが制限されていたことも想定さ

れる。第8地点については、生活や防御の場というより護岸施設としての機能が優先され

ていたものとも考えられる。

生活関連遺物のうち、措鉢には、丹波 ・備前・ 信楽・瓦質のものがある。このうち、 信

楽の播鉢は、京都などでは多く出土しているが、丹波ではまれである。また、焼物の煮炊

具がない。これは、綾部市平山城跡や福井県一乗谷朝倉氏遺跡と同様に、 鉄鍋を使用して
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｛佳19)

いたためと考えられる。

出土遺物から時期的なものをみれば、まず、土師皿では16世紀後葉から末頃のものが多

数を占める。中国製磁器では、 15世紀から16世紀中葉頃のものが多いが、これは、使い捨

てするものではないことにもよるのであろう。土師血が示す年代観は、八木城落城時及び

それ以後にあたる。

福島克彦氏は、八木城の山城部分に明智氏による改造がなされていることを指摘されて
（住20)

いる。内藤氏滅亡以後、丹波南半部の経営の中心は明智光秀によって築城された現亀岡市

の亀山城に移るが、八木城は廃棄されることなく存続しているのである。内藤氏の八木城
｛注21)

の大手口は、絵図によると現亀岡市側である。福島氏によって指摘される明智氏の八木城

は、まさに調査地側の本郷地区方面を意識している。もっとも、調査地周辺には丹波守護

細川勝元が建立したといわれる龍興寺があり、内藤氏の時期にもなんらかの施設などがあ

ったとは思われる。ただ、調査地周辺は、明智氏の手が大幅に加えられている可能性が高

い。出土遺物の様相からみて、今回検出した状況は、明智氏によって手を加えられた以後

のものである可能性が高い。

堂山2号窯は、南丹地域において、古墳時代の須恵器窯としては窯体のほぼ全容が明ら

かになった初例といえる。これまで、園部町大向窯跡の調査が行われていg~，、 灰原のみ

の調査である。ただ、堂山2号窯では、灰原が残存していないため、焼成器種の全容やそ

の組成などが充分把握できない。とはいえ、周辺には豪族居館と考えられる建物跡群が検

出された八木嶋差訟や古墳など、時期をほぼ同じくする遺跡が散在している。これらの遺

跡との関連及び周辺の古墳時代を考える上で、興味深い窯跡と言えよう。

（引原茂治）

注l 調査参加者（敬称略）

明田安男・浅井義久・石橋愛子 ・井上洋子・今西敬子・今西文子・今西八千代・上西ミサヲ・

梅井ゆき子 ・大内清美 ・大槻益子・岡本和代・岡本かよ子 ・岡本美和子 ・香川友子・片山八重

子 ・木村恵子・木村隆之 ・黒田美代子 ・小松佳彦・斉藤澄代・佐々木理・ 佐々木直 ・荘林ハツ

エ・関口隆美・高田真由美・竹上美代子・竹上てる ・田中究治 ・谷口明子 ・田村喜美子 ・田村

周治・田村j順子・田村末雄・田村信子・田村ユキエ・寺田あき・土井正文・栃下富江・栃下

緑－中川君代・中川真理子－中西セツ ・西回笑子 ・波部京子 ・人羅キミ・人羅幸子・広瀬辰

次 ・広瀬伝治 ・広瀬友次 －福島鈴代・福島佳子 ・福田 博 ・堀 源ー ・牧野首子 ・松下道子 ・

松本末野 ・松本辰雄－松本芳雄 ・見須俊介 ・村上典子・八木英子 ・八木知子 ・八木美鈴 ・山田

きん子－湯浅！［~朗・湯浅義雄 ・横山成巳・ 吉岡嘉代子 ・ 吉田八重子 ・ 吉田 靖 ・吉原淑子

注2 森 浩ーほか『園部垣内古墳j 同志社大学文学部 1990 

注3 平良泰久ほか「曽我谷遺跡発掘調査概報J（『園部町埋蔵文化財調査報告書j第2集 園部町
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教育委員会） 1977 

注4 『京都府遺跡地図I第2版京都府教育委員会 1981 

注5 大野 薫『崇禅寺遺跡発掘調査概要JI 大阪府教育委員会 1982、「百聞川原尾島遺跡」

2 （『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告56ー旭川放水路（百問）｜｜）改修工事に伴う発掘調査V-J

建設省岡山河川工事事務所・岡山県教育委員会） 1984、「和爾・森本遺跡JII （『奈良県史跡

名勝天然記念物調査報告j第58冊 奈良県立橿原考古学研究所） 1989 

注6 中村孝行「青野西遺跡第3次発掘調査概報J（『綾部市文化財調査報告j第16集 綾部市教育

委員会） 1989 

注7 森下 衛ほか「船阪・黒田工業団地予定地内遺跡群発掘調査概報J（『園部町文化財調査報告

書j第8集園部町教育委員会） 1991 

注8 注4に同じ。

注9 森下 衛ほか「千代川遺跡6・7次」（ 『京都府遺跡調査概報j第14冊 （財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター） 1985 

注10 柴 暁彦「川向北l号墳J（『京都府遺跡調査概報j第51冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究

センター） 1992 

注11 黒崎 直「近畿における8・9世紀の墳墓J（『研究論集JVI 奈良国立文化財研究所） 1980 

注12 平成5年度に（財）京都市埋蔵文化財研究所で調査された京都市高速鉄道東西線の建設工事に伴

う発掘調査で、 9世紀の古墓が確認された（安祥寺下寺跡推定地発掘調査の概要1993年8月29

日）。内部構造は墓擦を掘削したのち、木榔を据え、その中に木棺をおさめている。木榔と木

棺の隙聞には木炭と土の混合物を充填した構造の木榔墓である。沢ノ谷遺跡では木榔及び木棺

の痕跡は未確認であるが、少なくとも墓の規模から伸展葬にされていたことは、事実であろう。

注目 a.梅原末治「山城大枝の奈良時代の一古墓J（『史遺と美術j第41輯418号） 1971 

b.『京都大学文学部博物館考古資料目録j第2冊 京都大学文学部 1968 

注14 柴 暁彦ほか「国道9号バイパス関係遺跡平成3年度発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j

第51冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1993 

注目柴 晩彦・引原茂治「国道478号バイパス関係遺跡平成2・4年度発掘調査概要J（『京都府遺

跡調査概報j第56冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1994 

注16 「丹波並河城跡第3次発掘調査報告J（『亀岡市文化財調査報告書j第27集 亀岡市教育委員

会） 1993 

注17 田辺昭三 『陶邑古窯社群JI 平安学園考古学クラブ 1966 

注目谷口 悌「八木城跡発掘調査概要J（『八木町文化財調査報告』第l集八木町教育委員会）

1994 

注目 森島康雄ほか『京都府遺跡調査報告書j第14冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1990、

『よみがえる中世J6 平凡社 1990 

注20 福島克彦「織豊系城郭の地域的展開 一明智光秀の丹波支配と城郭一」（『中世城郭研究論集j

新人物往来社） 1990 

注21 八木城の絵図は、『郷土史八木j第5号（八木史談会編 1992）によると、数種あるが、ほとん

どが現亀岡市側を大手口と している。ただ、これらの絵図については内容的に充分検討する必

要がある。

注22 堤圭三郎「大向窯跡発掘調査概要J（『埋蔵文化財発掘調査概報(1971）』 京都府教育委員会） 1971 
1主23 注15に同じ。
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付表2 八木城跡出土土器・陶磁器観察表

法量（cm)

番号 種類 器形 出土地 口径 底径 器高 備考

（高台径）

1 土姉器 皿 第1・6地点SDOl 15.8 2. 1 A類

2 ’， ’， 今 14.9 1. 9 ペシ

3 ，， ’， 。 14.5 1. 6 イシ

4 ’， ，， ’， 13.6 2.4 ，， 

5 ，， ゐ
,, 11. 8 2.5 ，， 

6 ，》 ，》 ，， 11. 3 2.1 ，， 

7 。 今 ，， 8.3 2.0 イシ

8 今 イシ ，， 7.6 2.4 ，， 

9 イシ ク ，， 7. 7 1. 6 ’， 

10 イシ ’， ，， 7.6 1. 5 ，， 

11 イシ ，， ，， 12.8 2.2 B類

12 イシ ，， ，， 12.2 2.6 今

13 。 イシ ，， 11. 1 2.6 ，， 

14 ，， 。 ，， 11. 2 2.0 ，， 

15 ，， イシ ，， 10.2 2.5 ，， 

16 。 イシ イシ 9.4 2.3 ，》

17 。 イシ ’， 8. 7 1. 7 。
18 イシ ，， ，， 8.4 2.0 イシ

19 今 砂 ク 8.6 1. 6 イシ

20 イシ か ，， 8.4 1. 2 今

21 。 イシ ク 8.3 1. 6 。
22 。 今 。 7.8 2.1 ，》

23 瀬戸美濃陶器 椀 イシ 3.9 天目椀、底部朱漆

銘 「廿三日j

24 中国製青磁 皿 。 稜花皿

25 土師器 。 第1・6地点SK02 16.8 器胎厚い

26 ゐ 。 ク 11. 7 2.1 A類

27 ク ク 。 11. 6 2.2 ，， 

28 ，， ゐ ク 10.2 2.1 ，， 

29 今 ,, 今 9.8 2.1 ，， 

30 イシ イシ イシ 9.9 2. 1 ，， 

31 ,, ，シ 今 8.4 1. 6 ，， 

32 ，， 今 イシ 7.8 1. 8 ，， 

33 イシ ペシ イシ 8.0 1. 6 ，， 

34 ’， イシ ，初 8.0 1. 8 ，， 

35 。 イシ 第1・6地点SK03 11. 0 2.2 ，， 

36 ，， 台付皿 ，初 10.8 脚部のみ

37 。 皿 第 1・6地点SK05 13.6 2.3 A類

38 ，， イシ ，加 13.4 2.2 ’， 

39 。 イシ 第 1・6地点SK06 7.6 1. 9 ，， 

巧
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40 先〉 ，， 第1・6地点SK07 7.6 1. 6 ，， 

41 イシ ，， ’〉 12.2 ，， 

42 イシ ，， 。 10. 0 2.1 ，， 

43 。 ’， 。 8.0 1. 6 ，， 

44 。 ，， イシ 9.2 ，， 

45 丹波陶器 揺鉢 ，シ 31. 6 一本ヲ｜き揺目

47 土師器 皿 第1・6地点SK54 12.8 1. 9 A類

48 イシ ，， ’〉 8.2 1. 6 ，， 

49 イシ ，， イシ 13.4 2.8 B類

50 瀬戸美濃陶器 椀 イシ 11. 2 天目椀

51 土師器 皿 第1・6地点包含層 14.6 1. 9 A類

52 ，， ，， ’h 14. 4 2. 1 ，， 

53 ，， イシ イシ 13.6 2.0 ，， 

54 ，， ，， 。 13.8 ，， 

55 ，， ，， ，， 13.0 1. 9 ，， 

56 ，， イシ ，， 12.5 2.0 ，， 

57 ，， イシ ，， 12.6 2.0 ，， 

58 ，， イシ イシ 12. 1 2.1 ク、口縁端部穿孔

59 ，， イシ イシ 11. 8 2. 1 A類

60 ，， 今 イシ 11. 8 ，， 

61 ，， 今 ，， 12.3 イシ

62 ’， イシ イシ 12.6 1. 6 イシ

63 ，， イシ イシ 10. 2 イシ

64 ，， イシ ク 9.8 1. 8 。
65 ，， ゐ イシ 9.6 1. 9 今

66 ，， ，， ，シ 9.2 1. 6 イシ

67 ，， イシ 。 8.8 1. 7 2》

68 ，， ，， 。 8.8 1. 6 イシ

69 ，， イシ イシ 8.0 1. 8 。
70 ，， ，， ，， 8.0 1. 5 ，》

71 ’， ク イシ 8.2 1. 6 イシ

72 イ〉 イシ イシ 7.8 1. 3 イシ

73 ’， ’， ，， 8.0 1. 6 イシ

74 ，， ，， イシ 7.7 1. 5 ，， 

75 ，， ，， ，， 6.2 1. 2 イシ

76 ，， ，， ，， 6.5 1. 3 イシ

77 ，， ，， ，， 11. 4 2.5 B類

78 ，， ，， ，， 10. 6 2.8 イシ

79 ，， ，， ，， 10. 8 3.1 "' 
80 ，， ，， ，， 11. 6 1. 9 イシ

81 ，， ，， ’， 9.9 1. 9 イシ

82 ，， イシ ’， 9.6 1. 6 ，， 

83 ，， ，， イシ 7.6 1. 4 ，， 

84 ，， 台付血 ，， 8. 7 脚部のみ
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85 瓦質土器 香炉 イシ 13.6 体部外面に印花文

86 瀬戸美濃陶器 皿 イシ 10.3 5.2 2.5 灰粕皿 ・端反り

87 。 イシ 。 9.6 4.9 2.5 イシ

88 ゐ 椀 イシ 12.8 天目椀 ・鬼板化粧

89 ，， ’， ，， 12.0 内〉

90 ’， ，， ，， 4.6 ，， 

91 ，， ’， ’， 12.0 天目椀

92 ，， ，， ’， 11. 2 3.2 6. 1 ，， 

93 。 香炉 ，， 8.0 灰紬

94 肥前陶器 皿 ，， 絵唐津

95 陶器 瓶？ ’， 6.2 産地不明、褐粕

96 中国製青磁 椀 ，》 4.4 細線蓬弁文か

97 4シ ク ,, 5.1 ，， 

98 イシ イシ 内〉 片刃彫蓮弁文

99 イシ ，， か 4.8 鋭蓮弁文

100 ’， ’， イシ 5.6 見込みに印花文

101 中国製白磁 皿 ，， 菊皿

102 ，， ，， ，， 4.4 菊皿 ・高台内に朱

漆痕跡

103 ，， ，， イシ 3.5 菊皿 ・高台内に朱

漆銘「一」

104 ，， ，， イシ 11. 2 端反り

105 ’， ，， ，， 6.2 端反りか

106 中国製青花 ，， イシ 14.6 

107 今 ，， イシ 6.6 

108 ，， ，， イシ 8.6 

109 ，， 椀 イシ 11. 4 

110 ク ，， イシ 10.6 

111 イシ イシ ク 10.0 

112 丹波陶器 播鉢 円， 35.0 一本引き揺目

113 ク イシ ，， 33.6 ，， 

114 イシ イシ 。 34.2 ，， 

115 今 今 イシ 32.4 ，， 

116 。 今 イシ 29.6 ，， 

117 今 今 今 28.2 4シ

118 今 今 ’， 13.4 ,, 

119 イシ ，， ，， 12.2 。
120 瓦質土器 ，， ，， 12.6 

121 ，， イシ 今 29.4 10. 0 15.6 

122 備前陶器 望主 ，， 58.0 

123 イシ イシ ，， 31. 2 

124 陶器 イシ ，， 33.4 丹波か

125 イシ ク ’， 常滑か

126 備前陶器 イシ ，， 30.6 
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127 陶器 ，， ，， 24.0 丹波か

128 ，， ，， 。 20.6 ，， 

129 ，， ，， 。 12.6 ，， 

136 土師器 皿 第3地点2郭 12. 1 A類

137 ’， ’， イシ 7.2 1. 0 B類

138 瀬戸美濃陶器 椀 。 4.5 天日椀

139 中国製白磁 皿 ク 11. 8 端反り

140 中国製青花 ，， イシ 6.2 

141 ，， ，， ，， 9.4 外面唐草文

142 信楽陶器 揺鉢 イシ 32.0 揺目磨滅

143 丹波陶器 ，， イシ 31. 2 一本号｜き揺日

144 ，， ，， 。 32.2 櫛引き播目

145 瓦質土器 査 ，， 16.5 短頚壷

146 土師器 皿 第3地点3郭 7.0 1. 1 A類

147 瓦質土器 香炉 ，， 10.8 8.4 3.5 体部外面に印花文

148 中国製白磁 小椀 ，， 6.9 2.4 3.0 

149 今 蓋？ 第3地点5郭

150 土師器 皿 イシ 12.6 A類

151 ，， ，， 。 11. 8 ，， 

152 ，， ，， 。 12.3 2.4 ，， 

153 ，， ，， イシ 8.8 2.2 B類

154 丹波陶器 指鉢 。 11. 6 一本号｜き揺目

155 瀬戸美濃陶器 椀 ，， 11. 6 4.6 6.0 天目椀

156 イシ 血 ，， 10.5 灰粕皿

157 土師器 皿 第3地点4郭 9.0 A類

158 中国製青磁 椀 イシ 14. 0 

159 丹波陶器 斐 。 17.2 

160 土師器 皿 第3地点7郭 8.4 1. 9 A類

161 中国製白磁 血 ，， 5.4 端反り皿か

162 備前陶器 播鉢 イシ 31. 2 

163 土師器 皿 第3地点6郭 17.2 2.1 A類

164 ，， ，， 。 17.0 1. 9 ’， 

165 ，， ，， イシ 15.8 1. 8 イシ

166 ，， ，， 。 15.0 今

167 ，， ’， イシ 15.0 ク

168 ，， ，， ，， 13.8 2.1 ，， 

169 ，， ，， 。 13.6 2.0 イシ

170 ，， ，， イシ 12.6 1. 8 イシ

171 ，， ，， ，， 11. 8 2. 1 ,, 

172 ’， ，， 今 11. 8 1. 5 ，， 

173 ’， ，， 今 11. 6 1. 7 ，， 

174 ，， ，， 今 8.4 1. 4 ，， 

175 ’， ，， イシ 8.1 1. 7 ，， 

176 ，， ，， 砂 7.6 1. 5 ，， 
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177 ，， ’， ，， 13.2 3.0 B類

178 ，， ，， ，， 11. 2 2.5 ，〉

179 ，， ，， ，， 11. 2 2.5 。
180 ，， ，， φ 11. 4 2.5 ，， 

181 ，， イシ イシ 10. 5 2.5 ，， 

182 今 。 ，〉 13.8 2.2 イシ

183 今 イシ ，， 10.6 l. 6 ，， 

184 イシ イシ ，， 9. 1 l. 3 イシ

185 ，訴 イシ ，， 9.0 l. 6 ，， 

186 φ ，， ’， 7.6 l. 8 ,, 

187 。 台付皿 ’， 11. 8 

188 ，， イシ イシ 15.8 9.6 5.8 皿部内面ハケ白状

調整

189 ク 脚付皿 ，， 12.2 3.4 脚数不明

190 丹波陶器 査 ，， 8.6 

191 中国製青磁 椀 イシ 12.0 4.5 5.8 雷文椀

192 イシ 香炉 ，， 10.0 

193 丹波陶器 揺鉢 。 30.6 一本号｜き播目

194 今 イシ 4シ 9.6 ク

195 備前陶器 今 。 30.0 

196 イシ 今 今 25.0 10.6 9.5 

197 肥前陶器 皿 イシ 13.6 4.5 3.8 唐津

198 今 ，， イシ 9.6 ，， 

199 ク ,, ク 3.8 ク、碁笥底

201 土師器 イシ 第3地点8郭 13.4 2.5 B類

202 ぞ〉 イシ イシ 13.0 ，， 

203 今 ，， か 12.8 ，， 

204 イシ // か 11. 9 2.6 ，， 

205 イシ ，》 ，， 9.4 2.6 ，， 

206 イシ 今 ，， 8.0 l. 4 ，， 

207 今 ク ，， 5.6 l. 2 今

208 ，， ，， ，， 12.0 A類

209 イシ ，， ，， 10.4 イシ

210 今 ，， ，， 10. 3 ，， 

211 イシ ，， ，， 9.0 l. 7 ’， 

212 イシ ，， ，， 8.4 l. 4 ，， 

213 ，， ，， ，， 7.4 l. 5 ，， 

214 瀬戸美濃陶器 椀 ，， 11. 0 4.3 5.7 天日椀

215 イシ ，， ，， 14.8 ，， 

216 。 作 ，， 3.2 ，， 

217 イシ 皿 ，， 11. 2 6.2 2.0 灰粕折縁血

218 ，， イシ // 11. 0 灰手由端反り皿

219 ，， イシ ク 6.2 見込みに印花文

220 ’， 椀 ペシ 灰粕椀、 細線蓮弁

文
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221 ，， 皿 ，， 6.0 志野

222 ，， ，， ，， 12.2 6.8 2.3 ，， 

223 中国製白磁 皿？ ，， 14.4 端反り

224 ，， 小椀 イシ 7.0 

225 中国製青磁 椀 ，， 5.5 見込みに印花文、

雷文椀か

226 ，， ，， 。 5.0 無文

227 ，， ，， // 雷文椀

228 中国製青花 皿 イシ 6.8 見込みに十字花文

229 ，， ，， ’シ

230 ，， 皿？ ，， 6.0 

231 ，， 小椀 ’， 8.0 

232 丹波陶器 揺鉢 ’シ 26.8 一本号｜き播目

233 ，， ，， ’， 13.6 ，， 

234 備前陶器 ，， 今 13.0 

235 国産陶器 斐 イシ 12.6 産地不明

236 緑粕陶器 不明 。 ，， 

237 土師器 肌 第3地点8郭斜面 10.8 A類

238 ，， ，， 。 9.1 1. 8 B類

239 ，， イシ イシ 8.0 1. 3 ，， 

240 瀬戸美濃陶器 椀 イシ 5.0 室町中期

241 丹波陶器 宝世:.' イシ 16.8 

242 中国製青磁 椀 ，， 5.8 見込みに印花文

243 ，， イシ 。 5.7 見込みに印花文、

雷文椀か

244 中国製白磁 小椀 ，， 7. 7 2.9 3.3 高台挟り込み

245 丹波陶器 揺鉢 ，， 31. 8 一本号｜き播目

246 信楽陶器 イシ ，， 29.2 

247 備前陶器 今 ，， 32.0 

248 ，， イシ ク 10. 6 

249 中国製青磁 椀 第3地点9郭 14.4 

250 イシ イシ ，， 12.6 細線蓮弁文

251 中国製青花 皿 イシ 13.4 外面唐草文

252 瀬戸美濃陶器 ，， ，， 10.2 5.4 2.0 灰柏、折縁皿

253 イシ 。 ，， 8.4 4.4 2.0 ク、端反り皿

254 中国製青磁 椀 ，， 16.8 猫掻施文、表採

255 備前陶器 播鉢 ，， 27.2 

256 丹波陶器 イシ ,,. 11. 6 一本ヲ｜き揺目

257 肥前磁器 皿 ク 12.0 7.4 3.5 内面焼き付け文字

258 土師器 皿 第7地点l郭 12.4 2.3 A類

259 イシ イシ ’〉 12.6 ，， 

260 。 。 ’， 12.4 。
261 イシ 。 ，， 9.0 1. 6 イシ

262 イシ ，シ ，， 8.2 4シ

ヮ“PO
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307 ，》 イシ ，， 8.6 1. 5 B類

308 中国製白磁 小椀 ，， 6.6 2.4 2. 7 

309 土師器 皿 第8地点3郭 13.6 2.3 A類

310 。 イシ イシ 13.4 1. 9 ク

311 イシ ，， 2》 12.6 2. 1 ゐ

312 今 今 イシ 11. 8 2.0 ，， 

313 ，， ,, イシ 13.2 ’， 

314 イシ ク 。 10.8 1. 9 ，， 

315 。 ’， ，， 8.6 1. 5 ’， 

316 4シ イシ ，， 8.5 1. 7 ，， 

317 イシ 今 ，， 8.3 1. 6 ’， 

318 ク ク ，， 8.4 1. 6 ，， 

319 イシ ，， ，， 10. 4 ，， 

320 。 ，， ，， 10. 2 2.0 ，， 

321 今 ，， ，， 11. 0 2.1 B類

322 ’， イシ ，， 7.8 2.0 点切

323 ，， イシ ，， 7.8 1. 5 。
324 中国製白磁 ，， ，， 12.6 端反り皿

325 イシ イシ ，， 5.8 端反り皿か

326 備前陶器 受 ,,. 21. 9 

329 土姉器 皿 第5地点 14.4 2.1 A類

330 イシ ゐ 今 9.6 1. 9 ，， 

331 ’， イシ か 7.8 1. 9 ，， 

332 イシ ク 内〉 7.8 ，， 

333 。 イシ ，， 13.6 1. 9 B類

334 。 イシ ，， 11. 2 2.8 ，， 

335 瀬戸美濃陶器 皿 ，， 9.2 灰紬

336 イシ 椀 ，， 11. 8 5.8 6.4 灰粕、細線蓮弁文

337 土師器 台付皿 ，， 10. 2 6.6 4.0 

338 中国製青花 皿 ，， 12.2 7.2 2.5 見込みに花文

339 中国製青磁 椀 ，， 12.6 

340 陶器 瓶 ，， 9.6 中国製か

341 丹波陶器 播鉢 ，， 30.0 一本号｜き揺目

342 瓦器 椀 ，， 12.2 4.1 4.3 内面のみミガキ
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307 ，， イシ ’v 8.6 1. 5 B類

308 中国製白磁 小椀 ゐ 6.6 2.4 2. 7 

309 土師器 血 第8地点3郭 13.6 2.3 A類

310 イシ イシ イシ 13.4 1. 9 イシ

311 イシ 今 イシ 12.6 2. 1 イシ

312 イシ イシ イシ 11. 8 2.0 ，》

313 。 イシ ’シ 13.2 イシ

314 イシ 今 イシ 10.8 1. 9 イシ

315 今 イシ ，， 8.6 1. 5 ，， 

316 イシ イシ ，， 8.5 1. 7 ，， 

317 イシ か イシ 8.3 1. 6 ，， 

318 か ，， ，， 8.4 1. 6 ，， 

319 イシ ，， ，， 10. 4 ，， 

320 ，診 ，， ，， 10.2 2.0 ，， 

321 イシ ，， イシ 11. 0 2.1 B類

322 ぞ〉 ，， ’， 7.8 2.0 ，， 

323 イシ ，， イシ 7.8 1. 5 ，， 

324 中国製白磁 。 ，， 12.6 端反り皿

325 ，， ，， ，， 5.8 端反り皿か

326 備前陶器 斐 ，， 21. 9 

329 土師器 皿 第5地点 14.4 2.1 A類

330 ，， イシ イシ 9.6 1. 9 ，， 

331 ，， ，， ，， 7.8 1. 9 ，， 

332 イシ イシ ，， 7.8 ’， 

333 イシ イシ イシ 13.6 1. 9 B類

334 イシ イシ ，， 11. 2 2.8 ，， 

335 瀬戸美濃陶器 皿 ，， 9.2 灰軍由

336 ，， 椀 ，， 11. 8 5.8 6.4 灰手由、細線蓮弁文

337 土師器 台付皿 4シ 10.2 6.6 4.0 

338 中国製青花 血 ，， 12.2 7.2 2.5 見込みに花文

339 中国製青磁 椀 イシ 12.6 

340 陶器 瓶 ’M 9.6 中国製か

341 丹波陶器 揺鉢 ク 30.0 一本ヲ｜き指目

342 瓦器 椀 ，〉 12.2 4. 1 4.3 内面のみミガキ
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2 .京都縦貫自動車道関係遺跡
平成 5年度発掘調査概要

はじめに

京都府では、綾部市と宮津市聞を結ぶ自動車専用道路、京都縦貫自動車道の建設事業を

鋭意推進しているところである。この事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、平成4年度に

行われた綾部市別所町所在の神宮谷3号墳の調査を晴矢とし、以後継続的に（財）京都府埋

蔵文化財調査研究センターが主体となって推進している。

各年度の調査対象遺跡、の確定にあたっては、原因者である京都府道路公社と京都府教育

委員会との聞における事前協議、詳細分布調査を経て検討された後、当調査研究センター

と京都府道路公社との聞において委託契約を締結した段階で確定される。実施した調査の

結果については、『京都府埋蔵文化財情報j、『京都府遺跡調査概報jなどで逐次報告して

いる。

平成5年度は、綾部市別所町所在の神宮谷4号墳、同七百石町所在の七百石遺跡・木坂

遺跡・池ノ谷遺跡、同内久井町所在のジンド古墳、舞鶴市桑飼上所在の桑飼上遺跡、同地

頭所在の山根古墳の計7遺跡で発掘調査を実施した。調査は、（財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター調査第2課調査第2係長奥村清一郎、同主任調査員引原茂治、同調査員三好

博喜、同尾崎昌之、岡野島 永の5名が担当した。

調査を行うにあたり、京都府道路公社には調査経費を全額負担していただいたほか、現

地で調査を実施する段階においても、種々便宜をはかっていただいた。また、京都府教育

委員会、京都府中丹教育局、綾部市教育委員会、舞鶴市教育委員会の各機関には、適切な

指導 ・助言 ・援助を賜った。このほか、地元関係者各位には作業員として、各大学学生及

び卒業生諸氏には調査補助員として、真夏の炎天下はもとより、真冬の70cmに及ぶ積雪の
（注I)

中でも、現地での調査業務に参加・協力していただいた。ここに記して厚く御礼申し上げ

るしだいである。

なお、本概要は調査担当者が各々分担して執筆したものをまとめたものである。文責は

文末に示した。

（奥村清一郎）
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( 1 ）桑飼上遺跡

1 .位置と環境

桑飼上遺跡は、京都府舞鶴市桑飼上に所在する。遺跡は、由良川によって形成された標

高6m程度の自然堤防上に立地している。付近では、河川改修に伴う発掘調査が昭和62年

度から平成2年度まで継続して行われ、弥生時代中期から奈良時代まで断続的に営まれた

集落遺跡として周知されて♂誌。

調査地は、昭和62年度試掘調査地の2トレンチ南側に位置して♂誌（第44図）。 このトレ

ンチでは、南側が青灰色粘土の堆積層となっており、沼状地形を呈していることが予測さ

れた。青灰色粘土は2層に分かれ、古墳時代後期から奈良時代の遺物が出土する層と、弥

生時代後期から古墳時代前期の遺物が出土している。

第43図 調査地位置図（1/25,000内宮 ・河守 『京都府遺跡地図』 第2分冊1987より抜粋一）

51.城 1. 2号墳 52.上村1・2号墳 58.岡田由里遺跡 59.地頭遺跡 114.山線古墳

116.枝宮古墳 117.桑飼下遺跡 118.地頭東遺跡 124.ニヤ古墳 125.西飼古墳

128.二の宮経塚 197.高津江遺跡 198.桑飼上遺跡 200.水無月山古墳 209.水無月山城跡

263.字谷城跡 264.地頭城跡
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第44図 桑飼上遺跡調査トレンチ配置図

2.調査概要

試掘トレンチの設定に当たっては、地盤が砂質土壌で崩落しやすく、周辺に影響を及ぼ

しではならない施設も存在したため、約200m＇の掘削に留まった。

現地調査は、まず重機による表土掘削を平成5年6月16日の一日で行った。 即日人力掘

削を行い、遺構・遺物の検出に努めた。これら人力による掘削作業は、平成5年6月28日

に終了した。写真撮影、測量 ・実測作業はその都度行い、平成5年7月5日にはすべての

現地作業を終了し、撤収した。また、重機による部分的な埋め戻しを平成5年6月28日に

行い、その後万全を期すため、平成5年8月7日にすべての埋め戻しを行った。

土層柱状図）

貧褐色粘質土膚

I 4 

一門官圏三間骨圏有ニ
回 膏灰色粘土膚

土膚柱状図）現

第45図 l～16トレンチ土層柱状図
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1 

時茶褐色土

目明膏灰色砂

育灰色粘質土

暗灰色粘質土

ーl淡緑灰色粘質土

上

5m 

--Ji終桶直面「一

lm 

第47図土層柱状図

上 上 上 1 

第46図 トレンチ位置図

トレンチは、標高5.675m地点から標高1.733m地点までの約4

mの掘削を行った。土層の堆積は、耕作土（30cm）・淡茶褐色土

(25cm）・茶褐色土（43cm）・暗茶褐色土（67cm）・明青灰色砂

(35cm）・青灰色粘質土（90cm）・暗灰色粘質土（65cm）・淡緑灰色粘

質土（40cm以上）という順である（第47図）。明瞭な遺構面は検出で

きなかった。

遺物は、明育灰色砂層から須恵器や土師器が多量に出土した。

奈良時代前後のものが大半で、ほかに古墳時代後期のものが若干

みられる。

3.出土遺物（第48図）

出土遺物のほとんどは、明青灰色砂層から出土した。大半が磨滅した破片で、流れ込ん

できた状況を示している。 1. 2は、須恵器の杯蓋である。いずれも口縁部付近を強く屈

曲させるもので、 天井部は平坦で、輪状摘みをもっ。 1は、復原口径18cm・器高3.2cmを測

る。口縁部付近の屈曲は明瞭で、鋭く、輪状摘みは直線的に立ち上がる。2は、復原口径

17. Scm ・器高2.7cmを測る。口縁部付近の屈曲は丸味を帯びて鈍く、輪状摘みは外反して

立ち上がる。 3は、須恵器の杯身である。復原口径16.Scm・器高3.3cmを測り、口縁部は
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0 10cm 

第48図 出土遺物実測図

外反して立ち上がる。高台は、底側縁から中に入れて貼り付けられており、内側が接地す

る。4は、土師器の聾の口縁部で、復原口径18cmを測り、強いナデで成形されている。5

は、土師器の把手である。いずれも奈良時代後半期のものである。

4.小結

今回の調査では遺構面を確認することはできなかった。これまでの調査では、微高地が

由良川沿いに形成されており、集落が営まれていたことを確認している。調査地付近では

沼状の地形となり、後背湿地を形成していたと予想されていた。今回の調査成果は、沼状

の地形がさらに南側に向けて広がっていくことを物語っている。出土遺物から奈良時代に

も後背湿地が存在していたことが確認できた。

（三好博喜）
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( 2）山根古墳

1.調査経過

山根古墳は、京都府舞鶴市地頭に所在する。由良川に臨む小高い正陵の頂に単独で位置

する古墳である（第43図参照）。『京都府遺跡地図j第2分冊によると、 「山根古墳は径20

m・高さ lmの円墳で南向きの横穴式石室をもち、石材の一部が露出しているが完存して

いるJとある。標高は約40mで、平地との標高差は30m程度を測る。最終の掘削面積は、

周辺部分の試掘調査をも含めて約500ばである。

発掘調査は、平成5年7月9日から同10月22日の聞に実施した。同10月20日には現地説

明会を行い、約140名の参加者を得た。また、岡田上 ・岡田中・岡田下の各小学校の児童

の皆さんには随時、現地の参観をしていただいている。

0 5m 

第49図掘削終了後地形図(1/250)
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調査の結果、横穴式石室を l基確認した。周辺部分も表土を掘削し、遺構・遺物などの

検出に努めたが、顕著な遺構 ・遺物はなかった。

本概要の本文は、調査員三好博喜が執筆し、図面・図版の作成など、調整は主に同野島

⑫ 

永が行った。

2.調査概要

山根古墳の位

置する正陵は、道路敷設

①墳正

寸
寸
寸
寸寸
1
7寸

「
「
「
「
ト
L
Lレ卜

などの現代の開発によっ

て南側と東側を大きく開

削されている。現状は、

槍林であり、以前は畑地

として利用されていたと

いわれている。こうした

事情から、墳丘は旧状を

留めていない。

表土を掘削すると、北

側から西側にかけてが磯

り、地山と確認した。南

混じりの山土となってお

側には盛り土が認めら

れ、旧表土と考えられる

黒色土層が存在した。ま

。

C＼ 
た、石室裏側の北側及び

西側は、地山が垂直に落

2m 

匂
R事込

町織qョ

ち込んでおり、石室を構

築するために「LJ字状

の開削が行われたことを

示している。

石室南側の墳正裾部と

石室及び墓壌掘形平面図（1180)

1
4
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思われる地点では、側壁

に取り付いて8石の石材



京都府遺跡調査概報第62冊
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盗塁

0 2m 
~ 

第51図 石室主軸方向縦断・横断面図(1/120)

が墳丘裾に沿って並んでおり、外護列石の残欠と考えられる。また、石室西側には、不明

瞭ながら溝状の落ち込みが認められ、墳正裾部にめぐらされた溝と思われる。これら墳E

の基底部に設けられたと認められる施設から墳正の規模を復原すると、径lOm・高さ2.5

m程度の円墳となる（第49図）。

②石室 石室自体は、表土を掘削した段階では検出できなかった。石室全体が山土によ

って覆われた状況にあったからである。石室の天井石は、旧状を留めるものはなく、玄室

内が30～40cm程度埋没した段階で落ち込んだ、とみられる l石のみ確認した。側壁の石材も

奥壁側の残りはよいが、羨道部に向かうに従って旧状を留める石材は少なくなる。この状

況は、現在の地勢と合致しており、おそらく 山林開発に伴って埋没したのであろう。

石室主軸方向の縦断面をみると、石室内床面の貼り土は羨門部付近までほぼ水平に推移

し、羨門部治、ら急激に傾斜する。 一方、地山面は玄門部付近から急激に傾斜していく 。床

面の貼り土と地山の問には薄い黒色土が認められ、古墳築造前の表土と考えられる。奥壁

裏側は、地山が垂直に切り聞かれている。奥壁の石材と掘形とは極めて接近している（第

51図）。また、石室の横断面をみると、左側壁の裏側は垂直に切り聞かれている。右側壁

の裏側は、地山が若干隆起するものの、ほどなく下降線をみせて傾斜していく。縦断面に

みられた黒色土は、この部分では確認できなかったが、盛り土によって掘形を構築してい

る。以上の状況から、石室を構築するに際して、玄室部分が安定した地盤上に構築できる

よう配慮しているようすがうかがえる。掘削残土は、羨道部付近の盛り土としたものと思

われる。左右の裏込め土は、水平に堆積しており、石材を積みながら裏込めを行っている。

石室内の貼り土は20cmほどの厚さで行われている。

石室は、右片袖式の横穴式石室で、南東方向に開口する（第52図）。石室は全長約7.5m
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を測る。玄室の規模は、右側壁の袖石から奥壁までの長さが約4.2m、幅は約1.5mを測る。

高さは、奥壁部分で約1.9m残存している。羨道部は、右側壁の袖石から外護列石の取り

付き部分までで長さ約3.3m、幅は袖石付近で約l.4m、羨門部付近で約1.5mを測る。石

材は、花両岩である。天井石は崩落、移動しており、原位置を留めていない。奥壁付近の

残存状況は比較的良好であるが、羨道部では基底石からーまたは二段程度しか遺存してい

ない。左側壁の中央付近は、土圧によって石室内部へ傾斜している。基底石は、奥壁が2

望瞳

し「寸」

「

坐辺P

コ

J」

~ 
0 1m 

』 ＝

第52図石室実測図（1/80)

η
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第53図遺物出土状況図（1/80)

石、玄室部右側壁が5石、石室左側壁が11石で構築さ

れている。羨道部右側壁は、 4石しか残存していない

が、全体の状況から6石で構成されていたと考えられる。

玄室内にはレベルの似た直方体形の石材が6石あり、

棺台として使用された可能性が高い。

石室を構成する石材には花嗣岩が用いられている。

3.出土遺物

副葬品には、須恵器 ・土師器や鉄製品 ・装身具など

がある。遺物は、 羨道部、玄門部、奥壁部の大きく 3

か所に分かれて出土した（第53図）。装身具は、右側壁

の奥壁寄りにあり、棺は頭を奥壁に向けて玄室右側に

置かれていた。装身具には、金環が4点、勾玉l点 ・

管玉8点・ガラス玉17点・水晶丸玉2点 ・水晶切子玉

2点がある。また、練玉も400点程度出土した。玉類

の出土の状況から、管玉と管玉の聞にガラス玉を2点

並べるのが基本で、要所要所に勾玉や水晶製の切子玉

や丸玉を配しているようである（第54図）。鉄製品は、

13点出土した。金環2点は、他の玉類とと もに検出し

ており、同ーの遺体に帰属するものと考えられる。l

点は、奥壁寄りに集積した須恵器の一群のなかから出

土したもので、最下層に置かれた杯身のなかにあった。

残る l点は、出土位置が特定できないが、杯身内出土

の金環と対になるものと思われる。後者は、 比較的遺

。＠
7⑬／、色

~~~ff 

存状況が悪く 、

前者に先行する

可能性がある。

須恵器に伴って

出土しているこ

とからも、 追葬

時に整理された

ものであろう。第54図装身具出土状況図

4
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短万l点、鉄鍛2点、万子8点がある。しかし、鉄万などの大型武器や馬具は出土して

いない。他の遺物の出土状況を見る限り、撹乱されたようすはなく、もともと副葬されて

いなかったものと考えられる。

須恵器は、80点余り出土した。杯身・杯蓋、椀、査、高杯、菱、提瓶、平瓶、 聴などが

ある。土師器は、高杯が2点あるだけであった。これらの土器の出土状況から、石室は少

なくとも 2回は使用されたことが予測される。

①須恵器（第55～59図） 須恵器は、 67点を図示した。杯身25点・杯蓋20点、椀2点、 査

l点、高杯11点、聾l点、提瓶4点、平瓶l点、 珪3点、底部l点などがある。

杯身（第55・56図22～48) 27点あり、玄門部遺物i留まりから10点、奥壁部遺物溜ま りか

ら8点、玄室内から4点、羨道部から 5点出土した。口径は13～14cm、器高は3.6～4.6cm

を測る。

杯蓋（第55図l～21) 21点あり、玄門部遺物溜ま りから11点、奥壁部遺物j留まりから7

点、玄室内から2点、羨道部から l点出土した。口径は11～13cm、器高は3.5～4.6cmを測

る。口縁端部を強くなでるものと、なでないものがある。

椀（第58図70・71) 奥壁部遺物j留まりと玄門部遺物溜まりから2点出土した。底部から

口縁部がまっすぐに立ち上がる。器壁は薄い。

重（第58図72) 台付査がl点玄門部土器j留まりから出土した。脚は短く、長方形の透か

し穴が3か所にある。体部下半にはカキ目が施されている。体部中央と頚部とに櫛歯状工

具による列点文がめぐらされている。

高杯（第56図49～59) 長脚二段透かしの高杯5点、短脚の高杯4点、杯部2点がある。

玄門部と羨道部から出土した。玄門部遺物溜まりからは短脚の高杯3点が出土し、他は羨

道部である。

蔓（第58図67・68、第59図77) 77のみほほ完形に近く復原できた。羨道部から出土した。

67は、体部上半のみで、玄門部の左右の側壁付近から分かれて出土した。68は、口縁部の

みで羨道部から出土している。

提瓶（第57図63～66) 4点出土した。羨道部3点、玄室内l点である。把手が若干屈曲

し、カキ目を明瞭に残すタイプ（63・64）と、貼り付けただけの把手で、 カキ目が入らない

タイプ（65・66）とがあり、いずれのタイプにも大型品と小型品とがある。

平瓶（第58図74) l点出土した。体部にカキ目を明瞭に残し、把手が若干屈曲する。提

瓶と似た成形を行っている。

理（第56図60～62) 羨道部から3点が出土した。頚部が細くしま り、そこから口縁部が

大きく開く。
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第56図出土土器実瀕lj図（2)

-77-



京都府遺跡調査概報第62冊

10cm 

第57図 出土土器実測図（3)
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で三'.CJ
73 

。 10cm 

第58図 出土土器実i則図（4)

底部（第58図的） 69は、査類の底部と考え

られる。羨道部から出土した。

②土師器（第58図73・75. 76) 土師器は、

高杯2点が出土した。玄門部の遺物溜まりか

ら出土している。 脚部は柱状であり、裾部が

「くjの字状に聞いている。杯部は、 皿状を

呈している。73の土師皿は、墳丘掘削時に出

土したものであって、石室とは直接の関係は

ない。

③装身具類（第60・61図l～391、第62図）

79-

。 20cm 

第59図出土土器実視lj図（5)
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第61図出土玉類実演lj図（2)

装身具には、金環が4点、勾玉l点 ・管玉8点・ガラス

玉17点・水晶丸玉2点 ・水晶切子玉2点がある。また、

練玉も400点程度出土した。

勾玉（第60図1) 淡青灰色を呈する勾玉が1点出土し

た。長さ20阻・厚さ6阻。両面穿孔されている。

管玉（第60図2～9) 碧玉製の8点出土した。直径9

～llmm・長さ21～29阻のものがほとんどで、 l点だけ直

径6mm・長さ18凹のものがある。ほとんどが片面穿孔で

~~ 
~o. 。 5αn 

あるが、 2点に両面穿孔が認められる。

切子玉（第60図10・11) 水品製の切子玉が2点出土した。横断面6角形のものと 7角形

第62図耳環実測図

のものがある。片面穿孔がなされている。

丸玉（第60図12・13) 水品製の丸玉が2点出土した。いずれも直径llmm・長さ 9mmを測

る。片面穿孔がなされている。

ガラス玉（第60図14～26) 藍色を呈するガラス玉が16点出土した。直径7～9凹 ・長さ

4～8皿程度で収まる。

練玉（第60・61図27～391) 土製の練玉が400程度出土した。黒褐色を呈する。直径5凹

程度の球に穿孔したものである。出土位置は、奥壁寄りの玄室右よ りである。特に、集中

する部分が2地点ある。遺体でいえば、頭部付近と、脚部の付近に当たる位置である。

n
E
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ヘ円R，
a長五3一一！ 「9二二むってごご2

一」：
。〈主主主主つ

10 

6 
。 10cm 

第63図出土鉄器実測図

金環（第62図l～4) 銅芯金箔貼りの金環が4点出土した。2次埋葬に伴うものは、銅

芯径9阻程度でやや太めであり（ 1・2）、l次埋葬に伴う ものは、 径7皿程度で若干細め

である（3・4）。

④鉄製品（第63図l～10) 鉄製品はlL点出土した。万子9点、鉄鍛2点である。l～3

は、刃部が比較的長い。lは、 玄門部遺物溜まりから出土した。握り部分に純金具が残る。

4～8は、刃部が比較的短い。5は、握り部分に純金具が残る。 9・10は、 鉄鍛と思われる。

4.小結

山根古墳は、土器の年代から陶邑編年のTK209前後の時期に構築されたものと考えら

れる。出土遺物のなかに金環が2対あり、1対は玉類とともに出土し、 l対は須恵器の集

積内から出土したこと。遺物が壁寄りに集積されており、片づけの行為が認められること。

以上のことから、この石室では、少なくとも 2度の埋葬が行われていた。その時期差は、

出土遺物の特徴からすれば、あまりないものと思われる。出土した土器の数量や内容に比

べて、鉄製品の数量や内容は非常に貧弱である。石室内の状況から撹乱を受けているとは

考えにくく、埋葬時の状況を示しているものと思われる。

この地域では横穴式石室をもっ古墳は多くない。したがって、 山根古墳はこの辺りを支

配していた有力者の墓と思われる。当時の大きな集落と して桑飼f這跡が対岸に位置する。
山根古墳からは、真下に見下ろす位置に当たり、当時の「ムラ」と「墓」という関係が予

想される。 （三好博喜）

円
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付表3 山根古墳出土遺物観察表

概報 遺物 種類 器種 口径（cm)器高（cm) 焼成 胎土 出土位置
番号 番号

No.62 須恵器 杯、蓋 14. 7 4.4 堅綴 密l～6mm磯含む 玄室右

2 No.81 須恵器 杯蓋 14. 6 4.3 堅綴 密 玄室奥

3 No.43 須恵器 杯蓋 14.4 4.2 堅綴 密l～2mm磯含む 玄門部左

4 No.64 須恵器 杯蓋 14. 2 4.6 堅綴 密l～4皿機含む 玄室右

5 No.44 須恵器 杯重量 14.0 3. 7 密 玄門部左

6 No. 79 須恵器 杯蓋 13.9 4.4 密 玄室奥

No.88 

7 No.84 須恵器 杯蓋 13.9 4. 1 やや堅綴 密 玄室奥

No.85 

8 No.38 須恵器 杯重量 13.8 4.5 堅固 密、 玄門部左

No.53 

9 No.46 須恵器 杯蓋 13.6 4.2 堅綴 密l～3皿機含む 玄門部左

10 No.86 須恵器 杯蓋 13.5 4.4 竪綴 密l～3皿磯含む 玄室奥

11 No.88 須恵器 杯蓋 13.5 4.1 堅綴 密l～2凹磯含む 玄室奥

12 No.22 須恵器 杯蓋 13.2 3.6 堅綴 密 玄門部左

13 No.33 須恵器 杯蓋 13. 1 3.9 堅綴 密l～6阻様含む 玄門部左

14 No.35 須恵器 杯蓋 13. 1 4.2 竪綴 it- 玄門部左

15 須恵器 杯蓋 13. 1 4.1 堅綴 密I～3醐磯含む 羨道部

16 No. 75 須恵器 杯蓋 13.0 4.0 堅綴 密 玄室奥

17 No.31 須恵器 杯蓋 12.8 4.4 堅綴 窓、 玄門部左

No.32 

18 No.36 須恵器 杯蓋 12.8 3.9 竪綴 密l～4凹磯含む 玄門部左

19 No. 41 須恵器 杯蓋 12.6 4.3 堅綴 密 玄門部左

20 No. 78 須恵器 杯蓋 12.6 4.0 堅固 密 玄室奥

21 No.37 須恵器 杯釜 12. 1 4.0 堅綴 密 玄門部左

No.38 

No.53 

22 須恵器 杯身 13.0 3. 7 密 羨道部

23 No.19 須恵器 杯、身 12.9 3.5 堅綴 密 玄門部左

24 No.85 須恵器 杯、身 12.9 4.0 堅綴 密 玄室奥

25 No.82 須恵器 杯身 12. 7 4.3 堅綴 密 玄室奥

No.88 

26 No. 74 須恵器 杯身 12.5 4.6 軟 密 玄室奥

27 No. 47 須恵器 杯身 12.3 3.9 密 玄内部左

28 No.63 須恵器 杯身 12.3 4.4 堅綴 密 玄室右

29 No.42 須恵、器 杯身 12.2 4.4 堅綴 密 玄門部左

30 No. 76 須恵、器 杯身 12.l 4.6 ややあまい 密 玄室奥

31 No.87 須芳、器 杯身 12.0 4.2 密 玄室奥

32 No. 15 須恵、器 杯身 11. 9 4.1 堅綴 密 羨道部左3

33 No.34 須恵、器 杯身 11. 8 3.9 堅綴 密 玄門部左

34 No.45 須恵器 杯身 11. 8 4.1 堅綴 密 玄門部左

35 No.52 須恵器 杯身 11. 8 4.0 堅綴 密 玄門部左

36 No.73 須恵器 杯身 11. 8 4.2 やや軟 密 玄室奥

q
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37 No. 77 須恵、器 杯身 11. 8 3.8 堅綴 密 玄室奥

38 No.88 須恵器 杯身 11. 8 3.5 竪綴 密 玄室奥

39 No.23 須恵器 杯身 11. 7 4.2 ややあまい 宮、 玄門部左

40 No.53 須恵、器 杯身 11. 7 4. 1 堅綴 密 玄門部左

41 No.16 須恵、器 杯身 11. 5 4. 1 堅綴 密 羨道部左4

42 No. 72 須恵器 十不身 11. 5 3. 7 堅綴 密 玄室奥中央

43 No. 71 須恵器 杯身 11. 5 4.6 ややあまい 密 玄室奥中央

44 No.28 須恵器 杯身 11. 2 3. 7 堅綴 密 玄門部左

45 須恵器 杯身 11. 0 3.5 密、 羨道部

46 No.40 須恵器 杯身 11. 4 4.5 密 玄門部左

47 No. 70 須恵器 杯身 11. 0 4.1 堅綴 密 玄室奥中央

48 No.21 須恵器 杯身 10. 8 4.1 竪綴 密、 玄門部左

No.26 

49 須恵器 高杯 11. 9 4.5 富、 羨道部

50 須恵器 高杯 12.0 密、 羨道部

51 No.50 須恵器 高杯 10. 3 軟 密、 玄門部左

52 No. 18 須恵器 高杯 11. 3 11. 9 堅綴 密 羨道部右

53 No.2 須恵器 高杯 11. 8 13.5 竪綴 密 羨道部左l

54 No. 7 須恵器 高杯 14. 6 15.8 軟 密 羨道部左2

55 No.9 須恵器 高杯 12.3 9.5 堅綴 密 羨道部左2

56 No.51 須恵器 高杯 12.2 10.7 やや軟 密 玄門部左

57 No. 12 須恵器 高杯 13.9 15.7 軟 密 羨道部左2

58 No.30 須恵器 有蓋高杯 11. 5 10.6 堅綴 密 玄門部左

No.38 

No.66 

59 No.3 須恵器 高杯 12.3 17.9 堅綴 窓、 羨道部左l

60 No.11 須恵器 E車 16.2 やや軟 密 羨道部左2

61 No. 13 須恵器 E車 12.2 16.9 堅綴 密 羨道部左3

62 No.8 須恵器 聴 12.2 16.6 竪綴 密 羨道部左2

63 No. 17 須恵、器 提瓶 7.6 24.7 やや軟 やや粗 羨道部右

64 No.4 須芳、器 提瓶 6. 7 17.7 堅綴 密、 羨道部左2

65 No.10 須恵器 提瓶 6.2 19.8 堅綴 密 羨道部左2

66 No.65 須恵、器 提瓶 堅綴 密 玄室右

67 須恵器 査 15.4 10.3 密 羨道部

68 No.32 須恵器 査 14.3 5.0 堅綴 密 玄門部左

No.66 

69 No.6 須恵器 底部 堅綴 密 羨道部左2

70 No.39 須恵、器 椀 11. 2 7.4 堅綴 密 玄門部左

71 No.83 須恵器 椀 12.0 8.3 堅綴 客、 玄室奥

72 No.24 須恵器 脚付長頚査 9.6 27.2 密、 玄門部

73 土師器 土師皿 5.9 1. 4 良好 羨道部

74 No.25 須恵器 平瓶 9.2 17.6 堅綴 密 玄門部左

75 No.29 土師器 高杯 9.5 堅固 密 玄門部左

No.54 

76 No.48 土師器 高杯 14.3 8.8 あまい 良好 玄門部左

77 No.I 須恵器 斐 21. 5 40.3 堅綴 密 羨道部左l
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( 3 ）神宮谷 4号墳

1 .調査経過

神宮谷4号墳は、京都府綾部市別所町大字神宮谷にある。平成4年度から平成5年度に
（桂6)

かけて神宮谷古墳群の発掘調査を実施した。今回調査した神宮谷4号墳は、 3号墳の南側

に位置している。平成4年度には3号墳の調査を行い、 4号墳は確認のための調査が行わ

れたのみであったため、翌年度の平成5年度に横穴式石室の主体部床面の調査を行った。

調査期間は、平成5年4月19日～同5月14日で、調査面積は約170ばである。

2.位置

綾部市北西の山塊から流れ出る小河川が集まり、蛇行しながら南下する犀川は、綾部市

南西部で由良川に合流する。その犀川上流域では、多くの細長い媛小な谷地形が枝分かれ

するようにのび、それにかみ合うように細長い尾根状の丘陵を形成する。神宮谷古墳群の

位置する別所町は、 この犀川の最上流左岸域にあり、神宮谷古墳群は、 南西にのびる丘陵

南側の傾斜変換点付近に所在する。現在、確認されているのはいずれも横穴式石室を主体

部として持つ後期古墳で、周辺には五反田古墳群を除けば、単独墳か、多くとも数基程度

の石室墳である（第64・65図）。

3.調査概要

( 1）神宮奇4号績の石室

神宮谷4号墳は、平成4年度に当調査研究センターが行った神宮谷3号墳の調査中にそ

の存在が確認され、埋土の除去が行われていた。調査当初から基底石と思われる石材が露

出していたため、石室内も後世の開墾や石取り によって、副葬品などは、ほとんど遺存し

ないものと危a倶されたが、玄室内の遺物の遺存状況は良好で、あった。主体部東側では舗装

された農道によって、墳丘の遺存状況の確認はできなかった。主体部から見て、 北側と北

西側に墳丘盛り土の有無を確認するためのトレンチを掘削したが、人為的な盛り土や掘削

の痕跡は認められなかったため、外表施設を含め、墳正は遺存しないものと判断した（第

66図）。このため、調査内容は、玄室床面の基底石とその掘形や墓墳プランの検出、副葬

品の検出とそれらの記録に集約された。

まず、表出していた基底石によって固まれた部分が、石室内部の玄室と想定できた。こ

p
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1.ジンド古墳

6.八重坂古墳群

11.白道路古墳群

第64図調査地周辺遺跡分布図（ν25,000)

2.神宮谷古墳群 3八幡古墳 4.山尾古墳

7.井尻古墳群 8.稲荷山古墳 9.小狭間古墳

12.ニワトリ塚古墳 13.狭間古墳 14.五反田古墳群
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5.篠田古墳群

10.松原古墳

15.志賀古墳
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のため、床面の遺存状況の確認のために、この石室内部の埋土を除去していったが、奥壁

及び石室南半部の基底石は遺存せず、石取りの際の撹乱が奥壁西側や墓墳西側掘形肩部で

認められた。奥壁では撹乱の東側に幅30cm前後の布掘り状の基底石掘形を検出した。この

基底石掘形内の中央付近には小児頭大の石が置かれており、左右に2石の奥壁石材が立て

並べられたと推測できる（第67図）。 また、石室南半では、左右の袖石の掘形を検出した。

左右ともにいびつな楕円形のプランを呈している。袖石の安定をはかるために、細長い石

を袖石の周りに「コ」の字状に配し、袖石材の尖った部分をこの小土坑にあわせるように

して設置していたことが判明した。掘形の平面プランから、石室は、右袖部の方が左袖部

より若干突出した両袖式の横穴式石室であると判断した。玄室の幅は、奥壁に接する両側

壁でl.6m程度、玄室長は、奥壁掘形から袖石掘形までで3.2m内外を測る。玄室比（玄室

長／玄室幅）は2.0に近い値となと。

基底石の石材は、直方体に近く、長い側面を横にして布掘り状の掘形底部に置き並べら

れていた（第67・68図）。基底石の裏込め土は、地山土の固い樟褐色磯土を利用しており、

版築状に分層されうるものではなかった。この地山土でも、粒子の細かいものを玄室内の

床面の整地土として用いていた。床面は排水を考えて、南西方向にゆるやかに傾斜してい

第65図調査地位置図(1/2,500) 
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(3）出土遺物

a.土器

蓋杯（第70図l～30)

T一一4一品一益ノ事」品会T_Jl 口径は、 15～12.2cmとかな

りの聞きがある。ヘラ削りが

口縁部の 2分の l以下にな

り、口縁部と天井部の明瞭な
..... 

境界は認められない。形態の

特徴は、口縁部径が大きく、

口縁部と天井部の境がなく、 ，回， 、．，

全体として丸みを帯びるもの

(a類； 1～5）が一群として 2鵠 P24 

抽出できる。なかには、口縁 12 
内3

1ヘ 「1
部内面端部に内傾面をもつも 守9

の（3・4）がある。次に、口 •• 
縁部と天井部の聞に強い屈曲

が見られるもの（b類； 6～

10）がある。これには厚手の

もので外表面が強いなでによ

って波打つものが多い。最後

に口径が小さくなり、媛小化

して半球状になるもの （c 

類； 12）があり、ほほ三者に

大別できる。

杯身も形態的特徴をあげれ

ば、内傾した口縁部が長く外

反して立ち上がり、受け部と

の聞に明瞭な溝がはいるもの ＠糾
(a類 ；14・15・23）。口縁部 お警
と受け部の聞の凹みが浅くな

るもの（b類； 13・16～22・

24・30）。口径が小さくなり、 第69図遺物出土状況対応図（番号は図版番号に対応）
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第70図 出土土器実測図(1) 蓋杯 ・高杯
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口縁部に受け部の高さが近づくもの（C類 ；25～29）となる。

肉眼観察によって、胎土の特徴を観察表に示したが、 一概に器形による分類と対応する

ものではない。ただ、乳白色の角磯（1～2阻）を非常に多く含み、青灰色で焼成良好な胎

土a群と、黒色の光沢のある微粒子を含み、緑がかった青灰色を呈する胎土b群が最も多

く存在し、この胎土a群と b群は、杯身 ・杯蓋の a・ b類に多く認められるのに対して、

杯身c類は白色や乳白色の微粒子を含み、灰褐色で、；焼成不良な胎土e群のみである点が指

摘で、幻（付表4、胎土参照）。

高杯（第70図31～34・36～41)

有蓋高杯l点（蓋4点）、無蓋高杯2点、脚2点がある。37は、聴の口縁部を倒立させた

ような脚部をもっ。透かしはない。 38は、脚部が2条の凹線によって、二段に区画され、

二段、 二方向の透かしをもつが、上段のものは切り込みを入れるのみである。39は、脚部

が2条と l条の凹線によって、 三段に区画され、 二段、 二方向の透かしが施される。杯部

も2条の凹線によって三区分され、中央部位に木口板の圧痕による斜位の文様が施される。

40は無蓋高杯、 41は有蓋高杯の脚部と思われる。

提瓶（第71図42)

小形のもので、鈎状の把手をもっ。カキ目は明瞭で、綴密。

車（第71図43)

口縁部が大きく広がり、 一段をなす。胴部下半にはへラ削りが施され、穿孔部の下側周

囲には注目の装着に伴う器壁表面の剥落が顕著で、ある。

-=1 
第71図 出土土器実測図（2) 提瓶・聡・椀－壷
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直口壷（第71図44)

外反し、まっすぐのびる口縁部をもっ。 胴部は、 やや偏平で最大径が中位を上回る。胴

部上半内面には粘土紐の巻き上げ痕跡が顕著に認められる。

椀（第71図45～47)

3点ともA4区出土。磨耗が著しいが、下半部にはハケ目調整が施される。

b.鉄器

鉄鉱（第72図l～22)

広根簸（1～ 9）と長頚鍛oo～23）に大別できる。広根鍛は重ね腸扶をもつもの（1～ 
7・9）と直角の闘をもつもの（8 ）があり、長頚鎌には鎌身が片丸造りで、箆被のように

直角に短く突出する関部をもつもの(10～16）が主体的である。一部、切刃造りの鍛身（20)

や小さな腸扶をもつもの（21）などがある。箆被は、台形状のものが大半を占め、練箆被は

10のみである。

万子（第72図24～29)

すべて背関をもっ。鋳のため、明確で、はないが、背関は撫角になるもの（26・27）と直角

のもの（28・29）がある。26・27は、茎に把木が遺存している。26と28は、 組が装着される。

28は鋳造りに近い万身で、小万といってよい。

c.装身具

玉類（第73・74図）

勾玉2点、切子玉8点、管玉4点のほか、 420点を越す土製練玉が出土した。 破片を含

めれば、土製練玉の総数は450点を越えるものと思われる。これらは、出土地点からみる

と、 Bl区・B2区の小形土製練玉、B3区の管玉、B4区の勾玉、切子玉、大形土製練

玉の三群に分けられる。

勾玉（1・2）は、土製練玉と同様に粘土を固めたもので、 焼成されてはいない。色調は、

黒灰色で漆か黒色の顔料などが含まれるものと思われる。

切子玉（3～10）は、いずれも透明度が低く、白濁色に濁っている。水晶結晶の六角柱を

利用して上下に研ぎ分けるが、 8～10は全体に寸づまりで、六角柱の側面稜線を無視して

研がれるため、稜線が上下方向にそろわない。

管玉（11～14）は、すべてB3区から出土。他に関連する玉類はなく、環としたか疑問で

ある。ll～13は、濃緑色で碧玉製であるが、 14は白緑色で砂糖菓子のように脆い。11・

13・14は片側穿孔だが、12は両側穿孔である。

土製練玉（15～439）は、直径5～6凹ほどの小形の一群（15～416）と、直径9nun前後の大

形の一群（417～439）に分けられる。小形練玉群は、 B1 ・ B 2区で出土し、大形練玉群は

94 
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第74図 出土玉類実測図（2)

B4区で勾玉、切子玉の付近から出土した。破片を観察すると内部まで

唱黒灰色で、焼成されたようすがない。未貫通のもの（270・413）もあるこ

とから、粘土状の素材を細かく丸め、針などでさして穿孔したと思われる。

銀耳環（第75図）

銅芯銀貼耳環で、 l点しか出土しなかった。一方の端部の銀箔が剰が
第75図銀耳環

れ、銅芯が腐蝕して先細りになっている。断面は円形で、 銀箔は端部で銅芯断面にあわせ

て円形に切り出され、 小口部分を覆うように、精巧に仕上げられる。

4.棺配置

玄室床面内には、木棺作成に使用される鉄釘などが出土しなかったため、安置された棺

数や追葬回数などは確定できない。ただ、玄室床面に置かれていた石の配置状況によって

木棺の位置を推定復原してみたい。まず、奥壁に平行して走る二列の石列は、玄室中軸線

に平行して走る中央石列よりもレベルが低いため（第68図）、最初の納棺に伴うものと思わ

れる。しかし、棺台とするには幅がlm 以上の木棺を想定しなければならず、石室にそぐ
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わない。また、棺台として棺を支えていたとするに

は各石のレベルが不ぞろいすぎる。このため、石列

は木棺の長側板を倒れないように支えるための置石

であったと考えたい。これなら、各石の頂点のレベ

ルが不ぞろいでも、長側板に沿っていれば用は足り

ることになる。つまり、幅60cm・長さ150cm余りの

木棺が推定でき、 これを初葬の施設とみなせる （第

1被葬者）。

次に、玄室中軸線に平行に石列が配置される。こ

れによって、棺の方向が玄室中軸線に平行になるよ

うに規定される。玄室左側では、管玉や勾玉、切子

玉などの玉類を棺内被葬者装身具と考えれば、左袖

部隅角にあわせた棺配置を考えざるを得ない（第2

被葬者）。 また、玄室右側では右袖部付近の須恵器

の蓋杯類が木棺の小口部分に副葬されたと考えれ

ば、左側の棺より若干奥壁によったところに配置さ

＼ 

~；0 
第76図木棺配置想定図

れたと見るのが妥当であろう（第3被葬者）。これら

のことを考えあわせれば、 3つの木棺が存在したと考えたい（第76図）。出土した土器類か

ら、追葬の期間は、それほど長期にわたるものではなかったはずで、あるが、各被葬者の副

葬品はそれぞれ異なる。この推測が正しければ、第 l被葬者は提瓶や高杯とともに多量の

土製練玉を棺外に配置する。第2被葬者は、頭部に鉄鍛や玉類、足元に管玉を持つ。第3

被葬者は玉類を持たず、須恵器のみの多量副葬を棺外に行うといった被葬者像が想定できる。

5.小結

今回の調査では、墳丘と横穴式石室の大半は遺存していなかったが、玄室床面の保存状

態は、良好なものであった。横穴式石室は、玄室比2に近く、羨門部に向かつてやや開く

羨道が敷設される両袖式のものと推測できた。閉塞石などは削平のため、全く遺存しなか

った。古墳の築造された時期は、出土遺物などから 6世紀後葉と考えられる。石室は、神

宮谷3号墳とよく似た平面プランが想定される。しかし、その規模が小さく、使用される

基底石石材が小型化していることからも、 3号墳に追行するものとできょう。

また、玄室床面に置かれた石列から、 3つ以上の木棺が安置されたものと見られ、副葬

遺物が各々異なるものと考えられた。 （野島 永）
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付表4 神宮谷4号墳出土土器法量表

番号器種 口径 器高 胎土・色調 －焼成 出土位置 残存率 記録番号 備考

1 杯蓋 15.00 4.60 b . i炎青灰色・良好 A4区 8/8 35・36

2 杯蓋 14.90 2.90 b .淡緑灰色 ・良好 A4区 7/8 30 

3 杯蓋 14.80 3. 70 暗灰色・良好 B4区 4/8 51・55

4 杯蓋 14.60 4.35 j炎青灰色・不良 A4区 8/8 29・31

5 杯蓋 14.40 3.55 b .淡青灰色 ・良好 A5区 1/8 13 

6 杯蓋 14.20 4.45 c .暗青灰色・良好 A4区 8/8 37 

7 杯蓋 14.20 4.00 a .暗青灰色・良好 A4区 718 34 

8 杯蓑 13.90 3.80 a .黒灰色 ・良好 A5区 7/8 10 

9 杯蓋 13.40 4.40 a .黒灰色・良好 A4区 1/8 50 

10 杯蓋 13.00 2.90 淡灰色・不良 1/8 30 

11 杯蓋 12.60 3.55 b .淡緑青灰色 －良好 A5区 8/8 13・44

12 杯蓋 12.20 4.25 巴・灰褐色 ・良好 A5区 8/8 9 

13 杯身 14.40 3.55 j炎脊灰色 ・良好 A4区 1/8 13 

14 杯身 13.40 4.95 暗青灰色・良好 1/8 19 

15 杯身 13.00 4.50 c .明青灰色・良好 A4区 8/8 32 

16 杯身 13.00 4.20 a .暗青灰色・良好 A4区 3/8 17 

17 杯身 13.00 3.55 b .緑青灰色 ・良好 B4区 4/8 5 

18 杯身 12.80 4.00 b .緑青灰色 ・良好 A4区 8/8 41・49

19 杯身 12. 70 4.45 c .淡青灰色・良好 A4区 7/8 18 

20 杯身 12.30 3.90 b .暗緑青灰色・良好 B4区 8/8 4 

21 杯身 12.20 4.40 b .明白色・良好 A4区 8/8 21 

22 材、身 12. 15 4.00 d .淡青灰色 ・良好 A4区 8/8 26 

23 杯身 11. 80 4.20 d .淡青灰色・良好 A5区 7/8 34 

24 杯身 12.30 2.3～ f .乳白色・不良 A4区 7/8 6 

25 杯身 11. 00 4.10 e .灰茶褐色・不良 A4区 8/8 28 

26 杯身 10. 80 3.80 e ・ 7炎灰褐色・不良 A4区 8/8 27 

27 杯身 10.70 4.00 e .淡灰褐色・不良 A4区 8/8 25 

28 杯身 10.40 4.10 e ・ i炎灰褐色・不良 A4区 6/8 12 

29 杯身 10.30 4.00 e ・ i，炎灰褐色 －不良 A4区 8/8 22 

30 杯身 10. 60 3.35 a .暗黒灰色 ・良好 B4区 1/8 5 

31 高杯 16.30 5.20 a .育灰色 ・良好 B4区 8/8 3 

蓋

32 高杯 13.80 4.10 b . i炎緑青灰色 ・良好 A5区 5/8 13 

蓋

33 高杯 12.90 4.80 b .淡緑青灰色 ・良好 A5区 8/8 12 

蓋

34 高杯 12.85 4.60 暗青灰色良好 A5区 7/8 42 ひずみ大、

蓋 内面剥離

35 短頚 12.40 4.50 c .青灰褐色・良好 A5区 8/8 15 

査蓋

36 高杯 9.00 0.50 灰色 ・不良 A5区 1/8 8 

脚

37 高杯 12.50 11. 40 c .灰白色・良好 B 5区 8/8 8 自然紬付着

-99 



京都府遺跡調査概報第62冊

38 高杯 12.90 13.80 i炎灰褐色・不良 A4区 7/8 33 

39 高杯 11. 40 15.30 a .暗青灰色 ・不良 A4区 5/8 35・52・

53・45

40 高杯 10.00 6.10 a ・ i炎灰白色・良好 B I区 2/8 

脚

41 高杯 12.30 3.20 黒灰色・良好 A4区 1/8 31 

脚

42 提瓶 5.60 13.60 a .青灰色・良好 B l区 8/8 2 

43 E主 12.70 13.80 a ・ i炎青灰色・良好 A5区 618 17? 

44 長頚 10.40 9.80 樫褐色－不良 A4区 4/8 16 

査

45 椀 12. 70 4.85 糧褐色・不良 A4区 7/8 39 

46 椀 14.20 4.20 者登褐色・不良 A4区 3/8 48 

47 椀 14.60 4.40 糧褐色・不良 A4区 718 39 

48 底部 9.20 6.90 灰色・良好 A4区 1/8 7 

付表5 神宮谷4号墳出土鉄器法量表

番号 鉄器名 残存長 出土位置 記録番号 番号 鉄器名 残存長 出土位置 記録番号

鉄鉱 15.9 B4 13 16 鉄量産 11. 5 B4 30 

2 鉄鍛 13.8 B4 25 17 鉄鉱 13.4 B4 23 

3 欽鍛 10.9 B4 12 18 鉄鉱 12.8 B4 18 

4 鉄鉱 6.9 B4 20 19 鉄鉱 10.9 B 1 4 

5 鉄鉱 7. 1 B4 21 20 鉄鉱 6.8 B4 28 

6 鉄鉱 11. 3 B4 22 21 鉄鉱 2.9 Al 2 

7 鉄鉱 7.3 A3 7 22 鉄鍛 3.5 B 1 5 

8 鉄鉱 9.3 B4 27 23 鉄鉱 8.2 B4 26 

9 鉄鍛 13.l A5 24 万子 2.9 B3 8 

10 鉄鎌 13. l B4 17 25 万子 7.9 29 

11 鉄鉱 15.8 B4 11 26 刀子 11. 2 B3 6 

12 鉄鉱 13.9 B4 24・25 27 万子 15.5 B4 10 

13 鉄鍛 14.2 B4 11 28 刀子 21. 4 B3 15 

14 鉄鉱 14.2 B4 19 29 刀子 10.5 B3 9 

15 鉄鍛 11. 9 A2 3 

付表6 神宮谷4号墳出土玉類

玉No. 玉名称、 幅（mm)
高さ

色調 出土地区 記録番号 備考(mm) 

1 勾玉 8.50 20.00 黒灰色 B4 94 石室内中層（1～14)

2 勾玉 暗灰色 B4 126 

3 切子玉 15.50 20.00 濁透明 B 4 ? 112 とフ士巳・＂＇シ" 

4 切子玉 16.00 17.00 濁透明 B4 101 元形

5 切子玉 14.00 19.00 濁透明 B4 107 信7士巳・2刈~

6 切子玉 11. 50 20.50 濁透明 B3 92 ’フ三ロァz凡ノ" 

7 切子玉 13.50 18.00 濁透明 B4 96 cアbじ耳IIノノ
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8 切子玉 14.50 18.50 濁透明 B4 97 cフb巳71'ノ' 

9 切子玉 15.00 16.50 濁透明 B4 lll cフb巳71"ノ

10 切子玉 15.50 15.00 濁透明 B4 114 cフ土巳＇71"ノ： 

11 管玉（碧玉） 9.00 27.00 濃緑色 B3 91 フ々士巳・ff'：ノ

12 管玉（碧玉） 7.50 25.00 濃緑色 B3 89 dフcfク' 

13 管玉（碧玉） 7.00 19.00 濃緑色 B3 90 とフ士E・fシ， 
14 管玉 8.00 8.50 白緑色 B4 109 cフと巳・fシノ

15 土玉 4.00 4.10 濃灰色 Al 1 B 1 ・ B 2区周辺上
層(15～98)

16 土玉 5.80 3.90 濃灰色 Al 2 

17 土玉 6. 10 5.20 濃灰色 Al 3 

18 土玉 5.50 4.20 i農灰色 Al 5 ’ftァ7fノシ

19 土玉 5.20 4.60 i農灰色 Al 6 

20 土玉 5.80 3.90 黒灰色 B 1 7 完形

21 土玉 5.40 4.30 黒灰色 B 1 8 *=;;i 

22 土王 6.80 4.80 濃黒灰色 B 1 9 完形

23 土玉 6.60 5.30 黒色 B 1 10 dフ巳＇'If；ノ' 

24 土玉 4.40 3.60 灰色 B2 11 cフEじ・ffノノ

25 土玉 5.30 3.60 濃灰色 B2 12 

26 土玉 5.40 3.90 黒灰色 B2 13 

27 土玉 6.50 5.00 黒灰色 B2 14 ぐ7士E・lf~

28 土玉 6.20 4.80 黒灰色 B2 15 完形

29 土玉 4.50 3.65 灰色 B2 16 

30 土玉 5.50 4.60 黒灰色 B2 17 

31 土玉 4.50 3.60 灰色 B2 18 cフHノシ

32 土玉 6.70 5.30 濃灰色 B2 19 宅ftlシ' 

33 土玉 6.00 4.45 黒灰色 B2 20 *=fノ：ノ

34 土玉 6.25 5.35 濃黒灰色 B2 21 cフbじz月u；シ

35 土玉 4.35 4.00 濃灰色 B2 22 

36 土玉 5.55 4.30 黒灰色 B2 23 とフとi:w-；ノ
37 土玉 5. 10 3.30 黒灰色 B2 24 完形

38 土玉 5.50 3.80 議灰色 B 1 25 完形

39 土玉 6.35 5.30 黒灰色 B 1 26 ぞフ士巳・7』iク/. 

40 土玉 7.00 5.20 黒灰色 B 1 27 

41 土玉 6.50 3.20 黒灰色 B 1 28 

42 土玉 6.50 3.10 濃灰色 B 1 29 

43 土玉 6.05 5.30 黒灰色 B 1 30 と7とC:lfノシ

44 土玉 5. 70 4.20 黒灰色 B 1 31 cフbc＇川zシ/. 

45 土玉 6.50 4.50 i農灰色 B 1 32 dフ巳＇lfi

46 土玉 5.55 4.50 黒灰色 B 1 33 完形

47 土玉 3.80 4.50 濃灰色 B 1 34 

48 土玉 6.80 5.50 黒灰色 B 1 35 

49 土玉 5.30 4.65 黒灰色 B 1 36 

50 土玉 6. 70 5.15 黒灰色 B 1 37 
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51 土玉 5. 15 4.50 黒灰色 B 1 38 3'f:Wシノ

52 土玉 6.40 5.10 黒灰色 B 1 39 

53 土玉 6.00 3.80 i陸灰色 B2 40 完形

54 土玉 5.15 4.50 濃灰色 B2 42 

55 土玉 5.90 4. 70 濃灰色 B2 44 cフt:if，ノ， 

56 土玉 6.50 4.40 濃灰色 B2 45 cフf己FZ川；とシ

57 土玉 6.40 4.40 濃灰色 B2 46 3'f:W ノシ

58 土玉 4.80 3. 75 濃灰色 B2 47 dフ巳＇:ifノ" 

59 土玉 6.00 4.60 濃灰色 B2 48 

60 土玉 4.80 4.00 濃灰色 B2 50 

61 土玉 4. 70 3.40 黒灰色 B2 51 完形

62 土玉 4.80 3.80 黒灰色 B2 52 完形

63 土玉 7.00 5.20 黒灰色 B2 53 完形

64 土玉 4.60 2.60 i農灰色 B2 54 cフb己7fノノ

65 土玉 5.80 3.80 黒灰色 B2 55 宅7全Cァ:if，シ' 

66 土王 5.30 3.50 黒灰色 B 1 56 

67 土玉 6. 70 5.20 黒灰色 B 1 57 

68 土玉 4.90 4.90 黒灰色 B 1 58 ぞ7まEァ:Wi

69 土玉 6.15 3. 70 濃灰色 B 1 59 cフb巳－z月A；ノシ

70 土玉 6.10 3.65 黒灰色 B2 60 cフき巳ァ%

71 土玉 3.90 2.85 i農灰色 B2 61 CフE巳・:Ifシ

72 土玉 6.50 5.55 黒色 B2 62 完形

73 土玉 4.00 3.50 濃灰色 B 1 63 完形

74 土玉 4.70 4.00 濃灰色 B 1 64 7々台elf，シ' 

75 土玉 5.85 4.55 濃灰色 B 1 65 

76 土玉 7.80 6.85 黒灰色 B 1 66 ’フヨ己ョ7fノノ

77 土玉 4.70 4. 10 黒灰色 B 1 67 完フ告己耳IIノノ

78 土玉 4.50 3.40 黒色 B 1 68 ζ:ie% 

79 土玉 4.40 3.10 濃灰色 B 1 69 完形

80 土玉 4.20 3.50 i農灰色 B 1 70 完形

81 土玉 4.65 3.90 i農灰色 B 1 71 ’フヨEァ7f，シ' 

82 土玉 6.80 4.00 黒灰色 B 1 72 dフ己＇lfノノ

83 土玉 6.90 5.00 黒灰色 B 1 73 と7全Eア:if ノシ

84 土玉 6.80 4.80 黒灰色 B 1 74 ｛元r'1壬

85 土玉 6.55 5.00 黒灰色 B 1 75 ’フヨEァ耳II'ノ， 

86 土玉 5.05 4. 15 灰色 B 1 76 

87 土玉 6.60 5. 70 黒色 B 1 77 と7士E・耳IIノノ

88 土玉 4.20 3.30 濃灰色 B 1 78 完形

89 土玉 6.40 4. 70 黒灰色 B 1 79 5己刃wi

90 土玉 5.80 4.40 黒灰色 B 1 80 と7土E・:iv.シ

91 土玉 5. 75 4.50 i農灰色 B 1 81 完形

92 土玉 6. 10 4.35 i農灰色 B 1 82 とフ士巳・Z川忌~

93 土玉 8.80 6. 70 灰色 B 1 83 

94 土玉 5.60 3.95 濃灰色 B 1 84 ぐ7士E・:if~
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95 土玉 5.35 4. 15 濃灰色 B2 85 cフt%

96 土玉 6.50 4.50 濃灰色 B2 86 dフ三aノノ
97 土玉 5.50 3.45 濃灰色 B3 88 

98 土玉 4.80 3.60 灰色 Al 128 B 1 ・ B 2区周辺中
層（98～170)

99 土玉 4.60 4.85 灰色 Al 129 

100 土玉 6. 75 5.00 黒灰色 B2 130 完形

101 土玉 5.55 4.95 黒灰色 B2 131 ’7三Eァ%

102 土玉 5.50 4.35 黒灰色 B2 132 完形

103 土玉 4.10 3.35 黒褐色 B2 133 完形

104 土玉 5.70 4.85 黒灰色 B2 134 cフbじ正II，ノ' 

105 土玉 4.35 3.85 濃灰色 B2 135 と7士巳・z川zシ〈

106 土玉 5.20 4.15 濃灰色 B2 137 と7とE・耳JIノ:;. 

107 土玉 6. 75 4.80 黒色 B2 138 だ7とdク〈

108 土玉 5.25 3.50 濃灰色 B2 139 

109 土玉 5.50 4.05 濃灰色 B2 140 

110 土玉 6.00 4.35 黒灰色 B2 141 

111 土玉 4.55 3.50 黒色 B2 142 完形

112 土玉 5. 75 4.40 黒灰色 B2 143 

113 土玉 5.40 4.00 黒褐色 B2 144 完形

114 土玉 5.20 4.20 濃灰色 B2 145 

115 土玉 6.40 4.50 濃黒褐色 B2 146 と7とE・耳JI~ノ， 

116 土玉 4.90 4.00 黒褐色 B2 147 7tlf，：ノ' 

117 土玉 4.55 3.40 黒灰色 B2 148 仁フ会E・%

118 土玉 5.55 4.35 黒灰色 B2 149 dフarシ
119 土玉 4.00 3.20 黒褐色 B2 150 

120 土玉 5.40 4.45 黒褐色 B2 151 ’フ三巴ァ耳jクと

121 土玉 6.50 5. 10 黒色 B 1 153 完形

122 土玉 5.00 3.85 黒灰色 B 1 154 ’フ~・耳JIノ:;. 

123 土玉 4.45 3.20 濃灰色 B 1 155 7土arノ
124 土玉 6.75 4.60 黒色 B 1 157 'f巳・:irノ

125 土玉 4.40 3.00 渡灰色 B 1 158 dフ巳•Jf：ノ， 

126 土玉 6.45 4.85 濃黒褐色 B 1 159 cフ士巳・rシ' 
127 土玉 6.60 4.80 黒灰色 B 1 162 完形

128 土玉 4. 10 3.20 灰色 B 1 163 完形

129 土玉 5. 70 3.85 黒灰色 B 1 164 ’フ'tマJIγ~

130 土玉 6. 75 5.60 黒色 B 1 165 ’ft・71正i

131 土玉 6.10 5.00 黒灰色 B 1 166 7士巳.%

132 土玉 5.90 4.60 黒色 B 1 167 完形

133 土玉 4.85 4.20 灰色 B2 168 完形

134 土玉 4.60 3.85 黒灰色 B2 169 ｛元形tr/ 

135 土玉 5. 45 4.65 濃黒褐色 B 1 170 7々土E・Jfシ"' 

136 土玉 6. 40 5.40 濃灰色 B 1 171 信7士巳•Jf；ノ"' 

137 土玉 6. 40 5. 70 黒色 B 1 172 
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138 土玉 5.80 4.10 濃灰色 B 1 174 

139 土玉 5.40 4.40 灰色 B 1 176 5t% 

140 土玉 6.90 4.85 黒色 B 1 177 ’7三c~

141 土玉 5.80 4.40 灰色 B 1 178 完形

142 土玉 4.95 3.60 濃灰色 B 1 179 完形

143 土玉 5.40 4.10 濃灰色 B 1 180 完形

144 土玉 5.15 4.25 黒灰色 B 1 181 ，フ＂cァ耳IIノ-;, 

145 土玉 5. 45 4.35 濃黒褐色 B 1 182 7'(;テ耳1-;,と

146 土玉 6.00 4.25 濃灰色 B 1 184 ’7士ar-ノ
147 土玉 4.45 3.90 濃灰色 B 1 185 cフ士乙，JL川；4シ

148 土玉 6.00 4.60 灰色 B 1 186 ’フ吉E正IIノ" 

149 土玉 5.30 4.25 灰色 B 1 187 完形

150 土玉 5.30 4.00 黒灰色 B 1 188 7三Eァ耳IIノ" 

151 土玉 6. 70 5.40 i農黒灰色 B 1 189 5t7fノ" 
152 土玉 6.60 4.80 i農黒褐色 B 1 190 完形

153 土玉 4.05 3.20 i農褐色 B 1 192 cフ~耳IIノ" 

154 土玉 5.20 4.10 黒褐色 B 1 193 ’フ＝三巳，~

155 土玉 4.80 4.20 濃灰色 B 1 194 

156 土玉 7.20 5.20 黒色 B2 195 5t7fノシ

157 土玉 5.10 4.40 黒色 B2 196 

158 土玉 6.80 5.55 黒色 B2 197 5t1fi 

159 土玉 6.80 5.25 濃黒褐色 B2 198 dフelfノ" 

160 土玉 6.40 4.90 j農黒褐色 B2 199 cフと巳・耳IIノシ

161 土玉 4.80 3.60 黒灰色 Al 200 

162 土玉 6.55 5.20 j農黒褐色 B 1 203 完形

163 土玉 5.45 4.60 j農黒褐色 B 1 204 フ々土E・%

164 土玉 3.56 4.30 灰色 B 1 205 

165 土玉 4.50 4.45 j農灰色 B 1 205 

166 土玉 4.55 4.35 濃黒褐色 B2 206 

167 土玉 6.40 5.15 黒色 B2 207 ζフ士E・%

168 土玉 4. 15 3.20 黒褐色 B2 208 

169 土玉 5.85 5.20 黒褐色 B2 209 dフじ＂ffノ< 

170 土玉 4.60 3.80 灰色 B 1 173 完形

171 土玉 7.30 5.95 黒灰色 B 1 211 完形 Bl ・B2区
周辺下層(171～218)

172 土玉 5.20 3.90 黒灰色 B 1 212 完形

173 土玉 7.00 5.00 黒灰色 B 1 213 5t~ク/, 

174 土玉 4.35 3.80 暗灰色 B 1 215 仁プ士巳.，ノfノ" 

175 土玉 5.25 3.85 黒灰色 B 1 216 ’fじ＂ff'シ

176 土玉 6. 70 5.00 黒灰色 B 1 217 にフまgi

177 土玉 6.10 5.05 暗灰色 B 1 218 せフelfノシ

178 土玉 6.30 5.60 黒灰色 B 1 219 ’フz三巳子'Jfi

179 土玉 7.00 5.60 黒灰色 B 1 220 完形

180 土玉 4.80 3. 70 黒灰色 B 1 222 
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181 土玉 5.50 4.40 黒灰色 B 1 223 cフ士E・-)fノ:/ 

182 土玉 4.20 3.55 黒灰色 B 1 224 

183 土玉 6.00 4. 70 黒灰色 B 1 225 7f;7f，ノ' 

184 土玉 6.20 5.00 黒灰色 B 1 227 ｛元%

185 土玉 4.30 3.55 暗灰色 B 1 228 

186 土玉 5.40 3. 70 暗灰色 B 1 229 宅7土巳・IハZシ〈

187 土玉 4.50 3.10 黒灰色 B 1 230 

188 土玉 7.50 5.90 黒灰色 B 1 231 

189 土玉 5.00 4.50 黒灰色 B 1 232 完形

190 土玉 5.30 5.00 黒灰色 B 1 233 完形

191 土玉 4.00 3.45 黒灰色 Al 234 

192 土玉 5.30 3.80 黒灰色 B 1 236 仁フbじ7f' ノ

193 土玉 6.60 4.80 黒灰色 B 1 237 cフHノノ

194 土玉 5. 70 4.00 黒灰色 B 1 239 信7士E・::r:-ン

195 土玉 4.60 3.80 暗灰色 B 1 240 と7とC7fノ/ 

196 土玉 5.05 3. 70 黒灰色 B 1 241 dフill'ノ/ 

197 土玉 5.00 4. 15 黒灰色 B 1 242 完形

198 土玉 5.00 3.90 暗灰色 B 1 243 完形

199 土玉 4.20 3.80 暗灰色 A 1 244 dフ巳＂%

200 土玉 ワ 4.40 黒灰色 B 1 245 

201 土玉 4.50 3. 70 黒灰色 B 1 246 完形

202 土玉 4.95 4.25 黒灰色 B 1 247 ぐフ台E耳II'ノ， 

203 土玉 5.00 3. 75 暗灰色 B 1 248 ぞftァ耳II，ノシ

204 土玉 6.55 5.60 黒色 B 1 249 cフb巳7f，ノ;' 

205 土玉 6. 75 5.00 黒灰色 B 1 250 'f巳－7fノノ

206 土玉 6.65 5.25 黒灰色 B 1 251 信フ士df~

207 土玉 6.10 4.60 暗灰色 B 1 252 完形

208 土玉 5.90 5.00 黒灰色 B 1 253 宅フ三Eア-)fノシ

209 土玉 6.70 4.85 黒灰色 B 1 254 7f;fク' 

210 土玉 6.05 4.80 黒灰色 B 1 255 〈フ会E・7fノ：ノ

211 土玉 6.30 4.60 黒灰色 B 1 256 7f;Jf' ：ノ

212 土玉 6.05 5.00 黒灰色 B 1 257 と7土E・i'f：ノ!. 

213 土玉 6.20 5.10 黒灰色 B 1 258 dフじ＂fクノ

214 土玉 6.80 5.10 黒灰色 B 1 259 完形

215 土玉 6.15 5.20 暗灰色 B 1 260 cフと-cfシノ

216 土玉 4.20 3.40 暗灰色 B 1 261 

217 土玉 6.20 4.00 黒灰色 B 1 210 宅フ全己ア7fクノ

218 土玉 5.90 5.60 黒灰色 B 1 235 完形

219 土玉 7.30 5.05 黒灰色 A2 266 完形 B 1 ・ B 2区周
辺最下層（219～296)

220 土玉 6.20 4.90 暗灰色 B2 270 信フ士じ－~忌ク名

221 土玉 6.20 4.90 暗灰色 B2 271 'f巳＂]f；ノ' 

222 土玉 6.40 4.80 暗灰色 B2 272 溝らしき痕あり

223 土玉 6.00 4. 70 暗灰色 B2 273 完形
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224 土玉 5.90 4.40 暗灰色 B2 274 信フ士巳.%

225 土玉 5.90 4.40 暗灰色 B2 276 

226 土玉 6. 10 4.80 暗灰色 B2 277 完形

227 土玉 6. 75 5.00 暗灰色 B2 279 7tfi'ノ:;. 

228 土玉 4.50 3.60 暗灰色 B2 280 ぐフ土じ・1ノシ' 

229 土玉 6.10 4.50 暗灰色 B 1 281 仁フ土巳.Ti'ノ:;. 

230 土玉 6.00 4.60 暗灰色 B 1 282 

231 土玉 7.00 5.60 暗灰色 B 1 283 dフafノ:;. 

232 土玉 6. 70 5.10 暗灰色 B 1 284 ’フ＝三巳~，刈'l'シ

233 土玉 6.70 ？ 暗灰色 B 1 286 

234 土玉 7.10 5.80 黒灰色 B 1 287 -r巳Zノlノ:;. 
235 土玉 5.50 4.90 暗灰色 B 1 288 7ョ己ァZ川ク< 

236 土玉 4.70 4. 10 暗灰色 B 1 289 

237 土玉 6.10 4.50 暗灰色 B 1 290 

238 土玉 4.70 4. 10 暗灰色 B 1 291 とフとE・ι＇＂ノ， 

239 土玉 5.60 3.90 暗灰色 B 1 292 完形

240 土玉 5.50 3. 70 暗灰色 B 1 293 ぞフ士E•Jf，シ' 

241 土玉 6.00 5.00 暗灰色 B 1 294 

242 土玉 4.90 4.00 暗灰色 B 1 296 cフb己:Jfノ〆

243 土玉 5.40 4.40 暗灰色 B 1 298 7土じ’Z川F' 

244 土玉 6.50 4.80 暗灰色 B 1 299 7土cri"ン

245 土玉 5.80 4.80 暗灰色 B 1 300 とフ士巳・z川zコ〈ン

246 土玉 5.80 4.20 暗灰色 B 1 305 とフ土E・1fタノ

247 土玉 6.20 ワ 暗灰色 B 1 307 

248 土玉 6.95 5.45 暗灰色 B 1 308 とフ土巳・Zハ岳コ〈ン

249 土玉 5.30 4.60 黒灰色 B 1 309 

250 土玉 6.20 5.20 暗灰色 B 1 310 完形

251 土玉 6.60 5.10 黒灰色 B 1 311 完形

252 土玉 6.80 4.80 暗灰色 B 1 312 dフじ• JJO〆シ

253 土玉 5. 70 5.10 暗灰色 B 1 313 cフE巳・:wノノ
254 土玉 6.30 5.05 暗灰色 B 1 315 7t1f' シ
255 土玉 6.40 4.80 暗灰色 B 1 317 cフtif'シ

256 土玉 5.60 4.50 暗灰色 B 1 319 

257 土玉 6. 70 5.10 黒灰色 B 1 320 Cブ'aノシ

258 土玉 6. 70 ワ 黒灰色 B 1 321 

259 土玉 5.95 4.80 暗灰色 B 1 322 cフb巳:wi
260 土玉 7.20 5.50 暗灰色 B 1 323 cフb己:Jfノ， 
261 土玉 5.40 4.40 暗灰色 B 1 324 

262 士玉 6. 75 5.00 暗灰色 B 1 325 ’7三己~，川'l'シ

263 土玉 7.00 5. 70 暗灰色 B 1 326 7t7Eノ, 

264 土玉 6.40 ？ 暗灰色 B 1 327 

265 土玉 5.45 3.90 暗灰色 B 1 328 7主E・If'ノ

266 土玉 6.50 5. 10 暗灰色 B 1 330 cフbじ耳IIノ:;. 

267 土玉 6.50 5.00 黒灰色 B 1 331 
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268 土玉 7.00 5.65 暗灰色 B 1 333 完形

269 土玉 6. 70 4.60 暗灰色 B 1 334 完形

270 土玉 5.40 4.60 暗灰色 B 1 335 未貫通孔

271 土玉 6.60 5.60 黒灰色 B 1 337 ’フ~~

272 土玉 6.10 4.50 暗灰色 B 1 338 ぞ7士Eァjf，ノ， 

273 土玉 7.40 5.25 暗灰色 B 1 339 と7土Eァjf，ノ， 

274 土玉 6.50 5.20 暗灰色 B 1 340 ｛元~

275 土玉 6.40 4.80 暗灰褐色 B 1 341 

276 土玉 5. 70 4.40 暗灰色 B 1 343 

277 土玉 6.40 5.30 暗灰色 B 1 344 完形

278 土玉 6. 70 5.30 暗灰色 B 1 345 

279 土玉 6.90 6.00 暗灰色 B 1 346 完形溝痕

280 土玉 6.20 5.50 黒灰色 B 1 347 完形

281 土玉 6.20 4. 75 暗灰色 B 1 350 

282 土玉 6.30 5.30 暗灰色 B3 351 石室内最々下層完形

283 土玉 5.20 4. 10 暗灰色 B 1 352 完形構らしき痕

284 土玉 5.50 4.95 暗灰色 B 1 353 ｛元%

285 土玉 6.00 4.40 暗灰色 B 1 354 信フ士－［；・Jfノシ

286 土玉 6.20 5.10 黒灰色 B 1 355 cフ~r：ノ' 

287 土玉 6.30 4.80 黒灰色 B 1 356 ’7ヨEァι川fシ

288 土玉 5. 70 4. 70 暗灰色 B 1 357 cフ士E・ιJI〆シ

289 土玉 5.60 4.10 暗灰色 B 1 358 ’フ士EιJtノ〆

290 土玉 4. 70 3.80 黒灰色 B 1 359 完形

291 土玉 4.80 3.50 暗灰色 B 1 360 4フtf仁ノノ

292 土玉 4.80 3.80 暗灰色 B 1 361 ’7ヨEァ~

293 土玉 5. 70 4.30 暗灰色 B 1 362 

294 土玉 6.60 5.40 暗灰色 B 1 363 

295 土玉 9.00 7.00 暗灰色 B 1 364 南東区踏黄褐色上層

296 土玉 9.00 ？ 暗灰色 B 1 365 南東区 暗黄褐色上層

297 土玉 6.95 5. 70 黒灰色 B 1 orB 2 1 cフt巳・w-シ
298 土玉 7.30 6.25 黒灰色 B 1 orB 2 2 信フ士E"f仁ノノ

299 土玉 6.95 5.45 黒灰色 B 1 orB 2 3 dフ巳•l!Oパク< 

300 土玉 7.20ll詰 5.05 黒灰色 B 1 orB 2 4 完形

301 土玉 5.25 4.00 暗灰色 B 1 orB 2 5 'fじ.＊ノ' 

302 土玉 6.35 4.60 黒灰色 B 1 orB 2 6 と7とelfシ< 

303 土玉 6.85 6.00 黒灰色 B 1 orB 2 7 とフとE・＊ノ， 

304 土玉 6.50 5. 15 黒灰色 B 1 orB 2 8 完形

305 土玉 6.90 5. 10 黒灰色 B 1 orB 2 9 完形

306 土玉 6.20 4.40 黒灰色 B 1 orB 2 10 名フ士aノシ
307 土玉 6.85 5.60 黒灰色 B 1 orB 2 11 cフb巴Z川クζ 

308 土玉 6.60 5.40 黒灰色 B 1 orB 2 12 完形

309 土玉 6.00 4. 70 黒灰色 B 1 orB 2 13 ＊耳1！ノ' 
310 土玉 5.90 5.10 暗灰色 B 1 orB 2 14 dフ土c%

311 土玉 5.90 4.80 黒灰色 B 1 orB 2 15 完形
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312 土玉 6.25 5.15 暗灰色 B 1 orB 2 16 完形

313 土玉 5.85 5.10 黒灰色 B 1 orB 2 17 cフelfシ' 

314 土玉 5.80 4.25 暗灰色 B 1 orB 2 18 

315 土玉 5. 75 4.60 黒灰色 B 1 orB 2 19 と7とE.% 

316 土王 5.95 4.10 黒灰色 B 1 orB 2 20 5'じ・:ir-ノ

317 土玉 5. 70 5.15 黒灰色 B 1 orB 2 21 cヌ士じ’Z川＇＂；＂シ

318 土玉 5.60 5.00 黒灰色 B 1 orB 2 22 仁7とc%

319 土玉 5. 70 3.80 黒色 B 1 orB 2 23 完形

320 土玉 5.40 4.60 黒灰色 B 1 orB 2 24 完形

321 土玉 6.00 5.05 暗灰色 B 1 orB 2 25 

322 土玉 6.00 4. 70 暗灰色 B 1 orB 2 26 

323 土玉 5.50 4. 70 黒灰色 B 1 orB 2 27 jとE・~I忌：4シ

324 土玉 5.90 4.55 暗灰色 B 1 orB 2 28 cフと巳.，刈＇＂；＂シ

325 土玉 6. 40 4.75 黒灰色 B 1 orB 2 29 j士E・2刈乙~

326 土玉 5.45 4.40 黒灰色 B 1 orB 2 30 ぐ7士巳・z刈＇＂；＂シ

327 土玉 5.15 3.60 黒灰色 B 1 orB 2 31 7t1fシ〆

328 土玉 4. 75 3. 70 黒灰色 B 1 orB 2 32 ’フ土じ・7fノノ

329 土玉 4.40 3.20 暗灰色 B 1 orB 2 33 仁フb己1f< シ

330 土玉 5.95 4. 70 黒灰色 B 1 orB 2 34 dフ巳•Jfノシ

331 土玉 6.65 4.60 黒灰色 B 1 orB 2 35 

332 土玉 5.80 4.20 黒灰色 B 1 orB 2 36 

333 土玉 7.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 1 仁7とじ・耳JI，ノ' 

334 土玉 6.00 4.50 黒灰色 Bl ・B2区採集 2 

335 土玉 6.00 5.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 3 7tff' シ

336 土玉 6.00 5.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 4 dフじ•Jfノ' 

337 土玉 6.50 5.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 5 

338 土玉 6.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 6 cフEじ•Jfノシ

339 土玉 5.00 4.50 黒灰色 Bl ・B2区採集 7 完形

340 土玉 6.00 4.00 黒灰色 B 1・B2区採集 8 仁フと巳•Jfノシ

341 土玉 7.50 5.50 黒灰色 Bl ・B2区採集 9 7ま巳ア1f~

342 土玉 6.00 4.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 10 ’7士E・耳JIノノ

343 土玉 7.00 6.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 11 cフuノ'./ 
344 土玉 7.00 6.00 黒灰色 B 1・B2区採集 12 cフb1:% 

345 土玉 8.00 6.00 黒灰色 B 1・B2区採集 13 ぞフ士巳・'Fシ〈

346 土玉 6.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 14 信フ士巳・;if'.'ン

347 土玉 5.00 4.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 15 信フ士巳・1fシ〈

348 土玉 4.50 4.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 16 cフ士E・'Fク< 

349 土玉 7.50 5.50 黒灰色 Bl ・B2区採集 17 信フ士巳・1忌ク〈

350 土玉 5.50 5.00 黒灰色 B 1・B2区採集 18 仁フ士巳・耳II'ノ' 

351 土玉 6.50 6.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 19 完形

352 土玉 6.00 5.00 黒灰色 B 1・B2区採集 20 cフHノノ

353 土玉 6.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 21 7tfi'シノ

354 土玉 6.00 5.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 22 dフcfi'シ〈

355 土玉 6.00 5.00 黒灰色 Bl ・B2区採集 23 7土E・fシ' 
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356 土玉 5.50 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 24 宅フ士巳.，刈iシ,, 

357 土玉 6.50 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 25 完形

358 土玉 7.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 26 完形

359 土玉 6.50 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 27 完形

360 土玉 5.50 5.50 黒灰色 Bl ・B2区採集 28 信7士CJf~

361 土玉 7.00 5.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 29 完形

362 土玉 6.50 5.00 黒灰色 Bl ・B2区採集 30 dフaf，ノ， 

363 土玉 7.50 5.00 黒灰色 Bl ・B2区採集 31 dフafノ" 

364 土玉 7.00 6.50 黒灰色 Bl ・B2区採集 32 dフじ＇Jfノノ

365 土玉 6.00 5.00 黒灰色 B 1・B2区採集 33 完形

366 土玉 6.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 34 

367 土玉 5.00 3.00 黒灰色 Bl ・B2区採集 35 cフi:Jfシ

368 土玉 5.50 4.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 36 dフ巳＇]fシ' 

369 土玉 7.00 5.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 37 dフ巳＇-)fシ,, 

370 土玉 5.00 4.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 38 cフ士巳＇Jfノノ

371 土玉 6.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 39 

372 土玉 7.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 40 7々全Eア-)fノ" 

373 土玉 6.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 41 dフ-C-Jfノン

374 土玉 5.50 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 42 dフ己＇Jfノ,, 

375 土玉 6.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 43 ’7三Eァ1忌ク< 

376 土玉 5.50 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 44 

377 土玉 6.00 4.00 黒灰色 B 1・B2区採集 45 

378 土玉 6.50 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 46 完形

379 土玉 6.00 5.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 47 とフ士Eァ五IIノノ

380 土玉 6.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 48 告7主ifク/. 

381 土玉 7.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 49 

382 土玉 5.50 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 50 ’7三Eァ＊ノ/. 

383 土玉 4.50 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 51 元形

384 土玉 5.00 4.00 黒灰色 Bl ・B2区採集 52 7¥:-Jfシノ

385 土玉 5.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 53 完形

386 土玉 5.00 3.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 54 完形

387 土玉 6.00 3.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 55 宅フ全Eアmノ， 
388 土玉 6.50 4.00 黒灰色 B 1・B2区採集 56 

389 土玉 5.00 3.50 黒灰色 Bl ・B2区採集 57 完形

390 土玉 5.50 3.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 58 とフ士ロ＇%

391 土玉 4.50 3.50 黒灰色 B 1・B2区採集 59 7¥:Jfノ/. 

392 土玉 4.50 3.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 60 7¥:-Jfノ： ノ

393 土玉 6.50 6.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 61 7'c ァ-)fシノ

394 土玉 5.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 62 完形

395 土玉 6.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 63 ’フ三Eァ耳II＜ノシ

396 土玉 7.00 5.00 黒灰色 Bl ・B2区採集 64 〈フ主Eア宝If，ノ， 

397 土玉 5.50 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 65 完形

398 土玉 7.00 5.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 66 7¥:Jf＇シ' 

399 土玉 6.00 5.00 黒灰色 B 1・B2区採集 67 完形
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400 土玉 5.00 4.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 68 

401 土玉 4.00 4.00 黒灰色 B 1・B2区採集 69 ’ヌ~＊~ノ' 

402 土玉 4.50 3.50 黒色 B 1 ・ B 2区採集 70 完形

403 土玉 6.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 71 ’フ＝士E・＊ノノ

404 土玉 5.50 4.50 黒灰色 B 1・B2区採集 72 7土じ－% 

405 土玉 6.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 73 'f巳・wク< 
406 土玉 4.50 4.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 74 

407 土玉 5.50 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 75 仁フとじ・:wノ< 
408 土玉 6.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 76 名7士E・fl'シ< 

409 土玉 7.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 ｛フc}j；ノ' 

410 土玉 6.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 cフE巳－* ノノ； 
411 土玉 6.50 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 351 完形

412 土玉 6.00 4.00 黒灰色 Bl ・B2区採集 351 

413 土玉 5.00 5.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集 351 

414 土玉 5.00 4.50 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集

415 土玉 5.50 3.00 黒灰色 B 1 ・ B 2区採集

416 土玉 5. 10 3.90 灰色 Bl ・B2区採集 262 

417 土玉 8.40 7.00 灰色 Bl ・B2区採集 93 

418 土玉 8.50 8.00 黒灰色 B4 95 信フ士巳＇fl'ノ〈

419 土玉 9.50 7.50 黒灰色 B4 98 完形

420 土玉 9.00 7.00 黒灰色 B4 99 完形

421 土玉 10. 70 8.50 灰色 B4 100 

422 土玉 11. 00 9.00 黒灰色 B4 102 信7士E・w;

423 土玉 8.90 6. 75 灰色 B4 104 他破折片

424 土玉 10.00 8.50 黒灰色 B4 106 ιフとE・耳JIノシ

425 土玉 7.20 6.65 濃灰色 B4 108 

426 土玉 10. 00 12.50 黒灰色 B4 110 cフとじ・耳IIノノ

427 土玉 9.00 7.00 j農灰色 B4 113 右フ士E・fij

428 土玉 8.00 7.50 黒灰色 B4 115 完形

429 土玉 9.60 7.50 灰色 B4 47 

430 土玉 9.00 7.50 黒灰色 B4 118 ιヌ土じ.:Ifノノ

431 土玉 8.50 8.00 黒灰色 B4 119 信フ士E・rii

432 土玉 9.00 8.50 黒灰色 B4 120 ｛元］＇1五

433 土玉 9.00 8.00 黒灰色 B4 121 cヌEじ－:Ifノノ

434 土玉 10.00 8.00 黒灰色 B4 122 仁フ土巳・耳IIノノ

435 土玉 10.00 8.50 濃灰色 B4 123 ｛元7叩1；壬

436 土玉 10.00 7.00 黒灰色 B4 124 とフと己・耳IIノノ

437 土玉 9.50 6.50 黒灰色 B4 116 完形

438 土玉 9.50 7.00 黒灰色 B4 364 

439 土玉 9.50 5.50 黒灰色 B4 365 
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( 4）ジンド古墳

1.ジンド古墳の立地

ジンド古墳の位置する内久井町、金河内町は綾部市北部にあり、西方の福知山市に向か

う由良川に北側から流れ込む犀川の最上流域である。犀川は、綾部市中部の物部町以北の

上流域では大きく蛇行し、かつ葉脈状に支流をのばし、多くの媛小な谷地形を形成する。

ジンド古墳は、犀川本流の最上流にある谷地形の左岸の尾根状の小正陵先端部に位置する

（神宮谷4号墳の項、第64図参照）。犀川上流域の小支流によって分断され、舌状に本流に

向かつてのびる小丘陵が形成される。これらの尾根先端部には、 l基から数基程度の小規

模な後期古墳が点在している。付近には鶏塚古墳や山尾古墳など終末期古墳もあり、古墳

時代後期後半から終末期にかけての造墓活動を続けた集団の存在を知ることができる。

2.調査概要

今回調査した地点は、すでに横穴式石室を主体部として持つ古墳として確認されていた

ジンド古墳（A地点）のほかに、古墳状隆起B・D地点とE陵上の平坦面（C地点）である。

B・C・D地点では、細長いトレンチを設定し、遺構の確認と遺物の検出に努めたが、顕

著な遺構は少なく、今回の概要報告もジンド古墳について主に述べていきたい（第77図）。

調査期間は、平成5年5月12日から10月14日までである。また、調査面積は、試掘調査も

含めて約720ばである。

( 1）ジンド古墳の境正情造と石室

a.墳丘

A地点のジンド古墳は、 古墳時代後期に造られた横穴式石室を持つ古墳であることが確

認されていた。調査前には、墳丘中央部に石室の石材が周辺に散乱しており、後世、石材

が再利用のために抜き取られたものと考えられた。この石材の抜き取り作業に伴う掘り込

みが墳丘頂部から北側に向かつて聞いており、横穴式石室のおよその形態と開口方向を示

すものと推定された（第78図）。このため、墳正頂部から北に向かつて長方形のトレンチを

設定し、石室の検出を行った（第79図）。また、墳丘部の調査は、 石室を検出した後に、玄

室中軸線を南に延長する基準線（CC’）と玄室中軸線の中点を通り、それと直交する基準

線（AA’・B B’）を設定し、墳丘を断ち割った。最終的には、基準線によって四分割した

墳正の四分の三区画の墳丘を除去し、地山面を平面的に検出した。

1
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墳正は、内久井町と金河内町の地境溝によって、西側墳丘部分が一部掘削されており、

西側墳正盛り土の大半が失われていた。墳正の東半分には幅2mほどの浅い「U」字状の

つ
ム“
司
E
ム

第77図
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第78図 ジン ド古墳（A地区）調査前測量図（1/200)
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第79図 ジンド古墳（A地区）墳丘測量図（1/200)

したが、 北側では自然

丘陵の斜面傾斜が急な

ため、墳丘外側の周溝

掘形は認められず、

「LJ字状に削り込む

だけで墳丘を画する。

溝内には、直径lOcm前

後の杭穴が認められた

（第79図）。

墳丘東側の断ち割り

(A A’）の断面土層観

察によると、土層は主

に黄褐色砂質土を主体

として、黒墨を多く含

んだ黒褐色土層、黒墨

粒子を含む茶褐色砂質

土層、地山の明褐色砂

質土層を利用した土層

に分けられる（第80

図）。 2種類の異なる

土質の土を交互にほぼ水平に堆積させる工程を何回かに分けて繰り返している。流出した

盛り土を除き、原位置を保った盛り土層の最上面傾斜角度は22。内外であり、これをやや

上回る角度で墳正斜面が形成されていたと考えられる。また、石室中軸線から7.lmの地

点まで盛り土層が堆積しており、地山の傾斜変換点までを墳正部と見て取れば、直径16m

前後の円墳と考えられる。墓墳は、玄室部分では地山面を標高104.3～104.6m付近から掘

り込み、 103.4m付近まで石室の形態に合わせて掘削される。AA’断面では、右壁側墓墳

掘形は壁体基底石裏面から0.6mLlど離れているが、 BB’断面では、 左壁側墓墳掘形は基

底石から0.3mほどしか離れてはいない。石室壁体裏込めは、ともに地山土や黒墨土を利

用した縞状の堆積が認められた。ただ、 CC’断面では石室奥壁裏側の墓墳掘形内の裏込

め土は、縞状の堆積とはならず、締まりのない埋土が堆積していた（第80図）。
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錨鎖畿地山（明鯛色粘質土）を利用した盛り土

黒星土を含む褐色砂質土

三三三 黒星土を多く含む黒褐色土

105m 

105m 

104m 

第80図 ジンド古墳墳丘断面図（1/80)

b.石室

ジンド古墳の主体部は、北西方向に閉口する左片袖式の横穴式石室である（第81図）。奥

壁から見て右側の石室石材が石室上半部まで遺存していたが、そのほかの石材は、過去の

採石によってほとんど原位置を保つてはいなかった。 玄室中軸線は、磁北を基準と して

38°20’西に振る。石室の全長は7.15m、玄室長は3.07m、玄室幅は奥壁と接するところで

1. 60m、中央部で1.54m、玄室比（玄室長／最大玄室幅）、約1.92になる。羨道長4.08m、

羨門幅は玄門で1.Om、羨門でl.lm、最も狭いところで0.86mほどになる。

奥壁は、幅0.8m・厚さ0.3mほどのほぼ同じ大きさの石材を2つ立てならべて基底石を

構成する。二段目より上は、板状の石材を小口積みに重ねる。壁体上部は、現位置を留め

ず、やや後方（南側）に移動しているようであり、 元来、垂直に近く積み上げられていたも

のと思われる。奥壁では水平方向に目地が通るが、 左右の側壁では基底石のサイズが一様

ではなく 、目地もそろわず、やや乱雑に積まれる。奥壁と右側壁の隅角は、明瞭な狭角を

なすが、遺存した最も上の一石はこの角を渡るように置かれている。両側壁の基底石は、

玄室のそれよりも小振りで、平たい石材を乱雑に小口積みにする。羨道部床面は、 墓道に

向かつてやや傾斜しており、中央に排水溝が走る。
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c.閉塞石

羨門部に位置していた集石遺構を閉塞石とみなした（第81図）。円形の掘り込みを行った

後に小児頭大の円礁を積み上げる。後世の石取り作業によって高さ50cm余りしか遺存しな

い。積石の羨道側は、面を意識してつくられ、途中からの積み直しも認められない。墓道

部にlOcmほどの埋土が堆積した後に円礁が積まれることから、最終埋葬時に基底部から積

み直されたものと判断できる。

d.墓道部

墓道は、長さ3.5m・幅1.5m内外の掘り込みで、幅0.5m内外の底面をもっ（第81図）。

埋土は、下層の暗褐色砂質土と上層の黄褐色砂質土に分かれ、下層の上に閉塞石が遺存し

たことから、墓道は最終埋葬時以前に掘りこまれたものが埋め戻されず、使用され続けた

と考えられる。墓道床面両端には6つの杭跡が検出された。墓標のようなものを立て、結

界としたのであろうか。

(2)i貨物の出土状況（第82～85図）

石室内から出土した遺物は、土器や鉄器など、総数140点以上に達する。遺物の取り上

げ、遺構の実測に際して、便宜的に玄室中軸線とその中点から南北に lm間隔で地区割り

線を設定し、奥壁から見て石室右側をA区、左側をB区、奥壁から 1区、 2区とした（第

83図）。

奥壁近辺の遺物は、主にAl区、 Bl区から出土している。

A l区には、須恵器杯、杯蓋と査鐙、万子などの遺物があり、杯蓋(17）、 杯身（34・41)

が奥壁に立てかけられた状態で出土した（第83図）。その周囲にも杯身 ・杯蓋が配置されて

おり、杯蓋(12. 29）の上で鐙（54）が出土した。Bl区では、須恵器杯身・杯蓋のほか、長

頚査、高杯、鉄鉱、轡などが出土した。特に、長頚査（79）、 口縁部付近では杯蓋 ・杯身が

重なって出土し、雑然と積み上げられた状態を示していた。Bl区東側の奥壁中央部には

棺台と考えられる二つの石の上に杯身（39・63）などが置かれていたが、この石の下にはA

1区奥壁東側の鐙とセットとなると思われる轡（52）が出土した。このため、 Al区で検出

された土器群や馬具が副葬された後に、 Bl区（奥壁西側）に須恵器の一群を集積したこと

になろう。

左袖部の遺物は、 主にB3区、 B4区から出土している。須恵器杯身・杯蓋のほかに、

高杯、車、台付長頚童、提瓶、直万、鐸がある。杯蓋（5・13・18）、杯身（49・54）など、

重ねられて出土し、提瓶や聴も雑然と積み上げられた状況で出土している。その上には、

抜身の直万を二振り、鉄刀4の茎の上に鉄万2の切っ先を重ねるようにして置かれていた。
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め
ES

⑥ 
。

第四図 ジン ド古墳石室内遺物出土状況図（1/25)
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左袖部の遺物集積の周囲には玄室床面からやや浮いた状態で角礁が置かれており、副葬品

の集積に際して、崩れないよう囲うために、棺台石が再利用されたものと見られる。杯蓋

10は、 B1区とB4区の集積された

須恵器群のなかの破片が接合したも

ので、この二つの集積行為が比較的

近い時期に行われたことを示唆す

る。つまり、 二つの遺物群は追葬に

際して、それ以前の葬送における副

葬品の片付けられた結果の集積と考

えるのが妥当である。

B3区 ・B4区にかけて集積され

た遺物群の周辺には、さらに、杯蓋

(19・22・24・26）、杯身（50・52・

53・56）があり、床面に密着して出

土した。このほか、玄室右側壁部分

にも杯蓋（28）、杯身（55・65）、無頚

査（67）があり、これを挟むようにし

て鉄鍛群が出土している。 A2区に

位置するものは広根鍛であり、A3

区に位置するものは尖根の長頚鍬を

主体としている。これらの遺物も床

面に密着した状態で出土しており、

長｜器

34 
品'fl•。•48 

民、
24 

fdJ、5 Oa 

。b

f
M
AUも
h
h
U
1
 

ham 古

2い
問

ー、羽

1m 

。

副葬後の移動がなかったものと考え

ても差し支えない。

また、 羨道部の遺物は、玄門部か

らやや北側、平瓶（87）と杯蓋（30）、

杯身（60・63）が出土している。羨道

床面部分に接しており、鉄万 l及び

耳環a・ bとともに最終埋葬に伴う

ものと考えられる。以上、三者の遺

物群は集積された状況はなく、副葬

第83図遺物出土状況対応図（番号は図版番号に対応） された原位置をとどめているものと
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考えられる。

玄室の床面には、玄室中軸線に平行して、

石列が検出され、その左右に棺台と思われる

拳大の石が配列されていた。

(3）出土遺物

a.須恵器（第86～90図l～79・81・83～

87) 

ジンド古墳から出土した須恵器は、石室内

では個体数として、 85点以上を数える。その

構成は、須恵器杯蓋32点、杯身34点、無蓋高

ー＿，／

一一一一一工－

杯2点、曜日、台帳頚査3点（蓋l点）、 →84 
無頚査、短頚壷、広口査、直口査各l点、提

瓶4点である。図版の杯蓋 ・杯身実測図の配

列は、口径を基準としている。器体が八分の

一以上残存しているものについて図化した

が、その多くは完形に近いものである。法

量・胎土 ・色調・出土位置などは、付表7を

参照されたい。

杯蓋（1～32) 

玄室内及び墳丘流出土から出土したもの

は、個体数にして32点以上である。その大半

が玄室内から出土しているが、一部に墳正流

出土内から出土した細片と接合する例があ

る。各個体の微細な形態差や胎土 ・焼成によ

って細分類することは可能であるが、 一応口

径及び断面の形態の特徴から次の3類に大別

する。

a類 口径が大きく、口縁部と天井部の聞

に強い屈曲がなく、全体として丸みをもっ。

口縁端部は垂直にならず、水平線に斜交する

( 1～3・7～10・20・22・23）。

b類 口縁部と天井部の聞に強い屈曲をも

~u 

z量
50cm 

第84図 奥壁左隅・左袖部遺物出土状況図（1/20)

第85図 墓道部遺物出土状況図
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第86図 出土土器実測図（1) 蓋杯
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ち、後円端部が垂直に下がる（4～6・11～19・21・24～27）。

c類 口径が倭小化し、そのため半円球状に近い形態をもっ。天井部はへラ切り未調整

か、わずかにヘラ削りを施す（28～32）。

杯身（33～66)

杯身も同様に口径と断面形態の特徴から次の3つに分ける。

a類 口径が全体的に大きく、器高が高い。口縁部はやや外反しつつ斜めに立ち上がる。

。 10c町、
69 

第87図 出土土器実測図（2) 蓋杯・高杯 ・壷
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第88図 拓本（タタキ痕・ ヘラ記号）

その際、口縁部と受け部との聞にわずかな

断面 「VJ字状の講を作り出す（36・38・

42・49・62）。

b類 口径はa類同様であるが、器高が

低くなり、口縁部と受け部の聞に溝はなく、

なだらかに繋がる大半のもの（33～35・

37・39～41・43～45・47・48・59・66）。

c類 口径は小さくなり、全体に媛小化

する。口縁部はわずかに立ち上がるのみで、

断面形態が「YJ字状になる（46・50～

58・60・61・63～65）。

口縁が広がる杯蓋a類は、口縁部が強く内傾する杯身a類に合致する形態である。同様

に口縁が垂直に終わる杯蓋b類は、口縁部が垂直に近く立ち上がる杯身b類に合致し、口

径の小さ くなった杯蓋、杯身c類も合致するものと考える。
（往8)

胎土は、肉眼観察では大きく 8群（a～ h群）に分類した。石英微細粒を含み焼成良好な

a群と、 白色の細粒（2～ 3 mm）を多く含み、軟質の黒色微細粒子がヘラ削りによって尾を

引く b群が最も多い。また、杯身c類には、乳白色の焼成不良なh群が多いという特徴が

ある（付表7参照）。

高杯（68・69)

68は、脚が3条の回線によって四段に区画されるが、透かし孔をもたない。杯部は、杯

葦を逆にしたようで全体として器壁が厚い。69は、脚部が2条の凹線によって二段に区画

され、 3方向に2段の透かし孔をもっ。 杯部は、鋭い回線によって三区分され、中央帯に

波状文を施す。

車（71～74)

口縁部は大き く聞き、受け口状になり、口頭部と区分される。71・74は、明瞭な段が作

り出されるが、 72・73は屈曲による。73を除いて胴部下半にはヘラ削りが施される。

脚付長頚壷（75～78)

球形の胴部をもっ75と、偏平な胴部とわずかに内湾しつつ立ち上がる口縁部をもっ77・

78がある。脚部の形態はそれぞれ異なり、 75・78は珪の口縁部を倒立させたようで、77は

定脚の高杯の脚に類する。蓋76は、色調・胎土が異なるが、口径や出土位置から75とセッ

トになる可能性がある。

Aq
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ζ空~76

第89図 出土土器実測図（3) 庖・ 壷
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。 20cm 

第90図 出土土器実現lj図（4) 提瓶・平瓶
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壷類（67・70・79・81)

無頚査67、短頚壷70、広口査79、直口査81がある。広口壷79は、 Bl区で出土。ラッパ

状に大きく広がる口縁部をもっ。3条の緩慢な凹線によって区画された部位に斜位の波状

文を施す。直口査81は、焼成があまく、瓦質に近い。玉葱状の偏平な胴部は、土師器の直

口査を連想させる。

提瓶（83～86)

把手が鈎状に曲がるもの（83・85）と、釦状になるもの

(84・86）がある。いずれも口縁部には施文がなく、端部

付近で内湾しつつ垂直に立ち上がる。84のみが緩慢な回

線を施す。

平瓶（87)

器高22.3cm ・胴部径24cmを越す大形品である。内部に

流入土は認められなかった。提瓶同様、釦状の把手をもっ。

b.武器（第91図l～4・第92図5～20・第93図21～35)

鉄万（第91図I～4)

鉄万は、 3振り出土した。lは、石室北側中央部、中

央石列の上からやや浮いた状態で、切っ先を北に向けて

出土した。鞘の木質が遺存している。万身は、平造りで

切っ先はふくらをもたず、背関、刃関は撫肩状に造られ

る。茎胴部は先細りになり、栗尻でおわる。2・4は、

石室左袖部で4の茎に2の切っ先を重ねた状態で出土し

た。ともに、万身には木質が遺存しておらず、抜身でか

たずけられたものと思われる。2は平造りで、背関、刃

関ともに均等に配され、撫角の両関に造られる。断面倒

卵形の鍾が付属する。4も平造りで、切っ先の一部を欠

損する。背闘がわずかに認められ、断面楕円形の組が着

装される。茎は、 2よりも細く、栗尻におわる。1. 4 

は、肉眼での目釘孔の観察ができなかった。

鉄鉱（第92図5～20・第93図21～35)

鉄鉱は、平根鍬（5～16）と長頚鍛(17～35）に大別され

る。平根のものには腸扶が深く切り込まれるもの（5～ 

10）と、腸扶がなく関部が直角に切り込まれるもの(11～ 

-127-
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20 

。 10cm 

第92図 出土鉄器実測図（2)鉄鉱

16）とがある。長頚のものにも腸扶のあるもの（17～22）と、腸扶がない尖根系のもの（23～

32）、方頭に腸挟をもつもの（33）などがある。広根銭、長頚鍛を問わず、箆被は台形状と

椋状に分けられる。腸挟をもつものは台形箆被であり、もたないものは練箆被が主体となる。

c.工具

鉄刀子（第93図36～44)

背関のあるもの（36～43）と、ないもの（44）がある。背闘をもつものの中でも、闘を明瞭

に造りだすものは36.38・39のみである。鹿角装のものはない。
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d.馬具（第93図45～51・第94図52・53・第95図54～56)

銃具（第93図45・46)

基部に刺金を蕨手状に巻きつけるものであるが、遺存しなかった。基部の一角で断面円

形の鉄棒が鍛接される。

。

第94図 出土鉄器実測図（4)轡

-130-
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鞍（第93図47・48)

凸字の輪金部分のみであるが、脚の両

端を居木に差し込む二脚式のものであ

る。断面方形の鉄棒を成形しているが、

鍛接部は認められない。

革金具（第93図49～51)

3点とも鉄地金銅貼である。 49は、ほ

ぽ正方形で4鋲を打つが2鋲は脱落して

いる。50・51は長方形で2鋲を打つ。51

は、対角線上に鋲を配置する。

轡（第94図52・53)

方形立聞素環鏡板付轡I、銃具付立聞

素環鏡板付轡lが出土している。方形立

聞素環鏡板付轡（52）は、石室奥壁中央部

分の棺台と考えられる礁の下側から出土

した。鏡板は、直径6mmの鉄棒を長径

7.4cm ・短径5.9cmほどの楕円環にし、そ

の上部に幅3.7cm ・ 4. Ocmの板状立聞を鍛

接する。立聞孔は環体から離れており、

幅2.4cmで、ある。引手は、衡の端環に連

結される。環の偏平率のみからは、 7世

紀初頭とされるが、若干古くなる点も認

めら先2。

京都縦貫自動車道関係遺跡平成5年度発掘調査概要

。
第95図出土鉄器実視Jj図（5)鐙

一方、銃具イ寸立聞素環鏡板付轡（53）は、 石室奥壁から50cm

ほど離れた位置、中央石列の上から出土した。鏡板は、直径

5mm前後の鉄棒で、造った長径4.9cm ・短径3.5cmほどの偏平な

楕円環に、長径2.8cm ・短径l.6cmの輪金をもっ絞具を鍛接す

る。銃具の刺金は蕨手状で、切部に切り込みが入るようであ

00. 
0 2cm 
』~

第96図銀耳環実視Jj図

る。鋳のため不明である。引手は轡52同様、衡の外側端環に連結される。鏡板の全長は、

6.4～6.6佃の小型品で、銭其の帯金も長くなる。型式的に後出のものである。

壷鐙（第95図54～56)
みすお

石室奥壁東隅から出土した。力革に連なる銃具付の3連の兵庫鎖の鐙組に、二又の柄先

1
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金具を取り付け、 木製査鐙を吊り下げる。柄先金具は、両方とも 3本ずつの鋲によって木

製査鐙を固定するものである。

銀耳環（第96図）

銅芯銀貼。玄室北側中央部で検出。直径5mmの中実銅棒を長径2.95阻・ 短径2.6mmに造

る。銀箔は、遣存状態が良好で、剥離した部分が少ない。a・ bは対をなすと考えられ、

5卜ー

3ト一一

第97図棺配置想定図

日

♂ ロ
D.＇‘ 
。 D. 

ロ・ A『宅Ilo. .D. • 。。
ロLfli4包。

13 15 

鉄万lと同じ棺内副葬品であろう。

(4）棺の配置と追葬の状況

玄室床面に遺存した多くの礁は、棺を安置するため

の施設として、使用されていたものと考えられる。棺

台と考えられる床面の拳大の石と、出土土器群から棺

配置を推定復原したい。出土土器群は、先述したよ う

に、Bl区、 Al区、 B4区に集積された状況で出土

し、それぞ、れを順にI群、 E群、E群とする。また、

皿群周囲のB3区、右側壁のA2区、玄門部のA5区

の土器群は、副葬された当時の状況を示して出土して

いる。それぞれN群、 V群、 VI群とする。

蓋杯では、 I群、E群、田群はほぼ法量が大きく、

N群、 V群、VI群の法量はそれに比べて小さくなる

（第98図）。W群、V群、 VI群は、杯葦c類、杯身c類

で構成されることからも、これらは追葬時、最終埋葬

時の副葬品と推測できる。位置的にはW群、V群、 VI

群は、別の棺に伴うと考えるのが無理なく、棺台石の

5 

官会 口
.:J d主・・'1~co 
同店 D. 。

a‘ 
． 

3 

13 15 

0: I群ム.II群口：E群 ・：N群 ＆：V群 ・：VI群

第98図蓋杯法量図（左．蓋、右．身）
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位置も考え合わせれば第97図のよ

うになろう。最終埋葬は、 VI群の

副葬された棺で、 4石の棺台石に

のる。

一方、 I群、 皿群はいわゆる片

付けに伴う集積と考えられ、棺の

位置を示す可能性は少ない。

I群、 皿群に伴う角機石は初葬

時あるいは一度目の追葬時の棺台

と考えられ、棺台石からも位置を

復原することは、すでに不可能で

ある。しかし、 E群はI群、回群

に伴うような棺台石が認められな

いことや、馬具の位置からも、 I

群の集積に先行することが判明し

ており、初葬時に副葬されたまま

の土器も含まれると見ることがで

きる。このため、玄室右側付近に

初葬時の棺が収められた可能性を

指摘できる。

(5）その他の遺精と遺物

B地点は、当初、測量時点では

小規模な独立丘陵のため、古墳の

可能性があるものと見てトレンチ

を設定し、掘削したが、表土直下

に赤褐色の地山土が堆積しており、

遺構・遺物は認められなかった。

C地点では、明瞭な掘形になら

ないピットを検出したが、それに

伴う遺物はほとんど認められず、

谷地形表土下で須恵器査（第89図

80）、表土直下で土師器細片を採

京都縦貫自動車道関係遺跡、平成5年度発掘調査概要
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京都府遺跡調査概報第62冊

0 20口n
』量－－－－－＇

第100図 D地区南トレンチ土坑SK02実測図

集したに留まった。 D地点でも、顕著な遺

構は存在しなかったが、 D地点南トレンチ

ではジンド古墳と同時期と考えられる土坑

を検出しており（第99図）、おそらく墓と し

て利用されたのではないかと考えられる。

D地点南トレンチSK02土坑（第100図）

長軸80cm・短軸50cm余りになる長楕円形

の土坑である。掘形は、播鉢状を呈し、検

出面で須恵器査（第89図82）が出土した。

3.小結

今回のジン ド古墳の調査では、多くの副葬品を検出することができ、この地域の6世紀

後葉から 7世紀初頭の地域首長の副葬品を知ることができた。綾部市域では、古墳時代前

半期には由良川本流の北岸の河岸段丘上に高塚墳が築造され始める（第101図）。可耕地の

広さや水利上の選地であろうが、古墳時代後期には由良川支流の犀川、八田川、上林川最

上流域においでさえも石室墳を造営するように 1;:1~ （第102図）。今回調査したジンド古墳

や神宮谷古墳群の調査結果からも、当該地区では6世紀後葉に横穴式石室を伴う造墓活動

が行われるようになることが判明した。しかし、群集するには至らず、単独あるいは数基

に留まらざるを得なかったようである。ジンドD地区南 トレンチの土坑SK02が墓として

利用されたとすれば、当該地域では l基の石室墳の周辺に須恵器を 1点副葬するだけの土

墳墓が点在して営まれていた状況が想定される。古墳時代後期の畿内中枢から見れば、非

常に社会的階層の未分化な地域とせざるを得ない。しかし、神宮谷3号墳やジンド古墳で

見られた馬具類は、列島で広範囲に認められ、量産化された規格品と類する型式のもので

あり、畿内中枢の管轄下で生産されたものである。

このような調査結果は、 6世紀以降、畿内中枢による地方の土地所有とその生産物の収

奪支配の体制が強化され、畿内中枢の直接的な支配体制に当該地域が組み込まれたことを

知実に示すものである。

（野島永）
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第101図 綾部市域における前期・中期古墳（前期．．印、中期.....印）
、、ー〆’ム／

必j護

第102図 綾部市域における後期古墳（群集墳．大印、単独墳．小印）
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付表7 ジンド古墳出土土器法量表

番号 器種 口径 器高 胎土 ・色調・焼成 出土位置 残存率 記録番号 備考

1 杯蓋 15.80 2.2～ 淡灰色 ・良好 玄室奥壁埋土 718 H 

2 杯蓋 15.40 3.85 b .青灰色 ・良好 B 1区 (I) 718 5・6・69

3 杯蓋 15.30 4.40 a .暗j炎青灰色・良好 Al区 （II ) 8/8 18 叩き目痕跡

4 杯蓋 15.10 4.10 a .灰色 ・不良 B l区（ I) 7/8 11・13・71ヘラ痕

5 杯蓋 15.00 4.60 b .黒灰色・良好 B4区（III) 8/8 42 

6 杯蓋 15.00 4.10 c .暗灰色・不良 墳丘南東部・玄室奥 5/8 K 
壁埋土

7 杯蓋 14. 70 4.20 灰色・不良 B2区 8/8 4 

8 杯蓋 14.60 3.85 b . i炎青灰色－良好 B4区（III)? 8/8 92 

9 杯蓋 14.60 3. 70 c . i炎灰褐色・良好 玄室奥壁埋土 1/8 F 

10 杯蓑 14.50 5.05 b .淡灰色・不良 B l区（ I) ・ B 4 8/8 13・49 鉄鋳付着
区（皿）

11 杯蓋 14.50 4.00 b . i炎青灰色 ・良好 B l区 (I) 718 70 

12 杯蓋 14.40 3.90 a ・ i炎青灰色 ・良好 A l区 （II ) 8/8 26 

13 杯蓋 14.40 3.90 b・ 灰色・不良 B4区 （皿） 7/8 46 

14 杯蓋 14.20 4.00 a .灰色・不良 B l区（ I) 7/8 5・6 ヘラ記号

15 杯蓋 14.20 4.40 f . i炎澄褐色・良好 B l区 （I) 8/8 66 

16 杯蓑 14.10 4.60 a ・ i炎青灰色・良好 A l区（II) 8/8 17 

17 杯、蓋 14.10 3.90 g・ 暗青灰色 －良好 A l区（II) 8/8 20 

18 杯蓋 14.10 4.60 b .青灰色・良好 B4区（皿） 7/8 43・44

19 杯蓋 14.10 4.20 g . i炎青灰色 ・不良 B3区（N) 718 58・59

20 杯蓋 13.80 4.15 d .淡茶灰色・良好 A l区（II) 8/8 24 自然利付着

21 杯蓋 13.80 3. 75 b .灰白色・良好 B4区 （III) 8/8 75 

22 杯蓋 13.60 4.20 g・ 灰白色 ・不良 B3区（N) 6/8 58 

23 杯叢 13.60 4. 10 h .乳灰白色－不良 B I区（ I) ・B4 8/8 4・68・86
区 ・A4区

24 杯蓋 13.30 3.95 c .灰色 ・良好 B3区（N) 8/8 33・74

25 杯蓋 13.25 4.00 a .淡青灰色 ・良好 A 1区 ・Bl区 718 16 
(II) 

26 杯蓋 13.20 4.10 b .灰色・良好 B3区（N) 7/8 32 鉄鋳付着

27 杯蓋 13.10 3.90 a .淡青灰色・良好 B 1区（II) 8/8 14 

28 杯蓋 13.00 4.30 d .灰色・良好 A2区（V) 8/8 29 

29 杯蓋 12.80 4.20 b .灰白色 ・良好 A l区（II ) 8/8 25 

30 杯蓋 12.80 4. 10 灰白色 ・不良 A5区（VI) 8/8 63 

31 杯蓋 12. 70 3.50 灰色 ・良好 墳丘採集 1/8 T 

32 杯、蓋 12.25 4.00 h .乳白色 ・不良 B4区 718 83 

33 杯身 14.20 3.40 淡灰色・良好 玄室奥壁埋土 1/8 c 
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34 杯身 14.20 3.90 a .青灰色・良好 A l区 （II ) 8/8 19 叩き日

35 杯身 13.80 4.10 f .淡樫褐色・不良 B l区（ I) 8/8 69・88

36 杯身 13. 70 4.10 f . i炎乳褐色・不良 B l区（ I) 7/8 8・11・72

37 杯身 13.40 3.90 d .淡灰色－良好 Al区 （II ) 8/8 22 

38 杯身 13.25 3.90 b .乳灰色・不良 B l区（ I) 718 6・7 

39 杯身 13.20 4.00 b .灰色 ・良好 B 1区 (I) 8/8 12 

40 杯身 13.20 4.10 b .灰色・ 良好 A l区 ・Bl区 8/8 15 
( II ) 

41 杯身 13.10 3.90 g・暗青灰色・良好 A l区 （II ) 8/8 23 

42 杯身 13.10 4.40 g・ 青灰色 ・良好 B4区 （ill) 7/8 44 

43 杯身 13.00 3.90 g . i炎青灰色 －良好 B4区 （ill) 8/8 45 

44 杯身 12.80 4.05 e .黒灰色・良好 A l区（II ) 8/8 21 

45 杯身 12. 70 4.00 b . i炎青灰色・良好 A4区 8/8 60 

46 杯身 12. 70 3.60 f .乳糧褐色・不良 B l区 （II ) 8/8 67 

47 杯身 12. 70 4.20 b .淡灰色・不良 B4区 （皿） 7/8 92 

48 杯身 12.60 4.60 e .黒灰色・ 良好 A l区（II)・Bl 8/8 10・16
区（ I)

49 杯身 12.50 4.55 a ・ i：炎青灰色・良好 B4区 （皿） 8/8 40 

50 杯身 13.70 4.00 h .淡灰色・不良 B3区 （N) 7/8 58 

51 杯身 12.40 4.55 b .灰白色 ・不良 B4区 （ill) 7/8 53・76・78

52 杯身 12.40 4.30 c .暗灰色 ・良好 B3区 ・B4区 8/8 57 自然粕付着
(N) 

53 杯身 12.20 3.80 b .淡青灰色・良好 B3区 （N) 8/8 31 

54 杯身 12.20 3.90 a .緑青灰色・良好 B4区 （ill) 8/8 79 

55 杯身 12.05 3.90 a .青灰色 ・良好 A2区 （V) 8/8 28 ヘラ記号

56 杯身 12.00 3.50 a .灰色 ・良好 B3区 （N) 8/8 33 

57 杯身 12.00 4.00 a .暗青灰色・良好 B3区 （N) 8/8 73 

58 杯身 12.00 2.80 青灰色 ・良好 墳丘採集 1/8 T 

59 杯身 11. 90 4.20 d .灰色 ・良好 B4区 （阻） 8/8 55 破片融着

60 杯身 11. 75 4.10 h .乳灰白色 ・不良 A5区（VI) 8/8 61 

61 杯身 11. 60 3. 70 淡青灰色 ・良好 墳丘南側 1/8 A 

62 杯身 11. 40 4.15 a ・ i炎青灰色 ・良好 B4区（田） 8/8 52 

63 杯身 11. 30 4.30 h .灰白色・不良 A5区 （VI) 8/8 12・62

64 杯身 11. 30 3.30 h .乳白色 ・不良 B2区（V) 7/8 30 

65 杯身 11. 30 4.50 a .灰色・良好 A4区？ 8/8 89 

66 杯身 11. 20 3.40 c 玄室奥壁埋土 1/8 D 

67 無頚 6.25 5.05 i炎青灰色・良好 A2区（V) 718 88 

査

68 高杯、 13.00 16.35 e .黒灰色 －良好 B l区 (I) 8/8 3 自然粕付着
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69 高杯 13.20 19.10 b . i炎青灰色 ・良好 A4区？ 7/8 80・81・91

70 短頚 9.40 14.40 灰色・良好 B4区 （皿） 8/8 53・76・

壷 78・80

71 聴 11. 90 14.90 c .青灰色・良好 B4区（皿） 7/8 47・8

72 瑳 12.50 16.25 b .灰色・良好 B4区 （皿） 7/8 65・80・

81・88

73 E色 13.05 14.00 h .乳白色 ・不良 B4区（ill) 718 51 

74 E色 12.00 16.60 b . i炎青灰色 ・良好 B4区 7/8 84 

75 長頚 9.80 26.65 暗青灰色・良好 B l区（ I)・ B 4 7/8 5・37・

査 区 （ill) 38・39

76 長頚 8.80 3.90 b .淡青灰色－良好 A l区 (I) 8/8 27 

査

77 長頚 8.10 21. 20 b . i炎灰白色良好 B3区（皿） 7/8 35 三方透かし

査

78 長頚 9.00 25.40 b .灰色－良好 B4区（皿） 7/8 38・39・
宣士 51・87

79 広口 19.00 26.40 暗青灰色・良好 B l区 (I) 7/8 1 . 5・6

壷

80 査 淡灰色 ・良好 C地区出土 6/8 B 口縁部欠損

81 長頚 6.60 13.30 瓦質 ・淡灰色・不良 B l区 （I) 7/8 2・7・72
壷

82 短頚 11. 40 17.20 青灰色 ・良好 D地区南SK02出土 6/8 J 
壷

83 提瓶 6.60 26.90 乳白褐色 ・不良 B4区 （ill) 7/8 48・75

84 提瓶 6.2～ 21. 20 b .淡青灰色・良好 B4区（皿） 7/8 38 自然紬付着

85 提瓶 5.00 17.10 a .青灰色 ・良好 B2区 8/8 4 

86 提瓶 5.30 17.00 b . i炎青灰色 ・良好 B3区（ill) 8/8 34 

87 平瓶 8.50 22.30 c . i炎青灰色 ・良好 A5区 （VI) 8/8 L 
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付表8 ジンド古墳出土鉄器法量表

番号 鉄器名 残存長 出土位置 記録番号 番号 鉄器名 残存長 出土位置 記録番号

1 刀 38.4 A4 32 19 鉄鉱 11. 05 B 1 10 

2 刀 40. l B 3 ・ B 4 34 30 鉄鉱 18 B 1 49 c . 52 

3 鐸 6.2 B3 35 31 鉄鉱 17 B 1 8・41

4 刀 55.5 B 3 ・ B 4 33 32 鉄鍛 12.5 B3 25 

5 鉄鉱 13.8 A2 17 33 鉄鉱 7.5 B 1 9 

6 鉄鉱 10. 5 A3 22 34 鉄鉱 5.3 A3 28 

7 鉄鉱 9.5 A4 43 35 鉄鉱 5. 7 A4 41 

8 鉄鉱 12.2 B 1 46 36 万子 12 A 1 14 

9 鉄鍛 10.6 A2 15 37 万子 12.45 A 1 ・A 2 13 

10 鉄鉱 11. 6 B 1 54 38 万子 9.3 A 2 ・ B 2 12 

11 鉄鉱 11. 6 A2 16 39 万子 10.4 B3 20 

12 鉄鉱 13.2 B 1 47 40 刀子 5.8 A4 42 

13 鉄鉱 10.4 A4 38 41 万子 9.6 A 3 ・ B 3 19 

14 鉄鉱 11. 4 A 1 6 42 刀子 9.5 B3 18 

15 鉄鎌 12. 7 A3 27 b 43 刀子 7.3 埋土 玄室東壁

16 鉄鉱 10.8 A4 45 44 刀子 7.3 B3 最下層b

17 鉄鍛 13 A3 23 45 馬具 4.4 A3 31 

18 鉄鍛 15.25 A3 26 46 馬具 5.5 B2 11 

19 鉄鍛 15.4 A3 24 47 馬具 6.6 A3 21 

20 鉄鉱 11. 6 B 1 9 48 馬具 4.4 A3 21 

21 鉄鉱 9.8 A4 39 49 馬具 2.5 Al 2 

22 鉄鉱 4.9 A3 30 50 馬具 2.3 A3 37 

23 鉄鉱 14.5 B 1 7 51 馬具 2.4 Al 53 

24 鉄鉱 11. 8 A3 29 52 馬具 B 1 3 

25 鉄鉱 9.9 B4 最下層a 53 馬具 B2 

26 鉄鉱 13.2 A4 44 54 馬具 30.5 Al 4 

27 鉄鉱 16.9 B 1 48・51 55 馬具 26.2 A 1 ・A 4 40.4 

28 鉄鉱 15.6 B 1 45 a ・ 50 56 馬具 5.8 Al 4 
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( 5）池ノ谷遺跡
／ 

1.調査概要

池ノ谷遺跡は、七百石遺跡の南約200mの低正陵先端部に位置する。以前に瓦器片が採

集され、遺跡の存在が予想された。正陵先端部の東側をAトレンチ、西側をBトレンチと

呼ぶ。以下、各トレンチごとに調査結果を報告する。

Aトレンチ 面積は、約130m＇で、ある。正陵先端部に向かつて十字形のトレンチを設定

して、遺構 ・遺物の残存状況を確認した。その結果、地表下、約20cmで黄褐色磯土の地山

を確認した。ピットを検出したのみであった。

Bトレンチ 面積は約60ばである。Aトレンチと同様の状況である。

2.まとめ

調査地の周囲は、畑地に開墾されている現状である。開墾や造成による削平のため、 遺

構が消滅した可能性が高いと考えられる。 （尾崎昌之）

第103図 トレンチ配置図
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( 6）木坂古墓

調査地は、今回調査を行った七百石遺跡の北方、蓮華寺峠から派生する丘陵の南面する

先端部斜面中腹にある。標高は、約llOmである。

調査を開始した当初は、小さな石材が散乱していたため、なんらかの石組施設などの遺

構が存在するものと予想された。そこで、字名をとって「木坂古墓Jという名称、を付して

調査を開始した。

石材の散乱していた地点から一辺70cm四方の方形の石敷と、その南側斜面に石列を検出

した（第104図）。方形の石敷の下に土坑などの遺構が検出される可能性があったため、 一

部を除去して南北方向に断ち割りをいれたが、人為的な掘削の痕跡は認められなかった。

石列も、赤褐色の地山土を等高線に平行して削り落とした斜面に石を置いただけのもので、

土などは盛られていなかった。

列石下部から近世以降の絵付徳利の破片が出土しており、小さな稲荷杜の綱跡と判断し

た。

£？~っ

第104図洞跡、平面図（1/30)
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( 7）七百石遺跡

1.位置と環境

七百石遺跡は、綾部市七百石町東中野に所在する。綾部市は、丹波高地に聞かれた福知

山盆地の東方に位置し、市域の約8割が山地に固まれている。丹波高地は、定高性の隆起

準平原で、この高地に多くの峡谷が刻まれた。その一つの由良川が市の南端部を貫流して

いる。三国岳に源を発した由良IIIは、丹波高地の小河川を併合して日本海に注いでいる。

綾部市域では、八田川 ・犀川などの各支流と合流して西流する。七百石遺跡は、その支流

の一つである八田川の上流域に属し、標高約95m前後の洪積台地に築かれている。

この八回川流域は、牧川 ・犀川と並んで遺跡、の豊富なところとして知られている。古墳

時代中期～後期にかけての在地系の大型古墳が分布する。その下流に属する吉美盆地には

一辺約54mの方墳で、ある聖塚古墳と、 一辺約32mの方墳である菖蒲塚古墳が点在する。そ

の南約1kmのところに総数60余基の久田山古墳群が営まれている。 また、 上流域には綾

部市最大の前方後円墳（全長約54m）の高槻茶臼山古墳や上杉l号墳などの首長墓が所在

し、周辺には政次古墳群・塚廻り古墳群・蛇行剣が出土した奥大石古墳群などが散在する。

さらに、中世には綾部市七百石町に所在する平山城跡が知られる。高城山の北裾に位置

し、 15～16世紀にかけての城郭である。畝状竪堀群が検出されたところとしても著名で、ある。

このように、この地域が古墳時代～中世では重要な地域であったことがわかる（第105図）。

2.調査経過

七百石遺跡は、古墳時代後期の土器散布地として『京都府遺跡地図jに記載されている

周知の遺跡である。調査地は、台地部と台地北西の丘陵裾部に分かれる。前者をA地区、

後者をB地区と呼称する。特に、A地区は、昭和40年代に雲竜桑やサンゴミズキなどを栽

培する「花木団地」として造成された経緯をもっ。このため、台地縁辺部にまでのびる17

本のトレンチを設定して、遺構・遺物の残存状況を確認した。その結果、台地縁辺部付近

に遺構・遺物が良好に残っているため京都府道路公社、京都府教育委員会と協議のうえ、

B地区も含め拡張して本調査に入った（第106図）。

なお、調査地の基本層序は次のとおりである。上層は黄褐色磯土の盛り土、中層は黒褐

色土または茶褐色土の包含層、下層は黄褐色粘土（地山）となる。 この地山上面が遺構検出

面となっている。
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第105図

67.木坂古墓

72.七百石古墳群

133.篠神社経塚

138.中島古墳群

203.野崎遺跡

314.中城館跡

調査地及び周辺遺跡、分布図（『京都府遺跡地図(1987）』から引用、 1/25,000)

68.池ノ谷遺跡 69.八幡宮古墳群 70.塚廻り古墳 71.塚廻り古墓

73.平山古墳 74.上杉古墳群 91.鍛冶屋谷古墓 92.茶臼山古墳

134.白田古墳 135.狐塚古墳 136.旗投遺跡 137.焼森古墳群

139.石子古墳群 153.七百石遺跡 159.高城城跡、 160.高機城跡

249.奥大石古墳群 286.平山城跡 309.名称なし（平山城）
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第106図 トレンチ配置図
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3.検出遺構

A一1地区 A-1地区は、台地東側斜面南側のトレンチで、面積は約1,650ばである。

トレンチの西端と東端の比高差は約4mとなっている。また、 トレンチの西端は黄褐色粘

土の地山であり、遺構・遺物はなかった。それに比べ、東側一帯は包含層が広範に堆積し、

須恵器や土師器の細片が多量に採集される。

このトレンチのほぼ中央から幅約20m・深さ約2.5mの谷SDlOlを検出した。谷の土層

-71.760 -

-71150ー

ー7t700-

-71180-

-7t790一ー

泳／
-71BOO-

。 20m 

第107図 A l地区遺構配置図
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は、大きく 3層に分層することができる。上層は茶褐色粘質土であり、 6世紀後半頃の須

恵器の杯や杯身などの土器片が多量に出土した。中層は、有機質の黒褐色シルトであり、

遺物の出土は見られなかった。下層は灰褐色シルトとなる。このことから、古墳時代後期

頃には、この谷は埋まっておりやや窪んだ地形になっていたものと考えられる。この谷は、

包含層の広がりから長さ約40mの規模になると思われる。

その他に、この トレンチの北西隅で池状遺構SXl02を検出した。平面形は方形で、長

辺約7m・ 短辺約5m・深さ約40cm前後を測る。SXl02は、溝SDl03につながる。出土

した土器片から13～14世紀頃の遺構と考えられる（第107図）。

A- 2地区 A-2地区は、台地東側斜面北側のトレンチである。面積は約1,900ばで

ある。トレンチの西端と東端の比高差は約3mとなっており、かなりの傾斜地である。ま

た、最東端側は急崖となっている。

遺構分布の特徴をみるため、このトレンチを大きく 3地区に区分する。北地区はSH 

202以北である。包含層が広範に厚く堆積し、遺構検出の密度も高い。竪穴式住居跡は、

東側縁辺部に集中する。中央地区はSD05・06以北である。この地区の南側は、造成によ

る削平のため、遺構 ・遺物の検出状況はよくない。それに比べ、北側には竪穴式住居跡や

土坑などが集中する。南地区では北地区と同様に、竪穴式住居跡が東側縁辺部に集中する。

また、検出地の標高がこの地区内では最も低い。

このトレンチ内から、古墳時代前期頃の竪穴式住居跡1基、古墳時代後期頃の竪穴式住

居跡7基、多数の溝、柱穴、中世の溝、時期不明の落とし穴状土坑2基などを検出した。

以下、各遺構ごとに概略を報告する（第108図）。

竪穴式住居跡SH201 このトレンチの北側縁辺部に集中する住居跡の 1棟である。西

側から東側にかけての傾斜地に位置する。削平のため、東側の壁は不明であるが、平面形

は約4.8m×3.6mの方形と考えられる。残存壁高は約32cmで、ある。途切れ気味に周壁溝が

めぐる。床面中央に焼土塊が残っており、炉跡と思われる。東側主柱穴は、削平のため不

明である。

この住居跡の周囲に溝SD04が「コ」の字形にめぐる。溝の規模は、幅30cm前後 ・深さ

lOcm前後を測り、途切れ気味に続く。住居跡の北西 ・南西の各隅と対応するように屈曲し

ている点や出土した土器からも、この住居跡に付属する遺構と考えられる。

住居跡が斜面地に築かれていることからも、住居内に雨水などが入らないようにするた

めの「排水溝」と考えられる。住居跡の時期は、出土した土器片から 6世紀後半頃と考え

られる。住居跡をめぐる溝も同時期と考えられる（第109図）。

竪穴式住居跡SH202 S H201の南隣りに位置する。ここも東側の壁は不明であるが、

-146-



京都縦貫自動車道関係遺跡平成5年度発掘調査概要

図
細
目
阻
懇
判
明
凶
要

N
l
〈

-7Ul30-

-T11MQ-

図
∞
C
【
肺
結

。

-147一



京都府遺跡調査概報第62冊

.9m瓦MA’

:::: 

L=94.6m 

物被務協弱務勤務務協

。 2m 

第109図 S HZOl実測図

平面形は約6.5m×5.5mの方形と考えられる。西側残存壁高は、約34cmとなっている。主

柱穴は、西側では検出できたが、東側は削平され残存していなかった。

西壁中央の馬蹄形の竃には、直径約38cm・残存長約l.2mのトンネル状に壁を掘り抜い

た煙道が伴う。煙道内は、黒褐色土が堆積し、西壁と溝SD03との中間点から勾配を変え

る。この住居跡の周囲にSD03が 「コ」の字状に住居跡を取り囲む。この溝の規模は、幅

約50～70cm・深さ約30～50cmを測る。これも、 SD04と同様に「排水溝」と考えられる。

この住居跡の床面にSDlOが横断する。周辺の遺構配置や傾斜地に築かれている点などか

ら、住居跡を囲む排水溝と考えられる。しかし、住居跡の全容は、削平や急崖となってい

るため不明で、ある。住居跡・溝の時期は、出土した土器から 6世紀後半頃と考えられる

（第110図）。

竪穴式住居跡SH203 このトレンチの北西辺で検出し、最も標高が高いところに位置

する。西側の一辺しか検出できなかった。住居跡の時期は6世紀後半頃と考えられる。
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京都府遺跡調査概報第62冊

竪穴式住居跡SH204 S H201の北隣りに位置し、最も北側で検出したものである。西

側の一辺は約7.6mで、あるが、東側の壁が残存しないため、全体の大きさは不明である。

主柱穴は4本で、その心々距離は4.3m前後で、ある。床面の商壁付近に縦にのびた焼土塊

が見られることから、竃の跡と思われる。

この住居跡を取り囲むように溝SDl3がめぐると考えられる。その規模は幅約0.6～1.2 

m・深さ20cm前後を測る。これもSD04と同様に「排水溝jと考えられる。住居跡 ・溝の

時期は、出土した土器片から 6世紀後半頃と考えられる（第111図）。

竪穴式住居跡SH205 このトレンチ中央部で検出したものである。住居跡の東半部が

削平されているため大きさは不明で、あるが、西側の一辺は約8.2mで、ある。主柱穴は判然

としない。南西隅で焼土塊が見られることから、造り付けの竃の跡と思われる。床面埋土

土層の北西端で土師器高杯が脚部を上にした状態で出土した。

また、この住居跡の西側から東側にかけて、溝SDOlを検出した。溝の南端が3条にな

っているが、その内のどの溝が住居跡と関連するかは明瞭ではなかった。他の住居跡の形

態からみて、排水溝と考えられる。溝の規模は、幅0.4～1.52m・深さ20cm前後となって

いる。住居跡 ・溝の時期は、出土した土器から 6世紀後半頃と考えられる（第112図）。

竪穴式住居跡SH206 このトレンチ南側の東側縁辺部で検出したものである。ほとん

どが削平されているため、残存状況はよくない。わずかに西側の一辺が検出されただけで

ある。その一辺の長さは約4.92mである。主柱穴は4本で、その心々距離は約2.6mで、あ

る。他の住居跡で見られる、住居跡を取り囲む溝は検出されていない。住居跡の時期は、

出土した土器片から 6世紀後半頃と考えられる（第113図）。

竪穴式住居跡SH207 S H206の南隣りで検出し、7基の竪穴式住居跡の中では、最も

標高の低いところに位置する。住居跡の半分以上が撹乱されているため、残存状況はよく

ない。住居跡の検出長は約4.5mである。

主柱穴は3本で、その心々距離はそれぞれ2m前後で、あることや、 主柱穴の直径が50～

60cmであることなどから、大型の住居跡となる可能性が高い。床面の周囲に周壁講がある。

住居跡を取り囲む溝は検出できなかった。住居跡の時期は、出土した土器の細片から6世

紀後半頃と考えられる（第113図）。

竪穴式住居跡SH212 S H205の北隣りに位置する。包含層が厚く堆積し、地表下約

l. lmのところで確認した。残存状況はよ くないが、床面の傾斜変換点から考えて、約4.2

m×4.6mの方形と考えられる。西壁の周囲に途切れ気味に周壁溝が続く。主柱穴は、判

然としない。床面の南側付近から完形な聾が出土している。住居跡の時期は、出土した土

器から庄内併行期頃と考えられる（第114図）。
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以上がA-2地区で確認した竪穴式住居跡群の概略である。この地区の住居跡の特徴は、

排水溝を伴う点である。また、冒頭でも記述したように、住居跡が3地区に集中する結果

6 6世紀後半頃の中に収まる。溝の切り合い関係から、S H212以外は、となっている。

S H201→204→202の順に時期が新しく世紀後半頃の中で時期差が存在する。その結果、
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十 7ム

4弘

「か。
ーーーー－o--
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。

L=94.5m 

物 倒務鰯
第114図SH212実測図

2m 

なる。SDlOを住居跡に伴うものと考え

た場合、 SH201と204の聞か、204と202

の聞にもう l基入りこむことになる。

落とし穴状土坑SKOl S H205の北

隣りに位置する。平面形はいびつな楕円

形で、長軸約l.3m・深さ約98cmを測る。

底部中央に直径約16cm・深さ約6cmのピ

ットがある。出土遺物がなく時期は不明

だが、落とし穴として利用していた可能

性がある（第115図）。

落とし穴状土坑SK 02 S H203の北

西に位置する。平面形は楕円形で、長軸

約lm・深さ約l.02mを測る。底部南側

に直径約14cm・深さ約22cmのピットがあ

る。出土遺物がなく、時

期は不明である。落とし
川市

穴として利用していた可

能性がある（第115図）。

j着S005 トレンチの

北辺中央部から西方に流。

ー－L=94.5m

1.黒灰色粘質土

2.時茶灰色粕質土

3.茶灰色粕質土
4.暗茶褐色粕賀土

5.暗茶褐色粕質土
（＇.）.＞し黄色ブロッウ

混じる）

れる。陶磁器類の細片か

ら13～14世紀頃と考えら

れる。

溝S006 S D05の西

隣りに位置する。出土遺

物がなく時期は不明であ

る。
第115図 A-2地区 S K02（左）・ SKOl（右）実演lj図

A-3地区 A-3地

区は、台地西側緩斜面南側のトレンチである。面積は、約630ばである。トレンチの東端

と西端の比高差は1.2m前後となっており、かなり平坦地に近いところである。 トレンチ

の東半部は削平が激しく、西半部は遺構 ・遺物が良好に残存している。ここもA-2地区

と同様、西側縁辺部付近に竪穴式住居跡が集中する。
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ここからは、古墳時代後期頃の講を伴う竪穴式住居跡2基 ・中世の池状遺構などを検出

した。以下、各遺構ごとに概略を報告する（第116図）。

竪穴式住居跡SH308 トレンチ中央西端で検出したものである。西側は削平のため、

正確な住居跡の大きさは不明であるが、約4.6m×4mの方形と考えられる。残存壁高は、

東側で残りがよく約52cmを測る。北壁の裾に周壁溝がある。主柱穴は4本で、径20cm前

後 ・深さ40cm前後となっている。

この住居跡は、南東隅に地山を掘り残し、そこに造り付けの竃を築く、いわゆる「青野
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第116図 A 3地区遺構配置図
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型住居」と呼ばれるものである。

竃の構造は次のとおりである。

地山を山形状に残し、そこに肩

平な自然石を土台にする。その

まわりに、濁黄褐色粘土で竃を

形づくる。竃の大きさは、幅約

50～52cm ・高さ約20～22cmであ

る。斐2個体が竃にかけられた

状態で出土している。住居跡の

東側から西側にかけて溝SD 

301がほぼ半周する。その規模

は、幅約50～80cm・深さ40cm前

後である。SD301の屈曲した
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付近の埋土上層から土師器の聾が出土している。住居跡 ・溝の時期は、出土した土器から

7世紀前半頃と考えられる（第117・118図）。

竪穴式住居跡309 トレンチ南端で検出した。残存状況が悪く、大きさは不明で、ある。

こちらも、 「青野型住居jと思われる。住居跡を取り囲む溝SD302は、幅約20～50cm・深

さ40cm前後で、ある。どちらも、排水溝として利用されていたものと考えられる。住居跡 ・

溝の時期は、出土した土器から6世紀後半頃と考えられる。

池状遺情SX303 トレンチ北東隅で検出したものである。平面形は楕円形である。長

軸約7m・深さ約40～60cmで、ある。瓦質の播鉢が池状遺構からのびる構内で出土した。15

～16世紀頃と考えられる。

B 地区 B地区は、 A地区の北西の丘陵裾の平坦部である。面積は約410m＇で、ある。標

高lOOm余りで、東側は急崖を形成している。ここからは、古墳時代前半頃の竪穴式住居

跡l基、古墳時代後半頃の竪穴式住居跡l基、時期不明の落とし穴状土坑l基などを検出

している（第119図）。

竪穴式住居跡SH 810 トレンチ北東隅付近で検出したものである。東側の壁は、削平

十づ乙〉

＠ 
。

10m ． 
第119図 B地区遺構配置図
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のため残存していない。西側の一辺は、約6.4mを測る。主柱穴は4本で、残存壁高は約

25cmである。住居跡の形態から「青野型住居Jと呼ばれるものである。竃から斐が出土し

た。住居跡の時期は、出土した土器から6世紀中頃と考えられる（第120図）。

竪穴式住居跡SH 811 トレンチ南側で検出したものである。検出状況から、直径約

7.6mの円形の住居跡になると思われる。残存する壁高は約16cmで、その周囲に途切れ気

味ながらも周壁溝がめぐる。住居跡の時期は、出土した土器からみて、 庄内式併行期頃と

考えられる（第121図）。

落とし穴状土坑SK 801 トレンチ中央部で検出したものである。平面形は楕円形で、

長軸約94cm・深さ約54cmを測る。底部中央に径約20cm・深さ約4cmのピットがある。時期

は不明である。落とし穴として利用されていた可能性がある（第122図）。

溝SD 802 SH Bllを横切り、検出長約lOmを測る。溝の大きさは幅約70～80cm・深

さlOcm前後で、ある。溝の北端付近で土師器の蓋が出土した。細片が多く、 時期は決定しが

たいが、各遺構の関係から6世紀頃になると推定できる。

。
~~ 
－魁

1ツぐk

匂
。
。 2m 。

L=100.4m 

第120図 SHBlO実測図
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4.出土遺物

A-1地区 l～5は、谷SDlOlの包含層出土遺

物である。1. 2は、 TK43～209並行期、3はTK 

43並行期のものと考えられる。lは、須恵器の杯蓋

で、口縁端部を丸くおさめる。2は、須恵器の杯蓋

で、口縁端部をシャープにおさめる。3は、須恵器

の杯身で、受け部を水平気味に仕上げ、口縁端部を

丸くおさめる。4は、土師器の聾の口縁部である。

口縁部をゆるやかに外反させている。5は、土師器

の鉢である。底径約15.9cmを視ljる。6～ 9は、池状

遺構SXl02出土遺物である。6・7は青磁、 8は白

磁、9は陶器片である。時期は決定しがたいが、 13～

14世紀頃のものと考えられる（第123図）。

A-2地区

包含層遺物 この地区の包含層が堆積している地域を、 12トレンチを含む一帯と 9トレ

ンチを含む南端に大別している。前者を北包含層地域、後者を南包含層地域と呼ぶ。北包

第121図 SHBll実測図

L=100.0m 

。 2町、

1円、

第122図 SK BOl実測図

1.表土

2.濁黄褐色土と褐色土が班点状に

混じる

3.黄褐色粘質土

4.灰色粘質土

含層地域の遺物は10・14・15・17・21・23で、 南包含層地域の遺物はll～13・16・18～

ハ
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第123図 A-1地区出土遺物実測図

l～5. S DlOl 6～9. S Xl02 

モ三三三三三三ヨク＼
r～J 

。

1て3
片十万／

第124図 A-2地区包含層遺物実測図

10・14・15・17・21・23.A-2北包含層 11～13・16・18～20・22・24・25.A-2南包含層

20・22・24・25である。10はTK43併行期、 13・19はTK43～209併行期、 12・17はTK 

209併行期のものと考えられる。10は、 須恵器の杯蓋で、体部と口縁部とを分ける稜に一

条の沈線を施し、口縁部は外方に広がる。 11は、須恵器の杯蓋で、口縁部をやや内傾気味

に仕上げている。12は、須恵器の杯蓋で、天井部全体に右まわりのへラ削りを施す。13は、
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第125図 A-2地区住居跡出土遺物実視lj図(1) 須恵器

26・28・32 34. S H207 27・33.S H205 29. S H201 30・31.S H202 35. S H203 

須恵器の杯蓋で、器高の約1/2あたりまでカキ目を施している。 16～19は、須恵器の杯身

である。 16・17・18は、受け部を肥厚させている。19は、受け部をややシャープに仕上げ

ている。14・15は、畿内第V様式併行期のものと考えられる。14は、装飾器台の口縁部片

である。口縁に4条の擬凹線を施し、直径約3cmのスカシが確認される。15は、査の口縁

部である。体部に斜め方向のハケ目を施す。20・25は、土師器の高杯で、脚部に縦方向の

へラ削りを施す。21は、 土師器の小型の椀状のものである。残存器高は、約4.25cmを測る。

22・23は、須恵器の短脚の高杯である。時期は特定しがたい。24は、 須恵器の曜の口頚部

である（第124図）。

竪穴式住居跡出土遺物（須恵器） 26・30・31・32はTK43～209併行期、 27はTK209併

行期と考えられる。28は時期不明。 26は杯蓋で、天井部と口縁部を分ける稜が明瞭に残る。

27は杯蓋で、体部から口縁部にかけてナデを施す。28は、長頚査の蓋である。天井頂部に

扇平な宝珠つまみがつく。30～32は、杯身である。30は、口縁端部を丸くおさめる。31・

32は、ややシャープ気味に仕上げている。29は、珪の口頭部である。33は、高杯の裾部で

ある。短脚l段透かしと思われる。34は、聾の口頚部で、口縁端部を丸く肥厚させる。35

は、聾の口頚部で、口頚部下方に径約4cmの穿孔を施している（第125図）。

竪穴式住居跡出土遺物（土師器） 36～39・41は、聾の口縁部である。36～41は、一緒に

出土した須恵器から6世紀後半頃のものと考えられる。36は、口縁部を外方に開く。37は、

口縁部を外反気味に仕上げている。38は、さらに外反が激しくなる。39は、口縁端部を丸

くおさめる。41は、口縁端部をゆるやかに外反させている。40は、 査の口縁である。口縁

部を直線上に仕上げ端部を丸くおさめる。42は、裾部を欠いた高杯である。磨耗が激しく

調整は不明である。43～45は、杯である。43・45は、口縁端部を丸くおさめるのに対して、

po 
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第126図 A-2地区住居跡出土遺物実測図（2) 土師器

40・41.S H201 37～39・43・45.S H202 36. S H203 44. S H204 42. S H205 

44はシャープにおさめている（第126図）。

溝出土遺物（須恵器） 51・52はTK209併行期、 55はTK43併行期、 46～49・53・54は

TK43～209併行期、 50・56・58はTK209併行期と考えられる。57・59・60は残存状態が

悪く時期は不明である。51・52は、杯身である。51は、口縁端部を丸く仕上げるのに対し

て、 52はやや外反気味に口縁端部を先細く仕上げている。50は、天井頂部に扇平なつまみ

がつく。口縁部にヘラガキ状の調整を施している。55は、受け部を水平気味に仕上げてい

る。46・48は、口縁部が垂下する。47は、口縁部が外方になだらかに広がる。49は、それ

らの中間と思われる。53・54は、どちらも口縁端部を丸く仕上げている。56は、有蓋高杯

で、裾部を大きく外方に広げる。 58は、杯部が消失しているため、有蓋か無蓋かは不明で、

ある。56に比べて杯の稜が急激に外方に向かう。57は高杯の裾部である。60は、曜の体部

である。体部中央に直径約1.7cmの円孔がある（第127図）。

溝出土遺物（土師器） 61～70は、 一緒に出土した須恵器から6世紀後半頃と考えられる。

61～64は、椀である。61は、底部から体部にかけて急激に立ち上がる。 62～64は、球形に

近い体部をもっ。65は、聾の口縁部である。口縁部から体部にかけての稜は、受け口状に

なる。 66は、高杯である。全体に磨耗が激しく 、調整は明確ではない。67は、器種不明。
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第127図 A 2地区溝出土遺物実測図(1) 須恵器

48・53.S DOl 47・54.S D03 46・50・56～59.SDlO 60.SDll 

49・51・55.SD13 52.SD15 

10cm 

内面は、黒褐色を呈する。 68は、台付き椀である。脚部に細長い三角形状のスカシがある。

69. 70は、斐の口縁部である。69は、口縁部をやや外反気味にしている。70は、口縁部を

上下に肥厚させている（第128図）。

竪穴式住居跡SH212出土遺物 71～73・77～81は、庄内式併行期と考えられる。74～

76は、時期を決めかねる。 71は、聾である。体部の最上部から横方向の削りが体部下半ま

で、さらに底部にかけては縦方向の削りが施される。底部は、わずかに平底が残る。72は、

口縁端部が上下に肥厚した聾である。73は、広口査の口縁部である。受け口状の口縁部は

端部をやや上下に肥厚させている。体部内面に横方向の削りを施す。74は、平底の鉢か斐

の底部断片である。外面にはわずかにハケ目が残る。75は、球形に近い体部をもっ土師器

杯である。76は、器台の脚部から受け部にかけての断片である。77～80は、高杯である。

77は、裾部を欠いているが、脚部外面に縦方向のミガキが施される。78・79は、口頭部片
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第128図 A 2地区溝出土遺物実測図（2) 須恵器

61・67.s 001 62・66.s 003 69・70.SDlO 63.SDll 
64・65.SD13 68.SD16 

である。 80は、脚部から裾部にかけての断片で、脚部外面に縦方向のミガキが施されてい

る。 81は、器台である。体部下方に直径約5阻の透かし穴が2か所認められる（第129図）。

A-3地区

竪穴式住居跡出土遺物 88はTK217併行期、 89はTK209～217併行期と考えられる。

88は、須恵器の杯蓋で、体部と口縁部との稜は不明瞭である。89は、 須恵器の杯身である。

口縁端部と受け部とも肥厚させている。 82～84・90・91は、土師器の聾である。 82は、口

縁端部を丸く肥厚させているのに対して、 83は、やや先細り気味に仕上げている。84は、

口縁部全体が厚く仕上げられている。 90は、体部全体に斜め方向のハケ目を施している。

91は、体部外面に縦方向のハケ目を施す。体部中央に縦約lOcm・横約13cmの範囲に煤が付

着している。聾91の上に聾90を乗せた状態で出土した。 85～87は、土師器の杯である。

85・87は、球形に近い体部をもつが、 86は口縁部から体部にかけての稜が直線的になる。

92は、甑である。体部全体に指ナデ後縦方向のハケ目を施し、体部最下方に直径約5凹の

円孔が4か所認められる（第130図）。

溝出士通物 93～102は、 一緒に出土した須恵器から 7世紀前半頃のも との考えられる。

103は同じ理由から、 6世紀後期頃と考えられる。93～101までは、土師器の聾である。93

は、体部外面に縦方向のハケ目を、内面にハケ後削りの調整を施す。94は、体部外面に縦

方向のハケ目を、内面は上段に横方向のハケ目を、下段に横方向の削り を施す。95は、体

4
4
・
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第129図 S H212出土遺物実波lj図

部外面に縦方向のハケ目を施す。96・97は、口縁端部を肥厚させている。96は、なだらか

な体部をもつが、 97はやや直線的な体部をもっ。98・101は、ともに口縁端部を肥厚させ

ているのに対して、 99・100は先細りな口縁端部をもっ。102は、土師器の杯である。体部

下方から上方にかけて斜め方向のへラ削りが認められる。103は、土師器のミニチュア土

器である（第131図）。

B地区

104は、 TK43併行期と考えられる。天井部と口縁部を分ける稜に一条の沈線が見える。

105は、 土師器の椀である。磨耗が激しいため、調整は不明。106は、 土師器の甑である。

体部外面に斜め方向のハケ目を、内面に斜め方向の削りが施される。107は、磨耗が激し

いため、調整などが不明瞭だが、庄内式併行期と考えられる。わずかに、口縁部に2条の

擬凹線が認められる。108は、 土師器の裾部を欠いた高杯である。脚部に縦方向のミガキ
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第130図 A-3地区住居跡出土遺物実測図

82・83・85・88・90～92.S H308 84・86・87・89.S H309 

が認められる。109は、土師器の棄の口縁部から体部にかけての断片である。体部外面に

縦方向のハケ目が施される。105・106・108・109は、 一緒に出土した須恵器片から 6世紀

前半頃のものと考えられる（第132図）。
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第131図 A-3地区溝出土遺物実測図

93～101・103.S D301 102. S D302 

4.小結

由良川の支流である八田川の流域には、先に述べたように、数多くの古墳が分布してい

る。七百石遺跡の周辺にも、綾部市最大の前方後円墳である高槻茶臼山古墳をはじめ、 奥

大石古墳群 ・政次古墳群・野崎古墳群 ・塚廻り古墳群など、古墳時代中期から後期にかけ

ての古墳が散在している。このように、古墳の存在は知られていたが、集落跡については

ほとんど未知の状況であった。今回調査した七百石遺跡は、八田川流域で確認された集落

跡の初例といえる。

今回検出した住居跡は、弥生時代終末または古墳時代初期頃と古墳時代後期のTK43～ 
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一九
一第132図 B地区出土遺物実測図

104・105・109.SHBlO 106.SDB02 107.SDBll 

T K209型式併行期頃の2時期に大別できる。今回の調査地から、谷をへだてた東側の洪

積台地には塚廻り古墳群が点在している。このうち、過去に調査された塚廻り 3号墳は後

者の時期にほぼ併行しており、時期的にも位置的にも今回検出した集落跡と塚廻り古選準

とは何らかの関連があるものと考えること もできる。このように、七百石遺跡は周辺の古

墳時代を考える上で重要な遺跡といえる。

今回検出した住居跡の中には 「青野型住居jと通称されているものが含まれる。このよ

うな住居跡は、由良川中流域に位置する青野遺跡で検出されていたが、近年、その他の地

域にも分布することが確認されつつある。今回は、由良川支流の八田川を北側にかなりさ

かのぼった地域にも分布することを確認した。

A-2地区から出土した石鍛は、縄文時代のものと考えられる。今回の調査では時期不

明の落とし穴状土坑を検出しているが、これらも、あるいはその時期のものと考えること

もできる。この遺跡の始まりは、さらに縄文時代までさかのぼる可能性がある（第134図）。

七百石遺跡の遺構の特徴の一つに、竪穴式住居跡の周辺に講をめぐらせることがあげら

れる。住居の周囲に溝をめぐらす例は、京都府内で5例目となる（第133図）。他の例は、

古墳時代前期の上人ヶ平語齢、古墳時代後期の温江差跡 三宅蓬勘 ・広峯蓮跡で、ある。こ
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のうち、七百石遺跡と三宅遺跡は、丘陵や台地の斜面部に位

置している。斜面部の集落の場合は、住居に雨水が入らない

ようにするための施設と考えるのが自然である。すなわち、

立地条件が住居の形態を決定する一因になっているといえよ

う。上人ヶ平遺跡・温江遺跡 ・広峯遺跡では、丘陵や台地 ・

低位段丘上の平坦地に位置している。これらの例は、単に立

地条件のみに規定されているとは言えず、住居の形態など、

他の要素も考慮する必要があろう。周囲に溝がめぐる住居跡は、 主として西日本の弥生時

京都府遺跡調査概報第62冊

劇話器
くこ〉 固画面園

第134図 A 2地区南

包含層石銭実測図

代中期から後期にかけて増加し、古墳時代には急減芋＇6。このような住居跡については、
時期 ・形態・立地などさまざまな方向から検討する必要があろう。

（尾崎昌之）

注l 調査参加者

橋本稔・前回暁宏・久保田琢磨・波部健・佐々木勝・松浦郁乃・杉本直子・藤村瑞穂・清

水千秋.i青川彩子・石黒明美・片岡美絵・達田美枝 ・村上ひろみ・木村隆之・吉岡 譲・真下

晴美 －谷口成美・中村ひろみ・長田京子 ・白井宏美 ・田中美恵子 ・荻野富紗子 ・唐木裕香里 ・

小滝初代・山中道代 ・林 秀子・牧野首子・松下道子 ・岡本美和子・村上典子 ・佐々木直・大

島紀子 ・高田真由美・森川敦子・四方千佳子 ・塩尻陽子・福井裕子 ・白波瀬留美 ・立藤恵美

子・佐藤健一 ・土井康雄 ・吉岡勇治 ・佐藤弘美・ 土井淑子・野田友子 ・真下朝野 ・真下幸江 ・

水口和子 ・中西俊夫 ・岸田千鶴枝 ・小林孝枝 ・白波瀬とめ ・白波瀬よ しの ・河北芳野 ・白波瀬

繁夫・河北マサ子・加柴 保・加柴美知子－加柴フミ子 －加柴花子・辻村伊太郎 ・辻村みね・

志賀マサエ・梅原策太郎・梅原シゲ ・梅原みつ子 ・梅原マツノ・坂根茂宏・辻村初男・梅垣カ

ノエ ・梅垣隆雄・辻村八郎 ・辻村ツタノ・志賀マスエ ・千原芳和・辻村節子・坂根昭美 ・千原

鈴子・倉橋俊雄・加柴正二・梅原幸江・梅原一校 ・倉橋善美 ・千原マキノ・辻田志信・辻村道

子・加柴京子・ 岡 稔 －梅原トミ －加柴道代・ 倉橋ユキ枝 ・村木信子・梅垣文枝 ・氷室キク

エ・堀川はま枝 ・神田スエ ・逆瀬川健治 .i中 保男 ・沖ヨシエ ・渡辺みちえ ・村上栖仁・藤田

久枝 ・浪江昌子・村上芳子 －関 勇・立藤則昭・白波瀬ヒサエ・三和てる ・渡辺功・渡辺

千代子 ・岡垣太一・岡垣尚枝－谷口ツヤ子・福井和子 ・古沢ヨリエ ・能勢栄一・相根寿美子・

村岡きょ子 －村岡一枝－佐々木三義－佐々木しず（順不同 －敬称略）

注2 肥後弘幸 ・細川康晴「桑飼上遺跡昭和62年度発掘調査概要（第l次調査 ・試掘調査）」（『京都

府遺跡調査概報j第31冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1988 

注3 細川康晴 ・岸岡貴英ほか『京都府遺跡調査報告書』第19冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター 1993 

注4 注3に同じ。
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注5 注lに同じ。

注6 岸岡貴英ほか「神宮谷古墳群J（『京都府遺跡調査概報j第56冊 （財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター） 1994 

注7 須恵器胎土の肉眼観察による分類は以下のとおりである。

a群；乳白色の角磯(1～ 2mm）を非常に多く含み、青灰色で焼成良好、堅綴。

b群；黒色の光沢のある微細粒と白色の微細粒を含み、緑がかった特徴のある青灰色で、焼成

良好、竪綴。

c群；乳白色の角磯（3～5皿）を含み、器表面に小さな黒斑状のにじみが無数にある。焼成良

好、竪綴。

d群； 白色の角磯（1 mm）を含み、黒色粒子がヘラ削りによって、尾をヲ｜く。淡青灰色、焼成や

や良好。

e群；白色及び乳白色の微細粒子を含み、胎土に砂が多い。肌色に近い淡灰褐色を呈し、焼成

不良。

f群；胎土が砂がちで粗く、焼成不良で表面が剥離するほど脆い。

以上の分類は土器観察表に記載した。

注8 須恵器の胎土の肉眼観察による分類は以下のとおりである。

a群；白色微細粒をわずかに含むほかは、造岩鉱物を含まない素材で焼成される。i炎青灰色系

の色調。

b群； 石英粒（2～ 3mm）を多く含み、その表出によって器表面に細かい亀裂が生じる。軟質の

光沢のある黒色微粒子がへラ削りによって、尾をヲ｜く。灰色系の色調。

c群；白色砂粒（2～3醐）を非常に多く含み、これによって器表面に凸凹が生じる。

d群； 黒色タール状の物質が焼成時に吹きでる。綴密な胎土。

e群；白色微細粒が含まれ、やや粗い胎土だが、焼成良好。漆黒色に近い特徴的な色調。

f群；褐色のクサリ礁を多く含む。焼成はあまく、乳稜褐色系の色調。

g群；堅い黒色鉱物を含む微細粒の多い胎土。器表面はこの微細粒の脱落で、あばた状に細か

い穴が無数にある。

h群；砂粒が含まれず、土師質に近い。焼成不良。灰白色、肌色に近い。

注9 坂本美夫 「板状立開素環鏡板付轡Jr甲斐考古J21 2 1984 
注10 第102図には横穴式石室か須恵器の確認された古墳のみを後期古墳として記入した。石室の形

態や須恵器出土が未確認の群集墳などは記入していないため、後期古墳の実数はさらに増加す

るものと恩われる。

注目 『京都府綾部市文化財調査報告』 第7集 綾部市教育委員会 1980 

注12 石井清司ほか「上人ヶ平遺跡」（『京都府遺跡調査報告書』第15冊 （財）京都府埋蔵文化財調

査研究センター） 1991 

注13 温江遺跡で検出されたSH201の外周溝は排水溶か区画溝と考えられているが、七百石遺跡で

検出されたものと同形態という点で排水溝を伴う住居跡とした（『京都府遺跡調査概報j第37

旬
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冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1990）。

注14 竹原一彦 ・三好博喜「近畿自動車道敦賀線関係遺跡8次区間J( r京都府遺跡調査報告書』第
18冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1993 

注目 「釈南地区発掘調査報告書J（『福知山市文化財調査報告書J第16集福知山市教育委員会）

1989 

注16 宮本長二郎「ベッド状遺構と屋内施設」（ 『季刊考古学』第32号雄山閣） 1990 
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図版第1 今林古墳

(1) 調査前全景（北東から）

(2) 伐採後全景（北東から）



図版第2 今林古墳

(1）集石検出状況（西から）

(2) 主体部検出状況（西から）



図版第3 今林古墳

(1) 主体部検出状況（西から）

(2) 主体部全景 （西から）



図版第4 今林古墳

(1) 下層遺構検出状況（西から）

(2) 土坑（SK05）検出状況（南から）



図版第5 今林古墳

(1) 上面土器取り上げ後の状況（西から）

(2) 土坑（SK05）完掘状況 （西から）



図版第6 今林古墳
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出土遺物(1) （番号は挿図第9図と一致する。）



図版第7 今林古墳
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出土遺物（2)



図版第8 沢ノ谷遺跡

(1) 遺跡遠景（北東から）（矢印が調査地）

(2) 調査前の状況（北西から）



図版第9 沢ノ谷遺跡

(1) 調査地全景（北西から）

(2）遺構検出状況（上から）



図版第10 沢ノ谷遺跡

(1) 竪穴式住居跡（SH04）検出状況（北から）

・．も
＿，，，，.・

(2) 竪穴式住居跡（SH04）検出状況（南から）



図版第11 沢ノ谷遺跡

(1) 土壌墓（SK02）遺物出土状況（北西から）

(2) 土壌墓（SK02）完掘状況（北西から）



図版第12 沢ノ谷遺跡
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8 

出土遺物（番号は挿図第15・16図と一致する。）



図版第13 八木城跡第2・3次

(1）調査前全景（南東から）

(2）調査前全景（右下が北）



図版第14 八木城跡第2・3次

(1) 調査前全景（北西から）

(2) 調査地遠景（北から）



図版第15 八木城跡第2・3次

(1）第1・6地点調査前全景（南東から）

(2）第6地点 全景（左下が北）



図版第16 八木城跡第2・3次

首長。翌頃（＃阪会心）



図版第17 八木城跡第2・3次

(1）第1地点全景（北西から）

(2）第6地点土坑群（北から）



図版第18 八木城跡第2・3次

組長ω君叫~召網整（阪会心）



図版第19 八木城跡第2・3次

総<.D 君.！｛］~~週明饗（キ手会心）



図版第20 八木城第2・3次

(1）第6地点士坑SK07（北東から）

(2）第6地点土坑SK06（南西から）



図版第21 八木城跡第2・3次

(1）第6地点井戸SE33 （北東から）

(2）第6地点井戸SE33 （北東から）



図版第22 八木城跡第2・3次

(1）第6地点石垣54（北西から）

(2）第6地点石垣54（北東から）



図版第23 八木城跡第2・3次

(1）第3地点全景（北西から）

(2）第3地点 全景 （北東から）



図版第24 八木城跡第2・3次

(1）第3地点井戸SE501 （北東から）

(2）第3地点井戸SE801 （北東から）



図版第25 八木城跡第2・3次

(1）第3地点石臼状石製品（南東から）

(2）第3地点曲輪8・9 （北から）



図版第26 八木城跡第2・3次

(1) 第3地点（北東から）

(2）第3地点（北から）



図版第27 八木城跡第2・3次

(1）第7地点調査前全景（北西から）

(2）第7地点調査地全景（右下が北）



図版第28 八木城跡第2・3次

首長ド君判n~ （キ手帳ゐ心）



図版第29 八木城跡第2・3次

(1）第7地点石垣 （北から）

(2）第7地点曲輪4 （東から）



図版第30 八木城跡第2・3次

(1）第7地点曲輪4 （南東から）

(2）第7地点曲輪4礎石（北東から）



図版第31 八木城跡第2・3次

(1）第8地点調査前全景（南東から）

(2）第8地点 全景（左下が北）



図版第32 八木城跡第2・3次

(1）堂山2号窯全景（北から）

(2) 堂山2号窯遺物出土状況（北から）



図版第33 八木城跡第2・3次

(1) 堂山 2号窯（北から）

(2) 堂山2号窯窯体断面（北東から）



図版第34 八木城跡第2・3次
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図版第35 八木城跡第2・3次
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図版第36 八木城跡第2・3次
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出土遺物（3) 瀬戸 ・美濃



図版第37 八木城跡第2・3次
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出土遺物（4) 青磁



図版第38
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八木城跡第2・3次
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出土遺物（5) 白磁
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図版第39 八木城跡第2・3次

284 

228 

内 面
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外面

出土遺物（6) 青花



図版第40 八木城跡第2・3次
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(1) 出土遺物（7) 春日神社跡

444 

456 448 

(2) 出土遺物（8) 堂山2号窯



図版第41 桑飼上遺跡

(1）調査地遠景（北から）

(2）調査地全景（北から）



図版第42 山根古墳

(1) 調査地遠景（南から）

(2）横穴式石室検出状況（南東から）



図版第43 山根古墳

(1）石室奥壁部遺物検出状況（南東から）

(2）石室奥壁部玉類検出状況（南東から）



図版第44 山根古墳

(1）石室奥壁部遺物検出状況（上から）

(2）石室右袖部遺物検出状況（北から）



図版第45 山根古墳

(1）石室左袖部遺物検出状況（南から）

(2）石室羨道部遺物検出状況（南から）



図版第46 山根古墳

(1）石室羨道部遺物検出状況（西から）

(2）石室羨道部遺物検出状況（南から）



図版第47 山根古墳

(1) 墳丘北側墓壌内裏込め土堆積状況（西から）

(2) 墳丘南側墓墳内裏込め土堆積状況（西から）



図版第48 山根古墳

(1）横穴式石室及び外護列石検出状況（上から）

(2) 横穴式石室及び外護列石検出状況（西から）



図版第49 山根古墳
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出土遺物（1) 蓋杯



図版第50 山根古墳
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出土遺物（2) 杯蓋 ・杯身



図版第51 山根古墳
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出土遺物（3) 杯身



図版第52 山根古墳
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出土遺物（4) 杯身 ・高杯



図版第53 山根古墳
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出土遺物（5) 高杯 ・椀



図版第54 山根古墳
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出土遺物（6) 提瓶 ・耳環



図版第55 山根古墳
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(1) 出土遺物（7) 須恵器聾 ・土師器高杯
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(2) 出土遺物（8) 玉類



図版第56 山根古墳

10 

出土遺物（9) 万子 ・鉄嫉



図版第57 神宮谷4号墳

(1) 神宮谷古墳群近景（平成4年度調査時）

(2) 調査開始状況（平成4年度調査時）



図版第58 神宮谷4号墳

(1) 石室内遺物出土状況

(2) A4区須恵器出土状況(1) （南西から）



図版第59 神宮谷4号墳

(1) A4区須恵器出土状況（2) （北西から）

(2) B 4区鉄搬出土状況（北西から）



図版第60 神宮谷4号墳

(1) B 4区玉類出土状況（北西から）

(2) B 4区鉄鉱出土状況（南東から）



図版第61 神宮谷4号墳

(1) B l区土製練玉出土状況(1) （南東から）

(2) B l区土製練玉出土状況（2)（北東から）



図版第62 神宮谷4号墳

(1) 石室内棺台出土状況（1)

(2) 石室内棺台出土状況（2)



図版第63 神宮谷4号墳

(1) 袖石抜き取り痕跡

(2) 石室完掘状況



図版第64 神宮谷4号墳

(1) 奥壁部墓墳裏込め土

(2) 西壁部墓壌裏込め土
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図版第66 神宮谷4号墳

8 

3 11 

4 12 

14 

5 

15 

6 

16 

17 

出土遺物(1) 須恵器蓋杯



図版第67 神宮谷4号墳
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出土遺物（2) 須恵器杯身 ・高杯蓋



図版第68 神宮谷4号墳
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出土遺物（3) 高杯 ・提瓶



図版第69 神宮谷4号墳
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図版第70 神宮谷4号墳
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出土遺物（5) 鉄鎖 ・刀子



図版第71 ジンド古墳

(1）調査地全景（西から）

(2) ジンド古墳（A地区）近景（西から）



図版第72 ジンド古墳

(1）石室内掘削状況（北から）

(2）石室壁体出土状況（西から）



図版第73 ジンド古墳

(1）石室近景（北から）

(2）石室内遺物出土状況（北から）



図版第74 ジンド古墳

(1）石室奥壁遺物出土状況（北から）

(2）奥壁東側Al区遺物出土状況 （北から）



図版第75 ジンド古墳

(1) B 4区須恵器出土状況（東から）

(2) B 3・B4区鉄刀出土状況（東から）



図版第76 ジンド古墳

(1) B 4区須恵器出土状況（東から）

(2) A 3区遺物出土状況（西から）



図版第77 ジンド古墳

(1) B 2区馬具出土状況（北から）

(2) A4区鉄器出土状況（東から）



図版第78 ジンド古墳

(1) 墓道部土層堆積状況（東から）

(2) 閉塞石出土状況（西から）



図版第79 ジンド古墳

(1) 墳丘東側断ち割り（盛り土堆積状況（北から））

(2) 墳丘南側断ち割り（墓墳検出状況（西から））



図版第80 ジンド古墳

(1) 墳丘東側断ち割り（裏込め土検出状況（北から））

(2) 墳正西側断ち割り（裏込め土検出状況（北から））



図版第81 ジンド古墳

(1) 石室内棺台出土状況

(2) 石室内排水施設出土状況



図版第82 ジンド古墳

(1) 奥壁東隅石室構築状況

(2）墳丘北東部杭跡検出状況



図版第83 ジンド古墳

(1) ジンド古墳石室完掘状況（北西から）

(2) ジンド古墳近景（南東から）



図版第84 ジンド古墳

(1) C地区遺構検出状況(1) （東から）

(2) C地区遺構検出状況（2) （南東から）



図版第85 ジンド古墳

(1) D地区トレンチ（北西から）

(2) SK 01遺物出土状況



図版第86 ジンド古墳

(1) B地区トレンチ配置状況（南から）

(2）調査地近景（東から）



図版第87 ジンド古墳
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出土遺物（1) 杯蓋



図版第88 ジンド古墳
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出土遺物（2) 杯蓋



図版第89 ジンド古墳
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出土遺物（3) 杯蓋 ・杯身



図版第90 ジンド古墳
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出土遺物（4) 杯身



図版第91 ジンド古墳
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出土遺物（5) 杯身 ・高杯・躍 ・査



図版第92 ジンド古墳
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出土遺物（6) 躍 ・長頚査



図版第93 ジンド古墳
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出土遺物（7) 長頚査 ・広口査 ・直口査 ・平瓶 ・耳環



図版第94 ジンド古墳
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出土遺物（8) 提瓶 ・査



図版第95 ジンド古墳
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出土遺物（9) 鉄鉱



図版第96 ジンド古墳
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出土遺物(10) 鉄蟻 ・刀子 ・馬具



図版第97 ジンド古墳
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出土遺物（11) 轡



図版第98
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出土遺物(12) 鉄刀 ・錆 ・鐙
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図版第99 池ノ谷遺跡

(1) 調査前全景（南から）

(2) Bトレンチ全景（東から）



図版第100 木坂古墓

(1) 調査前風景

(2) 調査地内桐跡石組検出状況



図版第101 七百石遺跡

(1）調査前全景（南から）

(2）調査前全景（東から）



図版第102 七百石遺跡

(1) A-1地区全景（右が北）

(2) A-1地区SD101土層断面（南東から）



図版第103 七百石遺跡

(1) A 2地区全景（右が北）

(2) A-2地区北半部（右が北）



図版第104 七百石遺跡

(1) A-2地区SH204（手前） ・201(中）・ 202（奥）全景（北から）

(2) A-2地区SH202（手前） ・201（奥）全景 （南から）



図版第105 七百石遺跡

(1) A 2地区SH202竃全景（東から）

(2) A 2地区SKOl完掘状況



図版第106 七百石遺跡

(1) A 2地区SK02完掘状況

(2) A 2地区SH212土器出土状況（南から）



図版第107 七百石遺跡

(1) A-2地区SH205土器出土状況

(2) A 2地区SD12土器出土状況（北から）



図版第108 七百石遺跡

(1) A 3地区全景

(2) SH 308（左） ・SH309（右）全景



図版第109 七百石遺跡

(1) A 3地区SH308全景（西から）

(2) A-3地区SH308竃近景（西から）
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図版第111 七百石遺跡

(1) B地区SDB02甑出土状況（東から）

B地区落とし穴状土坑SKB01 （東から）



図版第112 七百石遺跡
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図版第113 七百石遺跡
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出土遺物（2)



図版第114 七百石遺跡
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出土遺物（3)
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ふりがな ふりがな コ ード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
。 ，，， 。〆，， m' 

いまばやしこ ふないぐんその

ふん べちょううちば

やし

今林古墳 船井郡園部町内 401 71 19930426 600 道路建設

林 ～ 

19930715 

さわのたにい ふないぐんやぎ

せき ちょうたまのい

さわのたに

沢ノ谷遺跡 船井郡八木町玉 402 12 19930719 200 道路建設

ノ井沢ノ谷 ～ 

19930910 

ゃぎじようあ ふないぐんやぎ

と ちょうほんごう

八木城跡 船井郡八木町本 402 27 19920518 4, 100 道路建設

郷 ～ 

19930305 

19930407 
～ 

19930924 

くわがいかみ まいづるしくわ

いせき がいかみ

桑飼上遺跡 舞鶴市桑飼上 202 198 19930616 200 道路建設
～ 

19930628 

やまねこふん まいづるしじと

つ

山根古墳 舞鶴市地頭 202 114 19930709 500 道路建設
～ 

19931022 

しんぐうだに あやべしべっ

4ごうふん しよちよう しん

ぐうだに

神宮谷4号墳 綾部市別所町神 203 104 19930419 100 道路建設

宮谷 ～ 

19930514 



じんどこふん あやべしうちく

いちょう・かね

ごちちょう

ジンド古墳 綾部市内久井 203 101 19930512 720 道路建設

町・金河内町 ～ 

19931014 

いけのたにい あやべししち

せき ひやっこくちょ

ういけのたに

池ノ谷遺跡 綾部市七百石町 203 19931221 400 道路建設

池ノ谷 ～ 

19940121 

きさかこぼ あやべししち

ひやっこくちょ

うきさか

木坂古墓 綾部市七百石町 203 19940118 32 道路建設

木坂 ～ 

19940121 

しちひやっこ あやべししち

くいせき ひやっこくちょ

うひがしなかの

七百石遺跡 綾部市七百石町 203 153 19930802 5,000 道路建設

東中野 ～ 

19940304 

所収遺跡名 種目リ 主な時代 主な遺構 主な造物 特記事項

今林古墳 古墳 古墳初 土壌墓 ・土器棺墓 土師器

沢ノ谷遺跡 集落跡・古墓 弥生中期 ・奈良 竪穴住居 ・墓境 弥生土器須恵、器 遺跡地図の

名称、は、大

鳥羽池古墳

八木城跡 城館跡 室町～安土 ・桃山 郭 ・石垣 ・井戸 土器 ・国産陶器 ・

輸入磁器

桑飼上遺跡 集落跡 縄文～奈良 なし 須恵器

山根古墳 古墳 古墳後期 横穴式石室 須恵、器 ・土師器 ・

玉

神宮谷4号墳 古墳 古墳後期 横穴式石室 須恵器・土師器 ・

玉
ジン ド古墳 古墳 古墳後期 横穴式石室 須恵器 ・土師器 ・

鉄製馬具

池ノ谷遺跡 散布地 不明 ピット なし

木坂古墓 洞跡 近世 小洞基壇 近世磁器片

七百石遺跡 集落跡 弥生末～古墳後期 竪穴住居 .i蒜・落と 土師器 ・須恵器
し穴状土坑
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